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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雪が降っていた。

　真ま白しろは部屋のベッドの上で、小さなぬいぐるみを抱だきしめていた。

　五年前、小さな真白。

　翔かけると橋の上で出会って、何週間後かの、とても寒い日のこと。

「……あの子、結局会えなかったね」

　赤い目をした黒ウサギに、真白は淋さびしそうに語りかける。

　薄うす暗ぐらい部屋に、常夜灯が淡あわい光を投げかけている。

　我が慢まんして検査を受けたごほうびに、両親から買ってもらった黒ウサギのぬいぐるみ。

　寝ねる前にその子に語りかけるのが、いつの間にか真白の日課になっていた。

「橋で出会った、あの子。もっとお話したかったのに。

　あたしのこと、あの子のこと、〝端ガジエ末ツト〟のこと。

　話したら、聞いてくれるかな？　逃にげたりしないよね？　どう思う？」

　風呂ふろあがりの髪かみを首筋に絡からみつかせて、真白は黒ウサギの赤い目を見つめる。

「ウサギってなんて鳴くんだっけ？　そういえば、鳴いたの見たことない。

　ぴょん？　ふきゅ？　ぶぅーふぅ……？」

　真白は首を傾かしげて考え込む。

　ぎゅ、と抱きしめると、ウサギのお腹なかの中から「きゅむ」と音がした。

「きゅむ？

　うん、きゅむ……きゅむ、きゅ」

　穏おだやかな笑え顔がおのまま、真白はウサギに答えを返す。

　──なにも変わってないのに。

　──あたし、少しだけ、平気になったみたい。

　真白はパジャマに包まれた胸を押さえた。

　──まだ、どきどきしてる。

　数週間前の雪の日、橋の上で泣いていた男の子。あの子に触ふれた時から、鼓こ動どうがおかしくなっていた。思い出すたびに顔が火ほ照てって、でも、どうしたらいいのか分からない。

　お互たがいの名前も知らない。

　真白を助けようとして一いつ緒しよに川に飛び込んで──一人だけ、高熱を出して伏ふせっていた少年。

　病室には入れてもらえなかった。きつい目をした親しん戚せきの女性と、真白より小さな女の子にすごい剣けん幕まくで追い払はらわれたから。

「でも、あたし、いつか忘れちゃうかもしれない。

　今の、こんなにどきどきする気持ち」

　病院で、身体からだの隅すみ々ずみまで顕けん微び鏡きようで覗のぞかれるような検査を受けたあとも、両親の真白を見る目は変わらない。兄は「真白の体質をもっとよく調べるために医者になる」と言いだし、家族は真白そっちのけで盛り上がっている。

「あたし、あの子に謝りたい。もっと、話が聞きたい。

　声が聞けるだけでもいいの──あたしは、好きになる人を、選べないから」

　ぺたん、とベッドに座ったまま、真白は黒いウサギを抱きしめる。

　ガラスの瞳ひとみと、フェルトの口が動いたような気がして、真白はなんだかうれしくなる。

「きゅむ？　名前を決めてあげる。

　くろちゃん？　くろいの……くろの？」

　ウサギの耳が微かすかに頷うなずいたように見えた。

「うん、くろの。くろのね。

　ねぇ聞いて、くろの。あたし、あの子のこと、忘れたくない」

　パジャマ姿の真白は小さな身体を震ふるわせる。寒いのは平気。震えているのは恐こわいから。やっと見つけた大事なもの。それをなくすのが恐い。今の自分の気持ちが──自分の中にある『果実』と呼ばれるプログラムの塊かたまりにコントロールされて、変わってしまうのが恐い。

「……忘れたくないの」

　真白の大きな目から、涙なみだの粒つぶが落ちた。

〝精デイヴ霊アイン〟は意地悪。どうせ神様を楽しませるための道具なら、自由な意思なんか必要なかった。『衝しよう動どう』が生まれるまでの時間、自分をなくすことに怯おびえていなきゃいけないから。だったら、自分が〝端末〟だってことを知らないままでいたかった。

　いつか──スイッチが切り替かわるみたいに。

　今までの自分が死んで、新しい自分が生まれる。

　それまで、なにも知らずにいられたらいいのに。

「〝普エ通キのス人ト間ラ〟、みたいに。なんにも知らずに──んくっ」

　真白はあふれそうになる嗚お咽えつを喉のどの奥でかみ殺す。声をあげたらいけない。家族には、真白が泣いてる意味なんか分からない。また、変な子だって思われる。もう検査を受けるのは嫌いや。化け物扱あつかいされるのも嫌。誰だれも分かってくれない。誰も真白の言葉を信じてくれない。

　この世界は〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の夢で、真白は神様を楽しませるための道具だってことを。

「あの子に会いたいな……会って、お話したい」

　妹を亡なくしたばかりの、あの子。抱きしめて悲しみを消してあげたい。あの子の話を聞きたい。あの子のことを──もっと、知りたい。

　あの子を守ってあげられるほど強くなりたい。

　期待しすぎて、望みすぎて──真白は押しつぶされそうになる。涙が止まらない。

「──くろの、あのね、くろの。絵を、描かこうと思うの」

　小さな掌てのひらで涙をぬぐって、真白はまた、赤い目をした黒ウサギと見つめ合う。

「あたしがいつか本当の〝端末〟になって、あの子のことを忘れちゃっても。

　それを見たら思い出せる、そんな絵を描きたい。

　本当は、駄だ目めなんだけどね。

〈生命体〉は『繁はん殖しよく』するだけの〝端末〟だから、生きるのに必要ない能力は持ってないの。芸術とか、歌とか。あたし全然駄目なんだよ。あと──家庭科と国語と理科と算数も」

　得意なのはなんだっけ、と真白は首を傾げる。

　この前、体育で五をもらった気がするけど、それだけ。

　なにも知らない先生たちは、まだ幼い真白の美しさに、ちょっぴり点を甘くしてくれる。

「……絵本にしようかな。

　世界を分ぶん割かつする神様を、あの子がやっつけてくれるお話に……」

　化け物扱いされなかったのは、彼が熱にうかされていたからかもしれない。

　夜と雪のせいで、現実感がなかっただけ。もう一度話をしたら笑い飛ばされるかもしれない。

「どうしてだと思う？　くろの？

　ほんの少し話をしただけなのに、どうしてあの子のことが、こんなに気になるのかな」

　真白はベッドから降り、机の引き出しから、ほとんど使っていない色いろ鉛えん筆ぴつを引っ張り出す。ぐにぐに線を引いただけのスケッチブック。それを机の上に載のせて、横に黒ウサギ──くろのを置いて、準備完かん了りよう。

　最初はなにを描こう。やっぱり、あの橋から。

　あの場所から全すべてが始まった。

　雪の中で出会った小さな男の子の顔を思い出そうとして、

　真白は自分の顔が真っ赤になっていることに気づいた。

「……わかんない。あたし、どうしちゃったんだろ？」

　鼓こ動どうが速くなる。

　部屋は寒いのに、身体の奥底から温かいものがわき出して、眠ねむ気けさえも吹ふき飛ばしていく。

「誰もわかってくれないのに──なにも変わってないのに。どうして、あったかいの？　あの子のことを考えるだけで嬉うれしいの──？　おかしいな。こわれちゃったのかな、あたし」

　首を傾げながら、真白は色鉛筆を手に取った。

　真白に少しだけ、言いたいことができた。みんなとは違ちがう生き物だってことに泣いてるだけだったのに──伝えたいことができた。本当に小さな、希望。

　強くなりたい。名前も知らない、あの小さな男の子を、守ってあげられるくらい。

「あのねくろの。あたし、みんなに伝えたいことがあるの」

　せつなくて、

　考えるだけで心がいたくて──でも、うれしい。

　──出会えたのはほんの短い時間だったけど、ありがとう。

　──あなたに会うまでは、絶対にこんな気持ちにならなかった。

「この世界が神様の夢でも、あたしが、神様を楽しませるための道具でも。

　それでもあたしは、

　あの子に出会えた、この世界が──好きです」




　真白は目を開けた。

　周囲を冷えた風が吹き抜ぬけている。涙でぼやけた真白の視界に、ミニチュアセットのような町が映る。とっくに太陽が昇のぼっているのに、町は静まり返り、車も全く走っていない。

「……ここ、どこ」

　目の前に黒くろ乃のの顔があった。目を閉じて、歯を食いしばり、長い髪かみを吹きすさぶ風に晒さらしている。自分がどこにいるのか、なにが起きているのか、今の真白にはよくわからない。

　真白は胸を押さえた。制服の胸ポケットに、なにか固いものが入っている。

　純白の牌はい。〝雑音ノイズ〟が求めている術具、〈壊かい体たい者〉の〝流転メタフ骨牌エシス〟が。

「確か、あたし──天あま巡めぐりくんと逃にげてて──剣けんで刺さされて──」

　不意に、真白は自分がどこにいるのかに気づいた。

　ここは、空。

　真白と黒乃の身体からだを、褐かつ色しよくの爪つめが摑つかんでいる。頭上には、鱗うろこを備えた長大な生き物。蛇へびのような身体に、半はん透とう明めいの翼つばさが生えている。頭は遥はるか遠くにあり、真白の位置からは見えない。

〈創造者〉が作り出した『疑ぎ似じ生命体』──そんな言葉も真白の頭には浮うかばない。

　翔の家に行ったことは覚えている。

　それから、翔の叔母おばと名乗る人に会った。その人から〝流転骨牌〟を奪うばって逃げたあと、なにかが起きた。黒乃を壊こわして、自分の心をずたずたにしてしまうようななにかが。

「──天巡くん」

　救いを求めるように、真白は翔の名前を呟つぶやく。

　その瞬しゆん間かん──心臓を鷲わしづかみにされたような悪お寒かんが走った。

　真白の視界がブラックアウトする。

　現実に戻もどりかけた意識が、無数の黒い触しよく手しゆに捕とらえられ、無む理り矢や理りどこかに引き戻される。

「な、なにこれっ!?　やだぁっ!!」

　自分がどこに戻っていくのか、すぐに分かった。

　そこは〈心配症〉の能力で植え付けられた幻げん想そう世界。

「違うもん。あんなの幻まぼろしだもん！　あたしと天巡くんは恋こい人びと同士なんだからっ!!」

　残り香がのような意識で、真白は左手を唇くちびるに近づける。翔とお金を出し合って買った、銀製の指輪。それが真白の薬指に光っている。

「あんなの幻なのに、分かってるのに──なんで、恐こわいの、あたしっ!?」

〈心配症〉から注ぎ込まれた、言葉の毒。

　翔への思いがトリガーになり、〈心配症〉の幻想世界は発動する。

　──強くなるって決めたの。命がけで恋こいをしてるの！

　──天巡くんが死んだらあたしも死ぬの！　こんな──こんなのに負けたりしない──。

　また、真白は幻想の菜の花畑に堕おちる。

　目の前にいるのは、制服姿の翔と、白衣がはだけたディンタニア。

　二人は塵芥ゴミを見るような目を真白に向け、また抱だき合いはじめる。

　空気も、呼吸も、二人の体温さえも感じ取れるような、リアルすぎる幻想。それが〈心配症〉の能力。一番大事なものを失う恐きよう怖ふ。自分が誰だれにも顧かえりみられない者に堕ちてしまう恐怖。日常が壊れて、一人荒こう野やに放ほうり出されてしまう恐怖。

〈心配症〉は大切なものを失う恐怖を、獲え物ものに植え付ける〝端末〟だった。

　──負けない。

　でも、痛すぎる。
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　──負けない、あたし。

　幻想の地面に涙なみだを落としながら、真白は両手を握にぎりしめる。




　──あたしはそれでも──天巡くんと黒乃がいるこの世界が──。










　幕間　魔ま女じよケルトファリアの告解　一





　問うてもよいでしょうか、我が師。

〝普通の人間〟の王に希望を見いだし、裏切られ、斬ざん首しゆに処された魔ま術じゆつ師しアグシーダよ。




　私の身体は〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の百本の剣に貫つらぬかれ、血は全すべて流れ出てしまいました。

〈角笛を吹く精霊〉は、知らなかったのです。

　彼らが手を下すまでもなく、私はもう、地上には存在できないということを。

　かつて愛した、我が師よ。

　あなたはついに『中有のルー居城ガー』に足を踏ふみ入れることはなかった。

　あれほど願っていたというのに。

　今、もう一度機会があれば、あなたは全てを捨てて、あの場所を目指すのでしょうね。




　偉い大だいなる、我が師。

　あなたはあらゆる伝承を研究し、〝流転メタフ骨牌エシス〟を作り上げた。

〝流転骨牌〟は〝端末〟の手により起動する必要がある。

『果実』と反応させることにより、『中有の居城』への門を生み出すのですね。我が師。

　私は、よく知っています。

　私は、我が師の言葉を一言たりとも忘れたことなどありません。

　不思議ですね。私には今も、師の声が聞こえるような気がします。




　ならば、お答えしなければならないでしょう。

　我が師、偉大なる魔術師アグシーダよ。あなたに──なしえなかったこと。

　私が〝端末〟の協力を得て、〝流転骨牌〟を起動し、『中有の居城』に乗り込み、

　なにを持ち帰ってきたのか。

　その、すべてを。


















　　　　１




　──痛い。

　──痛い。痛い。

　遠くから虫の羽音が聞こえる。人の悲鳴も。

　意識がゆっくりと浮うかび上がっていく。目を開けると、埃ほこりをかぶったコンクリートの床ゆかが見えた。かすかに薬品の匂においがする。腕うでが──上がらない。

　──痛い。

　頭が重い。

　床の上で倒たおれていたせいか身体からだが固くなってる。

　起きあがってしばらく、ここがどこなのか──自分が誰だれなのか──分からなかった。

　──行かなくちゃ。

　何処どこへ？

　──行かなくちゃ。約束を果たしに。

　誰のところへ？

　──僕の名前は？

　天あま巡めぐり翔かける。公立高校の一年生。家族は──両親と、叔母おばさん。妹分のリトと──。

　五年前まで妹、ほのかがいた。そして、友達は。

「──真ま白しろ!?　黒くろ乃の!?」

　思い出した！

　身体が勝手に動いた。立ち上がる──腕が、動かない。手て錠じようがはまってる。部屋の壁かべには鉄のドア。深呼吸してから、思い切り体当たりする。肩かたが砕くだけそうなほど軋きしんで──身体がはじき返される。ドアは、びくともしない。

「誰かいないのかよっ！　ここから出せ！　ディンタニアっ!!」

　ここは〝雑音ノイズ〟の施し設せつのひとつだ。

　僕とリトは、ディンタニアとココリさんに〝雑音〟のトラックに連れ込まれ、拉ら致ちされた。そして〈教師〉の能力『ティーチング』を掛かけられたリトに、僕は妹のほのかの死の真相を知らされた。

　五年前に死んでしまった、僕の妹、天巡ほのか。

　事故だと思っていたけど、でも、違ちがったんだ。

　ほのかは十八体の〝端ガジエ末ツト〟の一人、〈超ちよう越えつ者〉。

　能力は自分以外の〝端末〟の能力を打ち消すこと。

　五年前の冬の日──ほのかを殺したのはバグった〈英えい雄ゆう〉。そして、そのきっかけを作ったのが〝端末〟の最高位に位置する〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉。〈英雄〉を殺すためにあいつが立てた作戦が失敗して、ほのかは殺された。

　片かた腕うでをもぎ取られて、

　お腹なかの肉をえぐられて、

　血まみれに──なって。

「──っ！」

　僕が今まで持ってた、ほのかについての記き憶おくが全部、書き換かえられたみたいだった。八歳で死んだほのか。直感で生きる、ある意味天才だった少女。なにが起こっても楽しむことができた、僕の妹。

　僕のクラスに潜もぐり込んでこっそり授業を受けたり、突とつ然ぜん、クラス全員引き連れて電車の旅に出たり、リトの保育園に乱入して保母さんの真似まねを──しかも完かん璧ぺきに──やったりしてた。

　でも、今の僕にはわからない。

　あれはどこまでがほのか自身の意思で、どこからが〝端末〟の『衝しよう動どう』だったんだろう。

　オーバーヒートしそうなほど思考が頭の中を高速回転してる。

　はぁ、と熱病みたいな息が漏もれる。でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　考えろ。考えを整理しろ。

　落ち込んでる時間なんかない。〈角笛を吹く精霊〉の約束の時間まで、残り少ない、はずだ。

　ほのかを殺した〈英雄〉は──僕の従妹いとこで〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟、天巡リトのお父さん。

　楓さんは、〝端末〟の『果実』を喰くらって〝普エ通キのス人ト間ラ〟になった元〈断罪人〉。〝端末〟は〝端末〟の『果実』を喰らうことで〝普通の人間〟になれる。その楓さんは〝雑音〟の協力者で、ディンタニアたちに僕の情報を流していた。

　ずきん　ずきん　ずきん

　頭と右みぎ腕うでから一定間かん隔かくで伝わって来る振しん動どう──激痛。

　僕とリトが捕つかまってから、どれくらい時間が経たった？

　リトの話を聞いた後、僕は〝雑音〟の男に殴なぐられて──気を失い、この場所につれて来られた。膝ひざを抱かかえてうずくまって──また、五年前と同じように、動けなくなるところだった。

「……でも、思い出した」

　ほのかが死んだ日、病院前の橋で、僕は真白そっくりの女の子に出会っていた。本当に真白だったのかどうかは分からない。でも、記憶の中の女の子と、今の真白の目がよく似ていた。

　まっすぐで、迷いのない瞳ひとみが。

　夢だったのかもしれない。ほのかとリト、楓さんのことを聞かされて、頭がパニックになって──たった今作り出した幻げん想そうなのかもしれない。

　でも、僕は真白と黒乃を助けに行く。

　二人を〝雑音〟になんか渡わたしたくない。

　僕は固く閉とざされたドアを睨にらみ、深呼吸する。

　ディンタニアたち──〝雑音〟は、容よう赦しやなんか少しもしてくれなかった。

　ドアを破ろうと体当たりを繰くり返してたら黒服の男達が入って来て、薬の入った布を口に当てられた。頭が痛いのはそのせいだ。おまけに──今は手錠まで掛けられてる。

　どれくらい眠ねむっていた？　携けい帯たいは──ないか。着てるのはパジャマにＧジャンだけ。夜中に家を飛び出した格好のままだ。

「ああもうっ！」

　身体からだの動きがにぶい。

　今まで自分から動いたことがないから、いざって時にうまく身体が反応してくれない。

〝雑音〟は〝流転メタフ骨牌エシス〟を集めていた。あれが〈角笛を吹く精霊〉の本ほん拠きよ地ち『中有のルー居城ガー』への門を開く鍵かぎだから。十八個の牌はいのうち〈壊かい体たい者〉だけは僕の家にあった。その在処ありかを聞くためにディンタニアは僕とリトを拉致した。今、〈壊体者〉の牌は、真白と黒乃が持って逃にげてるはず。僕が最後に聞いた話では、そうなってる。

　寒気がする。今、この瞬しゆん間かん、外でなにが起きてるんだ？

　真白と黒乃はどこにいる？　リトはどうなった？　〈創造者〉は？　〈角笛を吹く精霊〉は？　右腕を差し出せば見み逃のがしてくれるって約束はまだ有効なのか──？

　僕は部屋を見回した。

　窓に鉄てつ格ごう子しがはまっている。窓ガラスには埃ほこりがこびりついていて、部屋に光はほとんど入って来ない。壁かべには四半世紀前のカレンダーが貼はったまま。壁に半分埋うまったなにかのメーターと、鉄製のパイプ。何度体当たりしても微び動どうだにしなかった、鉄製の分厚いドア。

　薬品の匂においがする。ここは、どこかの廃はい工場かもしれない。

　──元々、僕の日常なんかどこにもなかった。

　──僕はずっと〝端末〟に囲まれてた。

　──なにも知らないで、たまたま事件に巻き込まれず、生き残ってただけだ。

「誰だれか！　ディンタニア＝エシュオン！　僕をここから出せ！」

　ぎし

　もう一度体当たりした瞬間、きしんだ音を立てて鉄製のドアが──開いた？

「さっきまで鍵がかかってたのに──？」

　考えに沈しずんでたから気が付かなかった。誰か来たのか？

　僕はドアの隙すき間まから外を覗のぞいた。埃の積もった廊ろう下か。天てん井じようにはたくさんのパイプが走っていて、そこから点々と水すい滴てきが落ちている。鼻につく酸すっぱい臭においと、錆さび付いた空気。

　誰もいない。

　右側の壁にはドアが、左側の壁にはスチール製のロッカーが並んでる。ロッカーの上には緑色の『非常口』のプレート。矢印が示す廊下の先には錆びたドア。

　見張りは？　ディンタニアたちはどこに行ったんだ？

　横を見ると、隣となりの部屋のドアが開いていた。

　部屋の中には──誰もいない。古ぼけたソファと、その上にある丸まった毛布。幾いくつにも画面が分ぶん割かつされた、巨きよ大だいな液えき晶しようディスプレイがあるだけだった。


　──『The 18th temporary branch office...vanished第十八支部は消滅しました』？



　消滅した──〝雑音〟の支部が？




　だぅん




「銃じゆう声せい!?」

　足が勝手に動いた。廊下の先、光が射さす場所──破は裂れつ音がした方向へ駆かけ出す。

　手て錠じようのせいで走りにくい。手首ごと壁かべに叩たたきつけるけど、それくらいじゃ外れない。逆に手首がすり切れて、血が流れ出ただけだった。

「……まさか、周防さんと黒乃が捕つかまったのか!?　リトは？」

　僕はＧジャンの袖そでを口で咥くわえて引っ張りあげる。

　ずきん

　頭が痛い。胸も──〝傷ペイン〟が取り憑ついた右みぎ腕うでも。

　右腕のアザ。線の細い少女とそれを取り囲む木の枝と根。十二個しか残ってない『木の実』。時間がないのに──せめて真白と黒乃、リトがどうなってるのかだけでも知りたい。

〝傷〟には〝端末〟の能力を消すことと、『果実』を喰くらうことしかできない。物理的な攻こう撃げき力も防ぼう御ぎよ力もなにもない。僕の武器はこれだけ。

　でも真白や黒乃、リトを傷つけるならディンタニアの『果実』を消す。

　それで〝雑音〟を完全に敵に回すことになっても構わない。

「どうして。

　どうしていつも──なにもかも間に合わないんだよ!?　僕は!!」

　僕は外へ飛び出した。




「カケルっ!?」




　ディンタニアの声が響ひびいた。

　夕暮れ時の、赤く染まった空。

　ここはやっぱりどこかの廃工場だった。

　頭上には赤く錆びたパイプが張り巡めぐらされている。

　工場の一角に停とまっているのは──〝雑音〟のトラック。

　あちこちへこんだコンテナの前に、プラチナブロンドの少女が立っている。

　白衣一枚しか身につけていない、〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニアが。

「カケル！　お願い、今だけでいいの、みんなを助けて！」

「──え？」

　僕は足あし下もとの感触に気づいた。地面が、ぬめっていた。黒服の男性が俯うつぶせに倒たおれ、その背中から血があふれ出ていた。割れたサングラスが耳の脇わきに落ちてる。手には──血に染まった拳けん銃じゆう。

「──なんだ──これ」

　男性の背中の上に乗っているのは──赤い大きな複眼を持ち──トンボのような羽根を背負った──子犬サイズの──。

「『妖よう精せい』っ!?　〈創造者〉!?」

『ビンゴじゃよ』

『妖精』が犬歯のはみ出した口を開く。流れてくる声──〈創造者〉の声！

『こんなところにおったか、イレギュラーよ。

　ならば右腕をよこせ右腕をよこせ〝傷〟を儂わしによこせえっ！』

『妖精』が羽根を震ふるわせて飛び上がる。鎌かまのような両りよう腕うでは真っ赤で、ねばついたものがしたたり落ちてる。これは、血？

『汝なんじを殺しはせぬよ。儂は〝流転骨牌〟の回収と〝雑音〟狩がりをしておるだけじゃ。

　だが、お主がいるとなれば別。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は〝傷〟を捨てるつもりじゃ。「中有の居城」より「神の箱庭」に還かえしてしまうつもりなのじゃよ！　そんなばかな話があろうか!?』

「──〝傷〟っ！」

『妖精』が僕の右腕に鎌を振ふり下ろす。

　赤い複眼を持つ『妖精』が笑ったように見えた。子犬サイズの『疑ぎ似じ生命体』の鎌は、僕の手首にはまった手錠に食い込んでいた。ぎし、曲がった刃はが前後する。犬歯をむき出して──歪ゆがんだ笑えみを浮うかべている『疑似生命体』。

「く、喰っていい！　〝傷〟──出ろっ!!」

　右腕のアザ〝傷〟から赤い鱗りん粉ぷんが噴ふき出した。




　どくん




　鱗粉に触ふれた『妖精』が溶とけていく。

　右腕に走る、灼やけた鉄の破は片へんで串くし刺ざしにされたような痛み。

　何故なぜか両目が熱い──痛い。

「──がぁっ!?」

　それと、胃いの腑ふを絞しぼられるみたいな空腹感──飢うえてる？　僕が？

　僕の脇に青い肌はだの少女が現れる。

　──いつもと同じ、もう見慣れてしまった、なにも着ていないむき出しの身体からだ。

　野生動物のような無む垢くな表情。

　真っ赤な、炎ほのおを宿したような髪かみ。

『食ベテイイ？』

　甘えるように〝傷〟が呟つぶやいた瞬しゆん間かん、僕の内臓にしびれるような痛みが走った。

　これは──飢え、だ。〝傷〟の『果実』への飢えが僕の身体に伝わって来てる。

〝傷〟の目はまっすぐ白衣の少女を捉えてる。

　思考を塗ぬりつぶす食欲。『果実』を、食べたくて食べたくて──しょうがなくて──。

「駄だ目め！　逃げてココリっ！」

　耳を貫つらぬいたディンタニアの悲鳴で──僕は正気に返った。

　ディンタニアの視線の先に、メイド服の女性がいた。飛び回る『妖精』に銃じゆうを向けているあの人は──ディンタニアのお付きの人、ココリさんだ。『妖精』の一匹が地上に降りた。ココリさんの膝ひざに向かって鎌になった腕うでを振り下ろす。血が噴き出す──。

　がくん、と、ココリさんの身体が、地面に崩くずれ落ちる。

『妖精』がまた、鎌を──今度はココリさんの──首筋に向かって。

「〝傷〟！　喰っていい！　〈創造者〉の『疑似生命体』を喰らえ!!」

『──キュイイイッ!!』

〝傷〟はまっすぐディンタニアに向かって走り出す。

「ち、違う！　そっちじゃない！　『疑似生命体』を喰らえっ!!」

　僕は右腕を握にぎりしめた。〝傷〟の青い身体が方向を変え、ココリさんへと突進していく。

　引きずられそうになった──僕が〝傷〟に。

〝傷〟の考えてることがいつもよりはっきりと分かる。

〈教師〉〈恋こい人びと〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉〈侵しん略りやく者〉──。

　五つの『果実』を持つディンタニアは、〝傷〟にとって最高のご馳ち走そうなんだ。

『オ腹スイタ！　オ腹スイタオ腹スイタオ腹スイタオ腹スイタ!!』

　叫さけびながら〝傷〟は、ココリさんの喉のどを抉えぐろうとしていた『妖精』を蒸発させる。

　……ちょっと待った──どうして、僕がディンタニアを助けなきゃいけないんだ？

〝雑音〟は僕とリトを拉ら致ちしたのに!?

「ディンタニア！　リトはどこにいる!?　真白と黒乃は!?」

「〈慈じ母ぼ〉は邪じや魔まだから協力者に返したの！　〈生命体〉と『補正プログラム』さんは──」

　ディンタニアは言葉を切った。

　彼女の前には鋼鉄の鎧よろいをまとった『架か空くう兵士』。その周りを八匹ぴきの『妖精』が飛び回ってる。

「ディンタニア──動けないのか？」

　僕の問いにディンタニアは、こくん、と頷うなずく。

　トラックは〝雑音〟の移動手段と簡易支部を兼かねてる。コンテナの中にはディンタニアが眠ねむるためのカプセルが入ってる。予備があるのかどうかは分からないけど、重要なはずだ。

　それを空中に浮かんだ大物が狙ねらっている。

　鈍にび色いろの、蛇へびの身体を持つ『疑似生命体』。

　たぶん、今朝の商店街で、みさおさんの店から飛び去っていた竜りゆうのような影かげの正体だ。

　鱗うろこを備えた長い身体と、昆こん虫ちゆうのような六本足。半はん透とう明めいの皮ひ膜まくを備えた巨きよ大だいな翼つばさ。

　伝説上の竜とは全然違ちがう。この『疑似生命体』は頭が鳥だ。しかも骨だ。穴が空いただけの眼がん窩かに、申し訳程度の羽う毛もう。そして、むき出しの鋭するどい嘴くちばし。それでも影だけ見れば『竜』と変わらない。無理矢理外見を似せただけの、できそこないのクリーチャー。

『架空兵士』は『竜』の腕を摑つかんで、動きを食い止めてる。

「──カケル、聞こえる？」

　不意に、僕の耳元でディンタニアの声がした。

「〝傷〟をカケルから見て左三メートルに移動。パイプの上までジャンプさせて。

　そこに『妖よう精せい』が来るの。迎げい撃げきして！」

　何故か──小さなディンタニアが僕の肩かたに乗っていた。

　コンテナの前に立ってるディンタニアと同じ。でも、身長は僕の腕の肘ひじから指先までと同じくらい。プラチナブロンドを揺ゆらし、紫むらさき色いろの瞳ひとみで僕を見てる。

「──ディンタニア、なんで──!?」

「これも〈恋人〉の能力なの。二週間前に見せてあげたの。恋こいしい人に自分の思いを伝えるための虚きよ像ぞう。これの姿はカケルにしか見えないし、声もカケルにしか聞こえない。

　カケル本人は右斜ななめ前にダッシュ。足あし下もとを『妖精』が狙ってるの！」

「〝傷〟！　走れ！」

　僕と〝傷〟は左右に分かれる──っ、手て錠じようのせいで走りにくい！

　ディンタニアの予告通り、パイプの陰かげに隠かくれていた『妖精』が僕の足を狙って降下してくる。鎌かまが、僕の踵かかとを掠かすめる。〝傷〟は頭上のパイプめがけて跳ぶ。前も見ないで振ふり下ろした腕の先に、まるで引きつけられたように『妖精』が飛び込み、蒸発する。

「カケル！　〝傷〟と合流して！　前後を入れ替かえて。背後を狙われてるの！」

「『妖精』がパイプを落としてくるから、伏ふせて。それを避ければ二体消せるの」

「〝雑音〟の死体の陰に一体隠れてる。一メートルまで近づいたら右に跳んで！」

　宝石をちりばめたような髪と、白衣の裾すそを揺らしながら、小さなディンタニアが叫ぶ。

　目の前に倒たおれている男性。その三歩手前で僕は真横に跳ぶ。

　黒服の背中を断たち割って飛び出してきた──『妖精』が僕の腋えき下かを通過する。

『オ、オ、オ、美味シクナイノオオオッ！』

〝傷〟の牙きばが『妖精』の身体を食いちぎる。

　パイプの陰、薬品タンクの後ろ。ディンタニアからは死角になってる場所から『妖精』が出てくるのまで読んでる。僕は言われた通りに〝傷〟を動かすだけ。

　それだけで〈創造者〉の『疑ぎ似じ生命体』はどんどん〝傷〟に触ふれて蒸発していく。

「分かった？　ディンタニアとカケルは最高のパートナーになれるってこと」

「でも、なんでこんな完かん璧ぺきに──どうして見えてない『妖精』の動きまでわかるんだよ!?」

「〝雑音〟の『共感エン能力者パス』を利用してるの」

　僕の肩に乗った虚像のディンタニアが、祈いのるように両手を合わせる。

「近くにいる〝雑音〟同士は五感をシンクロすることができるの。

　この場所で倒れてるみんな──まだ、息が絶えてない〝雑音〟の視覚や聴ちよう覚かくを、ディンタニアは利用できるの。みんなをレーダーにして、ディンタニアは周囲の空間を把は握あくしてるの。

　だから『妖精』の動きを三次元的に予測することができる」

「予測できるなら──僕なんか──使わなくたって──自分でやれよ！」

「そんな便利にはできてないのよ、カケル。空間把握と戦せん闘とうを同時になんかできない。そんなことしたら、ディンタニアの頭がオーバーヒートしちゃう。

　それよりカケル、見て、この光景を。

　これがこの世界の本当の姿なの」

　僕は顔を上げた。視界が、真っ赤だった。

　廃はい工場を夕日が照らしている。空中を走る錆さびたパイプも、薬品タンクも。地面に散らばった、人の身体からだ──生きてるかどうかも分からない。血がどくどくと流れ出て、僕の足元を赤く染めていく。〝傷〟が喰くらった『妖精』の残ざん骸がいがコンクリートや鉄パイプにこびりつき、真っ白な蒸気をあげている。

「終わった場所なの、この無限舞ぶ台たいは。希望もなにもない。〝精デイヴ霊アイン〟が管理する、終わった世界。ディンタニアはとっくに終わっているものを、ちゃんと終わらせたいだけ。

　──カケル！　最後の一体。長虫クリーチャーの羽根を食べて！」

　虚像のディンタニアは夕日に光る髪かみを撫なでながら、巨大な『疑似生命体』を指さした。

　以前、〝雑音〟の支部でディンタニアが言ってた。僕が〝端末〟の能力を無効化して、ディンタニアが〝端末〟本体を殺す。それが最高の連係プレーだって。

　今がそうだった。僕はなにも考えなくていい。ディンタニアの言葉通りに〝傷〟を操あやつるだけで、面おも白しろいくらい簡単に『疑似生命体』は消えていく。

　だけど、僕の気分はささくれだっていく。

　都合のいい道具にされているようで。

〈角笛を吹ふく精霊〉が〝端末〟を操るのと同じことをされている──みたいで。

「カケルはディンタニアのパートナーになってくれるの？　だから戦ってるのよね？」

「違う！　〈角笛を吹く精霊〉が来る前に『疑似生命体』を消さなきゃいけない！　それだけだっ！　誰だれが〝雑音〟の仲間になんか──」

〈創造者〉本体はここにいない。〝傷〟はディンタニアの『果実』にしか反応していない。

　ここにいるのは〝雑音〟を狩かりに来た『疑似生命体』だけだ。

「あのね、カケル。ディンタニアはこんな光景をずっと見てきたの。真っ赤な、終わった世界。

　狩られた〝雑音〟たちをうち捨てて、博士と一いつ緒しよに生きてきた。〝端末〟が繰くり返すおしまいの光景を見ながら、ラボでずっと検査と実験に付き合わされてきたの。

　ディンタニアの世界は、もうとっくに終わってるのよ？」

「だから世界を終わらせるのか？」

「カケルはどうして終わらせたくないの？」

「……わかるかそんなの」

「元々カケルがいるべき日常なんかどこにもなかった。カケルの妹さんは〈超ちよう越えつ者〉。叔母おばさんは元〈断罪人〉──従妹いとこは〈慈じ母ぼ〉。クラスメイトは〈生命体〉と『補正プログラム』。カケルが今まで知らなかったこと、知っていたこと。

　カケルに〝普通の人間〟として生きる余地なんか、ないの」

　どうしてだろう。

　肩かたにいるディンタニアの声が、段々舌っ足らずなものになっていく。

「……あのね、あのね、カケル、ディンタニアを壊こわしちゃった？」

〝雑音〟のトラックの正面。

『架か空くう兵士』が『竜りゆう』の虫のような足を摑つかんでいる。

『竜』が裂さけた口を開いて、『架空兵士』の頭に食くらいついている。『架空兵士』の兜かぶとに亀き裂れつが走る。顔のない顔。兜の中で顔の代わりの渦うず巻まきが歪ゆがんでいく。

「昨日カケルに怒おこられてから、ずっと、ディンタニアの中で小さな子供が泣いてるの。

　わんわん──って、うるさいの。ディンタニアの知らない小さな子供。

　ねぇ、カケルは──ディンタニアまでバグらせちゃった？」

　がごん、と音を立てて、『架空兵士』の左ひだり腕うでが──折れた。

「〝傷〟！　『疑似生命体』を喰え!!」

『キュイイイイイイイッ！』

〝傷〟が振ふり上げた両りよう腕うでが、『竜』の羽根を叩たたき破る。

『ああ、言い忘れたが』

　鶏とりガラのような頭を持つ『竜』の口が開き、〈創造者〉の声を──吐はき出した。

『〈生命体〉と「補正プログラム」は儂わしと〈心配症しよう〉で預かっておるよ。

　学校、お主らの教室とやらで大人しくしてもらっておる』

「──!?」

　今、なんて言ったんだ、こいつは。

　真白と黒乃は〈創造者〉と〈心配症〉が預かってる──って？　どうして!?

『右みぎ腕うでを差し出さなければ殺す──などと、もはや無ぶ粋すいなことを言いはせぬ。

　全すべて見せてもらうのじゃからの。

〝傷〟がお主の身体にある間、この世界にどんな効果をもたらすのか、すべてを』

「なんで──？　周す防おうさんと黒乃は──〝流転──〟」

「駄だ目めなのカケル！　そのことを言ったら駄目！」

　耳元で聞こえたディンタニアの叫さけびに、僕は奥歯で声をかみ殺す。

〈恋こい人びと〉の能力で編み上げた、小さなディンタニアの言葉は僕にしか聞こえない。

　ディンタニアは〝流転骨牌〟を〈創造者〉たちに渡わたしたくないから──止めた。

　僕が途と中ちゆうで言葉を切ったのは──。

　真白と黒乃が〝流転骨牌〟を持ってるって知ったら、こいつは、二人の身体を調べる。

　触ふれさせたくない。

『疑ぎ似じ生命体』を操る〝端末〟なんか、真白と黒乃に触れさせたくない！

『何故なぜに〈生命体〉と「補正プログラム」を連れ去ったか？

　決まっておろう、お主が逃にげぬようにするためじゃよ。

　故ゆえに殺さぬ。殺してしまえば「疑似生命体」の材料にしかならぬからのぅ』

「だから──気持ち悪いんだよ！　あんたはっ!!」

　思わず手て錠じようを『竜』の身体からだに叩きつける。逆立った鱗うろこが鎖くさりに食い込む。切れた指から血があふれ出す。僕はそれを何度も繰り返す。でも──『竜』はびくともしない。

『よいか、逃げるな』

『架空兵士』が『竜』の嘴くちばしに右腕を突つっ込む。

　喉のど奥から血に似たゲル状のなにかを引きずり出し、地面に叩きつける。

『おぬしらの学校、教室とやらで待っておる。わかるな、イレギュラーよ』

　ほとんど溶とけて頭だけになっても──『竜』は語り続ける。

『逃げるな。よいな、逃げるな。これは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が望んだ儀ぎ式しきなのじゃ。

　お主が逃げたなら儂の研究レポートに新たな一ページが加わることになる。〈生命体〉。きゃつはどれほどの再生能力を持つであろうかの？　〝普通の人間〟とどれほど違ちがう？

　よいな、逃げるなよ？　逃げたら〈生命体〉と「補正プログラム」と〝普通の人間〟との差異について細さい胞ぼうの一いつ片ぺんに至るまで研究し尽つくしたレポートをお主に送りつけてくれる！

　その時、お主が世界のどこにいて、誰だれと暮らしておろうともな!!』

「気持ち悪いって言ってるだろ！　口を開くな〈創造者〉っ!!」

　僕は〝傷〟を右腕に戻もどした。目の痛みと、空腹感が消えていく。

　行かなくちゃ──。

　この場所に『疑似生命体』はもういない。〈創造者〉本体は来てなかった。たぶん──本人の言葉通り、学校で待っている。文化祭準備中の校舎で──真白も黒乃も、そこに。

　真白と黒乃──が──殺される？──ほのかの──時みたいにっ!?

「くそっ！」

「カケル！　行っちゃやだ！」

　走り出そうとした僕の上着の裾すそを、ディンタニアが摑んだ。

『架空兵士』も、〈恋人〉が作った虚きよ像ぞうのディンタニアも消えた。

　僕の上着にしがみついてるのは泣きそうな顔をしてる、本物のディンタニアだ。

「カケルは今、どんな状じよう況きようになってるか知らないの！　町に戻ったら大変なことになるの！」

「どうしてだよっ!?」

「〈心配症〉が来たの」

「……〈心配症〉？」

　聞いたことがある。〝端末〟の第十六位で、能力は、確か。

「『魂たましいに毒を注ぐ者』。言葉で群衆を不安に陥おとしいれる〝端末〟なの。

〈心配症〉の言葉を聞いた者は、精神の視野狭きよう窄さくを起こすの。投げつけられたキーワードに取り憑つかれて、そのことしか考えられなくなるのよ!?」

「僕がそいつに取り憑かれたら射殺すればいいだろ！　昨日ディンタニアたちが、僕とリトに銃じゆうを突きつけたみたいに！」

「違う──違うの！　取り憑かれてるのはカケルの学校の人たち！　〈生命体〉の魅み力りよくが逆手に取られたの。〈生命体〉は異性を引きつけるようにできてるから──彼女を好きな男の子がたくさんいるでしょ？　その人たちに〈心配症しよう〉はキーワードをぶつけたの。

『天巡のようなつまらない奴やつに〈生命体〉を取られて、プライドが傷つかないのか』って」

「……な、なんで？」

「知らない！　〈心配症〉が考えてることなんかディンタニアは知らない。

　でも、〈心配症〉の能力に取り憑かれた人たちはカケルを捜してさまよってるの。町なんか戻ったらよってたかって殺されちゃうのっ!!　魔ま女じよ狩がりみたいに」

　昨日、真白が学校で恋人宣言をした時、廊ろう下かに殺気が渦うず巻まいてた。

　真白は見ているだけで周囲の空間にソフトフォーカスをかけ、そこにいるだけで周りの〝普通の人間〟の視線と感情を支配してしまうほどの──美少女。真白にあこがれてる男子は全校生徒の八割ぐらいはいるはず。百人、二百人じゃない。もっと。

　常識や理性のたがを外すのが〈心配症〉なら、暴動のひとつぐらい簡単に起きる。

〝端末〟にとって〝普通の人間〟は、ただの頭数──道具。でも、だからって。

「僕たちを追い詰つめる道具にみんなを使うのかよっ！　〈角笛を吹く精霊〉！」

「カケルに〝普通の人間〟と戦う力はないでしょう？　ディンタニアも、助けてあげられない。

〈創造者〉が『疑似生命体』を大量投入したせいで、〝雑音〟の支部もたくさん潰つぶされちゃった。でも、いいの。カケルに〝普通の人間〟の友達なんかいなくても構わないの。

　カケルの居場所はディンタニアが作ってあげる。お願いだから──側そばにいて」

「〝端末〟と戦うために？」

「うん──ううん、そうじゃない」

　頷うなずきかけて、ディンタニアは慌あわてて首を振ふる。

「だってカケルは弱いもの。ディンタニアが一いつ緒しよに戦ってあげないと、死んじゃうかもしれないの。そう考えると恐こわいの。カケルに怒ど鳴なられたことを思い出しても恐いの。

　恐くなると──ディンタニアの中で小さな子供が泣き出すの。それが、嫌いやなの」

「小さな子供？」

　こくん、とディンタニアは頷く。

　その時、僕は気づいた。

　ディンタニアは能力を使いすぎると幼児化する。

　昨日、マンションの一室で、白衣をはだけて僕に抱だきついてきたように。だけど、そのことを今目の前にいるディンタニアが知らないとしたら。

　あれはもしかして、ディンタニアのもう一つの人格なのか？

　ずきん　ずきん　ずきん

　目の前でディンタニアが泣いている。でも、僕の右みぎ腕うでがうずいてる──時間がないんだ。

「ごめん、ディンタニア」

　僕はディンタニアの手をふりほどいた。

「僕は、ディンタニアのパートナーにはなれない」

「……カケルは、毒ね」

　ディンタニアは歌うように呟つぶやく。

「絶望しかないこの世界で、ディンタニアはカケルに少しだけ希望を見たの。世界の終わりまでディンタニアと一緒にいてくれるかもしれない、大きなバグを持った人。

　でも──違ちがうのね。カケルはディンタニアを壊こわす、毒だったの」

　鉄製のコンテナに手をついて、ディンタニアは、ゆら、と歩き出す。

「眠ねむらないと……使命を果たさないとなの」

　コンテナの中には〈創造者〉から守り抜ぬいた、ディンタニアが眠るためのカプセルがある。

「眠れば能力を使う回数が、回復──するの。

　でもカケルは、ディンタニアが目覚めたとき、側にはいてくれないのね」

「ごめん」

　僕はディンタニアに背を向けて走り出した。

　町までどれくらい距きよ離りがあるか分からない。

　でも、走っていればそのうちたどり着く。今は、それだけわかってればいい！

「お待ちください……天巡さま」

「ココリさんっ？」

　錆さびた薬品タンクの足場で、メイド服の女性が腕うでを掲かかげる。握にぎっているのは、拳けん銃じゆう。

　昨日コンテナの中でリトに突つきつけたのと同じもの。でも、銃口は地面を向いたままだった。

「できるなら──姫ひめさまと一緒に、いてあげてください──」

「一昨日おととい、アーケードで助けてもらった借りは返しました。

　あなたはディンタニアと一緒に逃にげてください」

　僕はココリさんの拳銃から視線を逸そらした。

　倒たおれている黒服の人たちは、何人が生き残って、何人が死んじゃったんだろう。

「……僕には〝雑音〟のことがわからないんだ、なにも」

　工場の正門まではすぐだった。鉄製の門が、鎖くさりで封ふう鎖さされてる。手て錠じようのかかった両手で柵さくを摑つかんで、なんとか乗り越こえる。

　最後まで、ココリさんの銃声は聞こえなかった。




　そして廃はい工場を抜け出し、大通りにさしかかると。

「おにーさんっ！」

　パジャマ姿のリトが、路ろ肩かたに停とまった個人タクシーの助手席で手を振っていた。




　　　　２




「きりきり走ってください。でないとこの拳銃が火を噴ふきます！」

「……ひぃいいいいい」

「どこから持ってきたんだよそんなの！」

　助手席のリトは、タクシーの運転手のこめかみに、大たい砲ほうみたいな自動拳銃を突きつけていた。

　後部座席にはクッキーの箱とスポーツドリンク、それとボストンバッグが転がってた。

　リトが「とにかく食べてください」と言ったから、クッキーを一口齧って──残りはあっと言うまに胃の中に消えた。朝からなにも食べてないのを、身体からだがやっと思い出した。

「着き替がえはバッグの中に入ってます。着替えたら、運転手さんを脅きよう迫はくするの、交代してください。それから、手、出してください」

　リトの手の中に、小さな鍵かぎがあった。

　僕が手を差し出すと、リトは手錠に鍵を差し込み、かちゃ、と回した。輪が開いて、手錠が座席の下に落ちた。ずっともがいていたから、手首には皮ひ膚ふが切れた跡あとがいくつも走ってる。手錠が外れたせいで押さえつけていたものがなくなり、だらだらと──血が流れ出す。

「まったく、おにーさんからは目が離はなせません。わたしが来なかったら、町に着く前に出血多量で死んじゃってましたよ……ほんとに、むちゃするんですから」

「その大砲みたいな拳銃はどうやって手に入れたんだよ？」

「おかーさんが貸してくれました。おにーさんを助けるためのお守りです」

　楓さん。あんたは小学生になに渡わたしてるんだ？

「それより──リト！　『ティーチング』の効果は!?」

「わたしに永久に『ティーチング』かけて操あやつるほどの価値なんかないです。聞きたいことだけ聞き出したら、おわりです」

　リトは、しゅる、と僕の腕に包帯を巻き付け、僕がなにか言う前にまた、前を向いた。

　帽ぼう子しを被かぶった運転手のこめかみに、再び拳銃を突きつける。

「誰だれがアクセル緩ゆるめていいって言いました？　物覚えが悪い頭は吹ふっ飛ばしちゃいますよ？」

「ひぃぃ」

　ルームミラーに引きつった顔の運転手が映ってる。目ま深ぶかに被った帽子と、分厚い眼鏡めがねをかけてる。リトが、かちゃ、と拳銃を鳴らすたびに、この世の終わりみたいな悲鳴をあげてる。

　すごく……わざとらしい。

「運転手のふりはもういいよ。楓さん」

「あらそう？」

　やっぱりだ。運転手は僕の言葉にあっさりと頷うなずき、幅はばの広い帽子を脱ぬぎ捨てた。

　どうやって隠かくしていたのか、庇ひさしの大きな帽子の下から、サイドポニーテールの髪かみが現れる。

　楓さんはアクセルを踏ふみ込みながら僕を見て、いつものノンフレームの眼鏡を掛かけ直した。

「ドアの鍵を外してくれたのは楓さんだよね？　手錠の鍵を手に入れたのも」

　他ほかにそんなことができそうな人の、心あたりなんかない。

「ごめんね、翔。質問はこちらから。そっちからの質問は認めない。

　それなら〝雑音〟との契けい約やく違い反はんにはならないからね。なにか訊きいたら車から蹴けり落とすよ」

　ルームミラー越ごしの刺さすような視線。

「翔が望めば、このまま外国へ逃がしてあげられる。リトから離れれば〈角笛を吹く精せい霊れい〉の『端末検知』にも引っかからない。翔にはそういう選せん択たくもある」

　楓さんがそう呟つぶやくと同時に、助手席でリトの小さな肩かたがびく、と震ふるえた。

「でも、翔はそれを望まないのね？」

「……望まない」

「どうして？」

　話してると分かる。楓さんの、相手に逃げ場を許さない話術。

　それはたぶん、楓さんが目的を一直線に果たす〝端末〟だった時の名残なごりだ。

「知らなかった時間には戻もどれないからだよ、楓さん。

　この世界が神様の夢だってことも、〝端末〟と〝普通の人間〟の関係も僕はもう知ってる。

　これからなにがあっても、僕はそこに〝端末〟が絡からんでるって疑ってしまう」

　ほのかの死に〈英えい雄ゆう〉と〈角笛を吹く精霊〉が関かかわっていたように。

「それに、ある人に約束したんだ。僕がこの世界のシステムを壊こわすって。

　そのための武器を、僕はもう持ってる。それを抱かかえて逃にげるのは──もう、嫌いやだ」

「了りよう解かい。じゃあ楓さんの状じよう況きようを説明するね」

　僕は頷き、ボストンバッグから服を取り出す。中身は僕がいつも着ている制服だった。リト用のトレーナーと、デニムのオーバーオールも入ってる。

「楓さんの目的はバグった〈英雄〉を止めること。それはリトの本当のお母さんとの約束だから、なによりも優先する。リトや翔の安全よりも。楓さんが〈心配症しよう〉に汚お染せんされたら、その約束を果たせなくなる。だから、楓さんは翔とリトを町まで送ることしかできない」

「……リトの、本当の、お母さん……？」

「気づいてるかもしれないけど、リトは楓さんの本当の子供じゃないの。

　リトは〈英雄〉の奥さんの忘れ形見。でも、リトが翔の家族だってのは変わらないよね？」

　楓さんの問いに、僕は間かん髪はつ入れずに頷きかえす。

　薄うす々うすだけど、気づいてた。

『ティーチング』をかけられた時、リトが言ってた。〈英雄〉は九年前に奥さんを亡なくして以来、ずっとさまよっているって。九年前に死んだその人がリトの本当のお母さんなんだ。

「……あの、おにーさん。服、ください」

　助手席からリトが手を伸ばしてた。僕がオーバーオールを渡すと、身体を縮めてパジャマを脱ぎ捨て、綺き麗れいに折おり畳たたんでから、僕に向かって差し出す。

　俯うつむいたまま、僕と視線を合わせようとしない。

「〈英雄〉は国や町の混乱──混こん沌とんを治めるという『衝しよう動どう』を持っている。楓さんが〝雑音〟と付き合ってるのは、あいつらのいる場所には混沌がつきまとうから。でも、リトに『ティーチング』をかけたのはルール違い反はん。これでも怒おこってるんだよ？」

「怒ってるようには見えないけど」

「楓さんが怒ってるように見えたら、半径一キロ以内には近づかない方がいいわよ？

　話を戻すね。〝雑音〟が必要としてるのは〝端末〟の能力についての詳しよう細さいな情報。戦せん闘とう方法なんかも、楓さんは全部知ってる。でも〈英雄〉を止める前にこの世界が終わったら困るんだ。

　だから、気づかれないように妨ぼう害がいもする。こんなふうに。

〝流転骨牌〟を翔が持ってて良かったと思うよ。

　あの二人に〈壊かい体たい者〉の牌はいを押しつけることができたんだから。あれが〝端末〟の側に渡わたれば、『中有の居城』への門を開くことができなくなるものね」

　ちょっと待った。

　今、楓さんは何て言った？　あの二人──って、まさか。

「周防さんと黒乃に〈壊体者〉の〝流転骨牌〟を押しつけた？　楓さんが!?　噓だろ!?

　だって〝雑音〟は二人があれを奪うばって逃げたって──」

「楓さんがそう仕向けたの。なにも分かってない奴やつがいたから利用しただけ。

　笑っちゃうよね。あの子たち、〝流転骨牌〟を壊すって言ったんだよ。できるものならさっさと〈角笛を吹く精霊〉が壊してるのにねぇ」

「おかーさんっ!!」

　がち、とリトが楓さんの耳に──信じられないけど、拳けん銃じゆうを突つきつけた。

「もう『果実』なんか持ってないくせに、おかーさんはまだ〝端末〟のままなんですか？」

「〝流転骨牌〟が発動すれば空に『神の箱庭』が現れる。あれは危険。全すべての生き物はあそこから生まれている。〝端末〟は『果実』によってそれを知っている。

　でも〝普通の人間〟はそうじゃない。普ふ段だんは日常という揺ゆらがないものがあるから、無意識の中に宿した原初の記き憶おくに気づかずにいられるけど、あれを見たら、自分が世界の主人公じゃないってことに気づいちゃうんじゃないかな……どうなっちゃうんだろうね」

　リトのセリフが聞こえなかったように、楓さんは独り言を呟く。

「いい、翔？　〈心配症〉の能力についてはリトに教えておいた。リトが翔を助けたいって言うから、楓さんも翔を助けてあげる。表だっては動いてあげられないけど。

　だから、間ま違ちがったらだめだよ、翔。悪いのは全部楓さんたちだ。リトは悪くない」

　淡たん々たんとした口調で楓さんは喋しやべっているけど、でも。

　ルームミラーに映っているのは──いつもの、母親の顔をした楓さんだった。

「二人がぎこちないのが見てて分かる。

　いい？　リトは悪くない。〈英雄〉がリトのお父さんなのも、五年前、リトが〈英雄〉を誘さそい出す餌えさになったのも、リトのせいじゃない。楓さんのことは憎にくんでもいい。

　だけど、リトを嫌きらったり傷つけたりしたら──ぶっ殺すからね？」




　タクシーは駅から少し離はなれた場所に停とまった。

　僕は制服のポケットの中身を確かく認にんする。財さい布ふは持ってる。携けい帯たいも。

　リュックサックを背負ったリトが、先にタクシーを降りてた。俯いたまま、やっぱり僕とは目を合わせようとしない。拳銃はもう持ってなかった。

　ここは学校から歩いて十分ぐらいのところ。駅の裏側、線路の側そばにある飲み屋街のあたり。来たことはないけど、駅が見えるから大体の方角は分かる。線路を渡って小道を抜ぬければ、駅前の大通りだ。

　人目に付かないように、僕とリトは車を降りて、小道に滑すべり込んだ。

「……行きましょう。おにーさん」

　リトは、おずおずと手を伸のばしてくる。

　──リトは、悪くない。

　──リトは僕の妹分だ。お父さんが〈英雄〉でも、なにも変わらない。

　はずなのに──なんでこんなにぎこちないんだろう。

「あ、そうそう、ひとつ言い忘れてた」

　いきなり、運転席の窓を開けて、楓さんが顔を出した。

「二週間前からリトと翔、実は許いい嫁なずけだから」

「……………………………………………………………………………………は？」

　言葉の意味がすぐには分からなかった。

『許嫁』＝『互いの親が決めた婚こん約やく者。結婚相手』──って、え？　えええええっ!?

「ぼ、僕とリトが？　な、ななな、この状況でなに言ってるんですか楓さん!?」

「なななななな、なんですかそれっ？　おかーさん！　そんなの聞いてません！」

「うん、今初めて言ったから」

　きょとん、とした顔で頷うなずく楓さん。なんで「当然でしょ」って顔してるんだ？

「だって、リトの将来を任せられるのなんて、翔以外にいないじゃない。リトが翔にだけ慈じ愛あいを注ぐ〈慈じ母ぼ〉である以上。国際電話で確認したけど、翔のご両親も賛成してくれたよ？」

「百パーセント冗じよう談だんだと思ってるからだよそれはっ！」

「反ほ故ごにしたらウィルス付きメール爆ばく弾だん送りつけるって言っといたから大だい丈じよう夫ぶ。

　それに、こうしておけば翔がリトの『果実』を消して、リトの記憶がなくなっても二人の関係性は消えないでしょ？　話はそれだけ。そんじゃ」

　言いたいことを全部言い尽つくして、楓さんのタクシーは走り去った。

　爆弾を置いて行かれたような気分だった。

　許嫁って──リトはまだ小学五年生なんだけど。

　これから真白と黒乃を助けて、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の提案への答えを告げなきゃいけないのに。荷物を増やしてどうするんですか、楓さん。

「気にしないでください、おにーさん」

　リトが──〝雑音〟の施し設せつを出てから初めて、僕の目を見た。

　あ、さっきまでのぎこちなさが吹っ飛んでる。これが狙ねらいか楓さん。

「『果実』をなくしても、おかーさんの心は〝端末〟のままなんです。損か得か、目的を果たすにはどういう手段がいいか、そういうロジックでしか動けないひとなんです」

「……無む茶ちやばっかりだもんな」

「だから、気にしないでください。それより〈心配症しよう〉です。おにーさんと真白さんのラブラブ状態に嫉しつ妬とした学生さんたちが暴れてるって話は知ってますか？」

　リトの問いに、僕は頷いた。

「だったら話は早いです。〈心配症〉の能力『心配性しよう』は伝でん染せんするんです。真白さんにあこがれてる生徒さんが『心配性』に感染してる生徒さんからキーワードを聞けば、その人にも『心配性』は伝染します。ねずみ算式に増えていくんです」

　一人が二人、二人が四人──八人──やがて、真白を好きな男子のほとんどに。

「〈心配症〉の能力から抜け出すには、〈心配症〉本体を消すか、本体が能力を解除するか、キーワードを無効化するしかないんです。

　例えば今、感染してる人たちが真白さんに恋こいをしなくなるか、真白さん本人がいなくなれば、『心配性』の効果は消えます」

「周防さんを消すのは無理だし、みんなが恋をしなくなるのは──」

　光を浴びて金色に輝かがやく、柔やわらかな髪かみ。

　薄うすい大きな瞳ひとみと、無む邪じや気きな笑え顔がお。〝普通の人間〟の視線を捕とらえて放さない、美の結けつ晶しよう。

　見ているだけで周囲の空間にソフトフォーカスをかける〈生命体〉の〝端末〟周防真白。

「……無理だと思う」

「だったら〈心配症〉本体を倒たおすしかありません。

　あと、おにーさん本人が〈心配症〉の能力に感染したらアウトですから。出会ったら問答無用で倒しちゃうか、言葉を聞かないようにしてください。

　質問はありますか？」

「拳けん銃じゆうをこっちに渡わたして」

「おかーさんに返しました」

「いや、さっきリュックに隠したの見えたし」

「大丈夫です。ただのお守りですから誰だれかを撃うち殺したりしません。約束します、おにーさん。

　こっちからも質問です。おにーさんは、どうしてわたしを嫌きらいにならないんですか？」

　小道のくすんだ壁かべに背中を押しつけて、リトは不思議そうな顔で僕を見上げていた。

「顔も見たくないとか、僕を利用してたんだろ、とか。寄るな触さわるな近寄るなこのこのっ！　って石をぶつけられることくらい覚かく悟ごしてたのに。

　それとも、わたしの話をちゃんと聞いてなかったんですか？」

「聞いてたよ、ちゃんと」

『ティーチング』にかかったリトが話した言葉は、一言残らず覚えてる。

　僕の妹、ほのかは〈超ちよう越えつ者〉の〝端末〟で、

　ほのかが死ぬ原因になったのが〈角笛を吹く精霊〉の作戦ミス。

　そしてほのかはバグった〈英雄〉──リトのお父さんに殺された。

「……だけど、そんなのリトのせいじゃない」

「わたしのおとーさんはほのかちゃんの仇かたきなんですよ？」

「何度も繰くり返さなくてもいいってば！」

「おにーさんがわからずやだから繰り返してるんでしょうっ!?」

「わかってるって言ってるだろ！」

「だったら今すぐわたしを〝傷〟の餌えさにするくらいのことしたらどうなんですかっ!?」

「できるかばかっ!!」

「うわ、ば、ばかって言いましたねおにーさんっ！」

　ばん、と、リトが僕の胸を叩たたく。

「ばかって言う方がばかなんですよっ!?　おにーさんなんか生活能力欠損者のだめにんげんじゃないですか！　おにーさんがもっとしっかりしてたら、わたしがバグることなんかなかったんです！　わたしがバグったのは……ほのかちゃんの……」

　リトは十八体の〝端末〟の一人、〈慈じ母ぼ〉。

〈慈母〉は全すべての人間にひとしく慈じ愛あいを注ぐのが役目。だけど、リトはバグを起こしてしまい、全人類に向けるための慈じ悲ひと愛情を僕一人に向けるようになってしまった。

　でも、リトはほのかの死の真相を知っていた。お父さんがほのかの仇だってことも。

　なのに、僕から離はなれられないんだったら。

　一番辛つらいのは──リトじゃないか。

「……ほのかちゃん……〈超越者〉には、他の〝端末〟とは違ちがう役割がありました」

「別の？　〝普通の人間〟を支配するのとは違う能力？」

　リトは涙なみだ目めで、こくん、と頷うなずく。

「〈超越者〉の役割はヒエラルキーの逆転です。

〝端末〟はこの世界の主人公ですけど、主人公が永久に勝ち続ける舞ぶ台たいはつまらないんです。〈英雄〉〈侵しん略りやく者〉〈壊かい体たい者〉──彼らのように直接〝普通の人間〟を殺したり支配したりする〝端末〟は人を踏ふみつぶす大だい怪かい獣じゆうみたいなもの。いつかは、倒されなきゃいけない」

「……でも、〝端末〟は〝端末〟を殺せないんだろ？」

「そうです。だから、〝普通の人間〟に殺させるんです。

〈超越者〉が自分以外の〝端末〟の能力を全て無効化できるのはそういうわけなんです」

　リトは、ぎゅ、と僕のシャツを握にぎりしめる。

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は〈超越者〉を使って、不要になった〝端末〟を〝普通の人間〟に殺させるんです。物語が単調にならないように。そして大怪獣を打だ倒とうした〝普通の人間〟は、別の〝端末〟に殺される。そうして物語はくるくる回転していくんです。

　それがおにーさんの妹──天巡ほのかちゃんの使命でした。

　歴史上の〈英雄〉、ユリウス・カエサルや他の人たちが〝普通の人間〟に殺された陰かげには、必ず〈超越者〉がいたんです。その後〝普通の人間〟は〈政治家〉や〈調停者〉みたいな穏おだやかな〝端末〟に打倒されて、そうして権力が移っていくんですよ。

　えっと、織お田だ信のぶ長ながが〈英雄〉で、明あけ智ち光みつ秀ひでが〝普通の人間〟、そして豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが〈調停者〉──でしたっけ。おかーさんがそんなこと教えてくれました」

〈超越者〉は〝端末〟を〝普通の人間〟に殺させるための〝端末〟。

　それが、天巡ほのかの役目。




『この世界はとっても残ざん酷こくなシステムで動いてるの。だから──ごめんなさい』




　壊こわしに行きたい。この世界のシステムを。

　ほのかを殺して、真白と黒乃、リトを苦しめてるものを。

「僕は周防さんたちを助けに行く。リトはどうする？」

「ついていきます」

　聞くだけ酸素の無む駄だだった。

「脳のう味噌みそピンクでぼけぼけの真白さんでも、おかーさんが使い捨てにしちゃったら寝ね覚ざめが悪いです。それに、まだわたしは、おにーさんの文化祭に乱入するのを諦あきらめたわけじゃないです。

　真白さんにわたしのケーキを大量摂せつ取しゆさせて、あの無駄に大きなおっぱいとウエストのサイズを同じにしてあげるんですっ！」

　リトが空に向かって拳こぶしを振ふり上げた、瞬しゆん間かん。

　ざわ、と僕の背中に鳥とり肌はだが立った。

「リト──静かにして」

　狭せまい小道の中、リトの身体からだを雑居ビルの壁かべに押しつける。

「おにーさ──？」

「黙だまって」

　羽音が聞こえる。

　顔を上げると、ビルに切り取られた空を、たくさんの『妖よう精せい』と、数体の『竜りゆう』が飛んでいくのが見えた。日が落ち、夜に変わり始めた空を埋うめるように──学校の方へ向かっていく。

　ディンタニアは『疑ぎ似じ生命体』が〝雑音〟を狩かりに来たって言ってた。

　あれは──狩り終わって帰き還かんする奴やつらか。

『疑似生命体』の羽音は一いつ斉せいに空に響ひびき渡わたり、そしてあっという間に聞こえなくなった。

「行こう、リト」

「はい、おにーさん！」

　僕たちは走り出す。

『疑似生命体』の羽音が消えた後、聞こえるのはビルの壁に据すえ付けられたエアコンの室外機のファンの音と、電柱の変圧器がならす、ぱち、という音だけ。

　人の話し声も、車の音も──聞こえない。

　静かすぎる町。

〝端末〟が日常を粉々に砕くだいてしまった町を、僕たちは走っていく。
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　一面の砂さ漠ばく。

　揺ゆらめく陽炎かげろうの中、甲かつ冑ちゆうを纏まとった小さな姿が浮うかび上がる。

　鉄製の甲冑など、ものの数分で灼やけた鉄板と化してしまう、日中の砂漠。

　彼──あるいは彼女が纏っているのは、数キロ先からも視し認にんできそうな、深しん紅くの甲冑。

　頭頂部から両手の指先、両足の爪つま先さきまでを覆おおうフルプレート。露ろ出しゆつしている部分はどこにもない。兜かぶとの一番高いところで、馬の尻尾しつぽのような長い一ひと房ふさが風に揺れている。肩かたから足あし下もとまで伸のびる、純白のマント。

　両目、鼻、口の部分さえも、滑なめらかな面甲に覆われている。

　彼──あるいは彼女がどこを見ているのか。

　呼吸をしているのか、どうかさえ分からない。

「──愚ぐ劣れつ」

　赤い甲冑の中から、舌たらずな声が響く。

「訓練にもならない。だけど予備部隊接近中。

　戦車、三。歩兵、五百。航空機、一」

「そろそろ調整は終わりかな？」

　不意に、甲冑の横で空間が揺らいだ。

　赤い甲冑の主は反射的に『揺らぎ』に向けて腕うでを振る。

「まだ、敵と味方の区別がつかないのか？」

「その声……〈角笛を吹く精霊〉？」

「よくできました」

　甲冑の主の手刀が割った揺らぎは消え、別の場所に、ハンチングを被かぶった男性が現れる。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は自分の背せ丈たけの半分もない甲冑の頭に掌てのひらを乗せた。

「調整を初めて二週間になるが──今日のカリキュラムを終えるまでに何時間かかった？」

「十七分」

「それはたいしたものだね」

「歯ごたえない。もっと強いのと戦いたい」

「焦あせることはない。君はまだ幼い。罰ばつを与あたえるべきものたちは、飽あきるほどこれから現れる」

　自分を見上げる小こ柄がらな甲冑に、〈角笛を吹く精霊〉は穏おだやかな視線を向ける。
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「この砂漠地帯の内戦も意外と早く終わりそうだったのでね、強い方の戦力を、君に削そいでおいて欲しかったんだよ。戦争は長く。その方が〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が楽しめるからね。

　本来なら、こういうことは〈調停者〉の役割なのだが」

「〝雑音〟が悪いことしたんでしょ？」

「よく覚えているね。さすがだ」

「〝雑音〟、強い？」

「弱いさ。彼らはただの害虫だ」

「イレギュラー、強い？」

「やっかいだが、君よりは強くない。彼の本質はただの〝普通の人間〟だ。君を敵に回して戦うほど豪ごう胆たんではない。もっとも、戦う必要がないことを願うがね」

〈角笛を吹く精霊〉は甲冑に覆われた誰だれかの──小柄な姿には無骨すぎる籠手を、うやうやしく掲かかげる。錐きりのように尖とがった十本の指。そこにはどんな武器も握にぎられていない。

〈角笛を吹く精霊〉と『甲冑』を着た誰かは、周囲を見回した。

　一面の砂漠。

　陽炎が立ち上り、風が砂を巻き上げていく茫ぼう漠ばくの地。

　そこに、兵士の死体が転がっていた。

　ヘルメットを砕かれ、上半身が原形をとどめていないもの。

　巨きよ大だいな獣けものの爪つめに切り裂さかれたかのように、四し肢しを三等分されたもの。

　頭ず蓋がい骨こつにいくつも穴を開けられ、流れ出た血が、砂を赤く染めているもの。

　かつて〝普通の人間〟と呼ばれたものたちの残ざん骸がい、数百人分。

　彼らの周りには、かつて兵器と呼ばれたものたちの残骸が転がっている。

　砲ほう塔とうがへし折れ、前面の装そう甲こう板がひしゃげた戦車。潰つぶれて、平面になってしまった装甲車、オフロード車。子供が千ち歳とせ飴あめを溶とかして伸ばして絡からめたように──無む理り矢や理り一本になるように結ばれた迫はく撃げき砲ほうの砲身。穴だらけになって墜つい落らくしたジェット戦せん闘とう機。

　有機物と無機物が入り交じった骸むくろたちが、『赤い甲冑』と〈角笛を吹く精霊〉を中心に、ドーナツ状に散らばっている。

　無表情の『赤い甲かつ冑ちゆう』。

　彼──あるいは彼女が、一人でこれを成し遂とげたと言っても、誰も信じないだろう。

〝端末〟〝精霊〟〝夢を見続ける神〟。

　この世界の根底にある『法則』に記された言葉を知らぬ者たちは。

「今度は別の訓練をしようか？」

「どんな？」

「私が君にインプットした戦闘パターンだけではつまらないだろう？

　自分で考えた戦闘パターンを使って、次の敵を倒たおしてみなさい」

「……難しい」

「多少、時間はかかってもいいよ？　やれるね？」

〈角笛を吹く精霊〉の問いに、『赤い甲冑』は無言で頷うなずいてみせた。

　兵士と兵器の死し骸がいの向こうに、砂さ塵じんが上がる。

　西の空から黒い飛行物体が近づいてくる。

　それを見た『赤い甲冑』は〈角笛を吹く精霊〉に一礼し、マントをなびかせて走り出す。

　彼──あるいは彼女は宙に向かって手を伸ばす──黒い、巨大な球体に繫つながった鎖くさりを摑つかみ取る。続いて彼女を中心にして生まれる暴風。局地的に発生する砂すな嵐あらし。

　それに紛まぎれ、赤い小さな姿は〈角笛を吹く精霊〉の視界から消える。

「面めん倒どうなことだ。全すべて先代が──〝端末〟の『果実』を喰くらい、役目を放ほう棄きした責任。

　別の教育を施ほどこしていたとはいえ、彼女が戦えるようになるまで二週間もかかるとは」

〈角笛を吹く精霊〉はポケットから、半分溶けたチョコレートを取り出し、忌いま々いましげに齧る。

「私は、間ま違ちがっていない。何故なぜ迷う？　〈創造者〉〈心配症しよう〉に舞ぶ台たいを整えさせ、あとは〝普通の人間〟に任せる。彼らが上手うまくことを運べるような仕し掛かけも準備した。死か、私に管理されての生か、イレギュラーにはその選せん択たく肢ししか残っていないはず」

　──どうか賢かしこい道を選び給たまえ、イレギュラーよ。

　──さすれば私の欠落を埋うめることが叶かなうだろう。

　──〝夢を見続ける神〟よ、今一度、私に──笑えみを。

〈角笛を吹く精霊〉は左ひだり腕うでの時計を見る。

　この土地の時間と、極東の島国の時間。

　二つの時間が記された時計に首をかしげ、また、チョコレートを口にする。

「まだ時はある。〈創造者〉も〈心配症〉も、汝なんじの支し度たくが調ととのうまでの露つゆ払はらい。

　終わらせに行こうか、七つの罪を祓はらいし懲ちよう罰ばつ者──〈断罪人〉よ」




　　　　４




　ぺた

　──いたい。

　──腕うで、脚あし──痛い。もう、動けない。

　ぺた　ぺた

　微かすかな足音が、黒乃の耳に届く。

　──誰か、来た。

　糸が切れたマリオネットのように、黒乃は教室の床ゆかに横たわっている。

　首を動かして、扉とびらの向こうを見たいのに、動けない。

〈心配症〉の能力に感かん染せんしてから、黒乃の身体からだは言うことを聞いてくれない。

　──だって、私、役立たずなんだもん。

　──真白と天巡をまだ『繁はん殖しよく』させてない。デートだってまだ数えるくらい。キスだってまだ。私がもっとしっかりしてれば、こんなこと──ないのに。

　黒乃の瞳ひとみは、教室の床に座り込む真白を捉とらえている。

　ここは奇き妙みように飾かざり付けられた教室。

　文化祭の出し物は、喫きつ茶さ店てんのはずだったのに。

　壁かべ際ぎわに積み上げられた机には、どこからか借りてきた白い布が張られている。机の上には花か瓶びん。コスモス、ススキ、彼岸花──雑多な花たちが花瓶の口からあふれそうなほど詰つめ込まれている。中央には校長室から持って来た革かわ張ばりの椅い子す。教きよう壇だんの上──一段高い場所にあり、周囲を花で飾られている。玉座の背後を飾るのは、金色の塗と料りようが塗ぬられたベニヤ板。

　まるで、女王か姫ひめ君ぎみが座るために、子供が作ったグロテスクな玉座のように。

　──ばかみたい。

　──だから男子ってばかなのよ。真白はお姫ひめ様なんかじゃない。ただの、女の子なのに。

　床を染めているのは赤いカーペットではなく、缶かんからこぼれたペンキの川。ここに連れてこられた時、〈心配症〉の幻げん想そうに憑つかれた真白が暴れて、壁際に置いてあったものを倒したからそうなった。今は赤、緑、ピンクの塗料が、床に蛇へびのような文様を描えがいている。

　ぎし

　教室の扉が動く。また、誰だれかが入って来る。

　──嫌いや。

　──もう動きたくない。なんで私が〝普通の人間〟と戦わなきゃいけないの？

　薄うす暗ぐらい教室。

「……周防さん。天巡はもうすぐ、死ぬよ？」

　廊ろう下かに立つ男子生徒の姿を見た瞬しゆん間かん、黒乃の頭の中は真っ白になった。

　敵。

　真白を傷つけるもの。真白に『心配性しよう』を植え付けてここに拉ら致ちした〝端末〟の手下。

　敵。敵──敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵！

「がああああああああっ!!」

　倒れていた黒乃の身体が跳はね上がる。震ふるえる左手が鞘さやのままのハートブレイカーを摑む。翔の右みぎ腕うでにある〝傷〟と同じかたちのレリーフ──線の細い少女と、絡からみつく樹きの枝と根──それが、真っ赤な血に染まっている。

「〈生命体〉に──近づくな」

　真っ白になった頭の中。

　なにも考えることはできない。ただ、感じるだけ。見ているだけ。

　間に厚いガラスを挟はさんだように、黒乃の手の届かない場所にある、黒乃自身の身体。

「警告。一歩でもこの部屋に足を踏ふみ入れたら──排はい除じよする」

「おれは、ただ、すおうさんに」

　男子生徒の内うち履ばきが、廊下と教室の境界線を越こえる。

「排除」

　がこん

　白銀の魔ま剣けん、ハートブレイカーの鞘が、男子生徒のこめかみにめり込んだ。

　黒乃の腕が軋きしみをあげる。筋肉が、千切れそうなほど痛み出す。腕の骨にはもう、いくつかの亀き裂れつが入っている。いつの間にかできていた傷口から血が溢あふれ出し、黒乃の腕を伝い落ちる。

「排除」

　額から血を流しながら、這はってでも教室に入ろうとする生徒の背中に、黒乃は容よう赦しやなくハートブレイカーを振ふり下ろす。ぐぎり、と、骨の砕くだける嫌な音が響ひびき渡わたる。生徒は手を伸のばし、黒乃の脚あしを摑つかもうとする。その手の甲こうにも、ハートブレイカーの切っ先が食い込む。

「排除、排除、排除おおおおおおっ！」

　黒乃は空いた手で生徒の腕うでを摑み、意識を無くした身体を摑み上げる。自分より四割以上、体重がある男子生徒。身体を引き上げた瞬間、黒乃の腕と脇わき腹ばらを激痛が通過する。「靭じん帯たいが裂さけた」──漂ひよう白はくされた黒乃の意識を、短い言葉が掠かすめる。その意味を理解するより早く、黒乃の腕は力いっぱい、男子生徒の身体を放ほうり投げていた。

「──排除終しゆう了りよう」

　壁かべに当たり、そのまま床に倒たおれた男子生徒の行く末も見ずに、黒乃は後ろ手に扉を閉めた。

　がくん、と、そのまま頭から床に倒れ込む。

　痛みなんかもう感じない。全身、痛くないところがない。

　──あまめぐり、なにしてるの。早く、来て。

　身体だけが自動的に、真白のところへ這いずっていく。

　──でないと、私、こわれる。真白だって、もう──。

　黒乃の中で渦うず巻まく、途と切ぎれとぎれの記き憶おく。

〈心配症しよう〉の声に脳のう髄ずいを刺さされ、スクーターから転がり落ちた。それから真白の悲鳴を聞いたことと、空から降りてきた細長い『疑ぎ似じ生命体』に捕つかまったことは覚えている。視界に入るのは割れたガラス窓。二人とも、あそこから教室に投げ込まれた。

　教室には、真白を姫君に見立てた王宮のような飾り付けがあって、

　遅おくれて学校に戻もどって来た男子生徒たちは、うずくまる真白をまるで『触ふれてはいけない』神聖なるもののように崇あがめようとして──。

　一人残らず、黒乃に、ハートブレイカーで教室から叩たたき出された。

　黒乃自身の意思とは関係なく、身体からだだけが真白を守るために勝手に動いている。二週間しかつきあいのないクラスメイトに愛着はない。けれど、ハートブレイカーで、骨が折れるまで殴なぐり倒したくなるほど憎にくんでもいない。

　──もう、誰だれも来ないで──私、〝普通の人間〟を傷つけたくなんかない──。

　また、黒乃の意識は現実から遠ざかっていく。

　脳髄──『補正プログラム』の黒乃にあるかどうか分からない器官。そこに針のように食い込んだ〈心配症〉の能力。意識が浮うかび上がるたびに、頭が割れるような痛みが走る。まるで誰かが黒乃を押さえつけ、無む理り矢や理り溺でき死しさせようとしているかのように。

『いい加減、鬱うつ陶とうしいよね』

　──誰っ？

『そっちが狂バー暴サー化クしてるの分かってて近づくわけないだろ。ばぁか』

　神経に障さわる甲かん高だかい声が、教室のスピーカーから流れ出す。

〈心配症〉──『魂たましいに毒を注ぐ者』の声が。

『ムカつくんだよね。なんで抵てい抗こうしてるわけ？　大人しく寝ねてろよ。

「補正プログラム」はどっちにしろ壊こわれるんだからさ』

　──いやだ。

　黒乃の頭がふらふらと揺ゆれ始める。

　そのまま黒乃は、真白の上に倒れ込む。自分の上位者。守らなければいけないもの。柔やわらかい──温かい身体に触れていると不安が薄うすれていく。なにも考えなくていい。道具でいい。

　──壊れたくない──なんて言っても、無理よね。

　──私は、ただの道具。真白のオプションなんだから。

　──ね、そうだよね。真白──天巡。




『こっちが気にするんだよ！　いい加減人前で脱ぬぐのやめろっ！』

『黒乃一人だけ残して逃にげられるわけないだろ!?』




　翔の声が、点てん滅めつを繰くり返す黒乃の心に響き渡る。

　──天巡のばか。

　──どうしていつも、私を普通の女の子みたいに扱あつかうの。




『周防さん、走れる？　黒乃の怪け我がは──？』

『ありがと、周防さん。黒乃』




　──どうして私と真白を、対等に扱うの。

　──天巡は真白のことだけを考えてなきゃいけないのに!!

　──どうして真白と『繁はん殖しよく』しないの。それが真白のためなのに──なんで。




『君はもうすぐ壊れる。これは〈心配症〉の能力じゃなくて、ただの事実だよ。

　罰ばちが当たったんじゃないかな。〈生命体〉とイレギュラーの恋こいを邪じや魔まばっかりしてるから。

　わかんないよね、「補正プログラム」。自分が今、なんで動けるのか』

　冷えた教室に、スピーカーから流れ出る〈心配症〉の声が反はん響きようする。

『〈創造者〉が言ってた。「補正プログラム」の役目は〈生命体〉を守り、「繁殖」させること。だから、こんな状態でも身体だけは自動的に〈生命体〉をガードしてる。だけど、その使命を果たすのに「心配性しよう」に侵おかされた人格部分が邪魔になってるんだよ』

　──だから？

　うずくまったまま、床ゆかに指を這はわせている真白の姿が、目の前にある。

　黒乃は必死で、その背中にしがみつく。

『「補正プログラム」の役目を効率よく果たすために、

　キミという人格はもうすぐ消えてしまうんだよ──？』

〝端末〟が使命を果たすことは、他ほかのなによりも優先される。

　それが〝精霊〟の定めた、この世界の法則。

『周防黒乃という作り物の意識は消え、キミは〈創造者〉の「疑似生命体」と同じ、ただ〈生命体〉を守るためだけに動くただのモノになる。だって、いらないじゃないか。心なんか。

　まったく付き合ってられないよね。あとは〈創造者〉に任せて、ボクは行くね──』

　黒乃には──わかっている。

　二週間前、この世界に生まれた時から。必要がなくなれば消えてしまう存在だということを覚かく悟ごしている。だから、いつでも自分を犠ぎ牲せいにすることができた。消えることなんか恐こわくなかった。〈心配症しよう〉の能力に侵され、身体と意識がちぐはぐな状態に陥おちいった今でさえ──真白を必死で守っている自分に──どこかで満足している。

　──これが、私。周防黒乃。

　──なのに。

　どうして意識が闇やみに落ちる時、恐こわいと思うんだろう。

　どうして守るべき真白の背中に、しがみついているんだろう。




　どうして、唇くちびるで一いつ瞬しゆんだけ触れた、翔の頰ほおの感かん触しよくを思い出してしまうんだろう。




　──ちがうもんちがうもんちがうもんちがうもんちがうもんっ!!

　──真白、ましろましろましろっ！

　──私は、真白のために──いるのっ！




　永遠に続く思考のループ。

　否定が新たな思考を呼ぶ。否定しようとすることで、〈心配症〉が注ぐ毒の言葉に意識が搦からめ捕とられていく。考えないようにすること。考えないようにすることそのものを考えないようにすること。考えないようにすることそのものを考えないようにすることを考えないようにすること──終わらない言葉と思考のループ。

　──たすけて。たすけて、ましろ──あま、めぐり。

　なにひとつ自由にならない。身体からだも、心も。

　床に座り込んだままの真白の背中。黒乃の疲つかれた首ががくん、と垂れて、黒乃は真白が見つめているものを覗のぞき込むことができた。

　白磁のような、真白の細い指先。

　それが床にこぼれたペンキで染まっていた。真白は虚うつろな目で、リノリウムの床に指を滑すべらせている。描えがかれる、細い線。それが重なり、面になる。面は交わり、グラデーションを作り出す。描いているのは針金のような──でも真白の分身である黒乃には分かる、人の姿。

　三人の人間。真白と、翔と、黒乃。

　丸い輪の中、手を繫つないでいる三人。今の姿ではなく、小さな、十歳くらいの子供。

　──こんな世界にいるのに？

　笑っている。

　絵の中の、真白も、黒乃も、翔も。

　──真白？

　不意に、黒乃の視界が揺ゆらいだ。

　──ま、また──『心配性』──？




　次に黒乃の視界に映ったのは、一面の菜の花畑だった。

「……ここ、どこ？」

　むせかえるような花の匂におい。空は真っ青で、風が黄色の海を、ざざ、と揺らしている。

　黒乃の、ぼろぼろの制服から突つき出た傷だらけの腕うで。そこに絡みついてくる黄色の花びらを、黒乃は鬱うつ陶とうしそうに払はらい落とす。

「さっきまで教室にいたのに──？」

　雲ひとつない空。

　空気はほんのりと暖かいのに、黒乃の全身を駆かけ巡めぐる寒気が止まらない。

「……や……もう、やめて、こんなの、や」

「真白っ!?」

　菜の花の香かおりがする空気に混じって、微かすかに真白の声が聞こえた。

　黒乃の全身に鳥とり肌はだが立った。

　単純な消去法。ここは教室ではない。〈心配症〉の能力に感かん染せんした黒乃の、真っ暗な幻げん想そう世界でもない。残るのは──。

「まさか、ここ、真白の幻想世界？　『心配性』の!?」

　黒乃は走り出す。踏ふみつぶされた黄色の花たちが、抗こう議ぎするように花びらをまき散らす。

　ずきん、ずきん、と『心配性』に汚お染せんされた頭が痛み出す。

「大だい丈じよう夫ぶ。まだ。動けるもん。

　天巡だって腕が痛いの我が慢まんして戦ってたんだもん。頭が痛いくらいなによっ！」

　動けるのは、ここが真白の中だから。

〈心配症〉の能力はまだ精神に食い込んでいる。外の世界より意識がクリアになっているのは、たぶん、真白が黒乃を呼んでいるから。黒乃の精神は一時的に、真白に守られた状態になっている。真白に必要とされている──そのことで、ほんの少しだけ黒乃の精神は自由に動ける。

「だって、私は真白を守る者なんだからっ!!」

　それはすぐに見つかった。一面、黄色の粉を吹いたような菜の花畑。そこにある別の色。

　真白の栗くり色いろの髪かみと、破れかけの制服。

　ぽろぽろと涙なみだを流している、色素の薄うすい瞳ひとみ。

「やだ、やだ、こんなの、やだ。やめて、お願い、もう、観みたくないのっ！」

「ま、真白。真白っ！」

　菜の花畑に空いた、円形の広場。

　現実世界と同じように、そこに真白がうずくまっていた。地面に、ぺたん、と座り込んで、細い指先で土を摑つかみながら、じっと目の前の光景に囚とらわれている。

「──え」

　黒乃も、それを見た。

　薄く草が生えた地面に横たわる、翔とディンタニア。

　はだけたディンタニアの白衣。翔の制服もボタンが外れ、意外とがっしりとした背中がむき出しになっている。芸術的な曲線を描くディンタニアの胸が──黒乃が見ていてさえ、息が詰つまるほど──密着した二人の身体に押されて形を変えている。長いプラチナブロンドが翔の身体に絡みつき、二人をひとつの生き物のように錯さつ覚かくさせる。

　幻想世界の翔とディンタニア。

　現実世界ではたぶん、あり得ない二人の組み合わせ。

　まるで小鳥が餌えさをついばむように、互たがいの唇くちびるを合わせ、耳元に愛を囁ささやき続ける。

「まだいるの？　〝夢を見続ける神〟の道具。〝精霊〟に作られた『繁はん殖しよく』の化け物」

　びくん

　幻想の翔から発せられる言葉に、真白の肩かたが震ふるえる。

「だって周防さんは、僕が死んだ後も生き続けるんだろ？　僕が特別なわけじゃない。好きって言葉を、誰だれにだって吐はきちらすただの道具。僕じゃなくたって」

「あのねあのね、ディンタニアは、カケルじゃないと駄だ目め」

　翔の肩かた越ごしに、ディンタニアが紫むらさき色いろの視線を真白に向ける。

「〈生命体〉さんは死んでくれたほうがいいの。そしたら、また『果実』は転生して、ちゃんとした〈生命体〉が生まれるんだもん。

　どうせカケルが使い物にならなくなったら、『果実』が別の相手を探すくせに。

　バグった〈生命体〉なんか気持ち悪いから、消えて」

　ここは無限舞ぶ台たい。救いはない。終わりのない煉れん獄ごく。

　そして周防真白は、幸せに暮らしていた天巡翔を煉獄に引きずり込んだ化け物。

「黙だまれええええっ！」

　黒乃は長い黒くろ髪かみを振ふり乱して叫さけぶ。

「天巡がそんなこと言うわけない！　あいつは──あいつは痛い痛いって言いながら真白のために戦ってくれてるんだから！　だから私だってあいつのこと信じてる！

　天巡が──天巡翔が真白を化け物呼ばわりなんかするもんかああああああっ!!」

　黒乃は歯をむき出して、草の上で絡からみ合う翔とディンタニアに飛びかかる。爪つめがディンタニアの白い肩にかかり──そのまま通過する。手て応ごたえはなにもない。

　黒乃の身体からだは翔とディンタニアの身体をそのまま通過した。

「……なんでっ!?　なんでここまでしなきゃいけないのよっ!?　〈心配症しよう〉！」

　悔くやしい。

　なにもできない。真白を助けて逃にげることも、真白を〈心配症〉が埋うめ込んだ幻想から解放することも。自分は──なにもできない。翔と真白の邪魔をしているだけ──。

　どくん

「──や、やだ。待ってっ!!」

　頭をよぎったキーワードに、黒乃の頭に埋め込まれた『心配性しよう』が反応する。中空から黒い触しよく手しゆが伸のび、黒乃の身体を搦からめ捕とっていく。自分がこれからどこに行くのか、黒乃には分かる。さっきまでいた暗い場所。自分が真白と翔の恋こい路じの邪魔をしているかもしれないという妄もう想そう。それに取り憑つかれて自由にならない──自分の身体。

「ましろ！　真白！　目を覚まして。天巡が〝雑音〟の姫ひめ君ぎみなんかとくっつくわけない！　指輪もらったんでしょ!?　恋こい人びと宣言だってしちゃったんでしょ!?　私の上位種なら、〈心配症〉なんかに負けるなああああああっ!!」

　がし、と、不意に、真白の手が黒乃の手首を摑んだ。

　──伝えて。

「………………真白？」

[image: ]

　薄い皮ひ膚ふを透とおして、真白の思考が流れ込んでくる。

　地面にうずくまる真白は、むき出しの土の上で指を動かしている。細い指が描えがき出す細い線。それが重なり、太い線になり、面になる。真白がなにをしようとしているのか、黒乃は気づく。幻げん想そう世界の外、教室で見たものを思い出す。

　床ゆかにこぼれたペンキに這はわせていた指先。

　真白は──地面に絵を描いていた。

　手を繫つなぐ小さな翔と、真白と、黒乃。笑ってる三人。教室の床に描いていたのと同じものを。

　──伝えて、天巡くんに。

「真白は──つよい」

〈心配症〉に一番痛いところを刺さされても、

　自分が『繁殖』の〝端末〟だという事実を突つきつけられても。

「真白は──絶望してない」

　──それでも、あたしは。

「真白は──絶対に──〈心配症〉なんかに──負けないっ!!」

　──あたしは、この世界が、好き。

　真白の言葉が、黒乃の身体に染しみこんでいく。

　──あたしは天巡くんと黒乃がいる、この世界が好きなの。

　──伝えて。くろの。

　──あたしは天巡くんが大好きなの。黒乃のことも、大好き。

　──あたしが『繁はん殖しよく』のための化け物でも、この世界が神様の無限舞台でも。それでも、天巡くんと黒乃がいるから、この世界を好きでいられるの。

　──みんなにそれを、伝えたい。




　真白と黒乃の指が、離はなれた。

　再び『心配性』が発動し、黒乃の意識は闇やみに飲み込まれた。
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『運命規定。罪人の到とう着ちやくを皆みんなに告げよ』

「──〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉!?」

　あいつの声が聞こえた。だけど──姿が見えない。

　闇の中、僕はリトの手を引いて走り出す。

「おにーさん聞こえましたか!?　〈角笛を吹く精霊〉の声です！　でも──どこにっ!?」

　遮しや断だん機きが上がったままの踏ふみ切きり。砂利じやりを敷しいた地面に青い花が咲さき乱れてる。一昨日おとといアーケードで見たのと同じ〈創造者〉が作った、『妖よう精せい』を生み出すための花の群れ。枯かれかけた花たちが線路を押し上げてる。電車が停とまってるのはそのせいだ。

　僕たちは柵さくを乗り越こえ、線路に足を踏ふみ入れる。人のいない、灯も消えた電車。錆さびくさいコンテナを繫いだディーゼルの貨物車。その隙すき間まを縫ぬって走る。

　本当に何の音もしない。家の灯あかりさえ消えてる。街灯だけが律りち儀ぎに仕事をしてる。

　これがディンタニアが言う、終わってしまった世界なのか？

　──こんな光景、僕だって見たくない。

　架か線せんの支柱に絡みついてる蔦つたは──なんだろう？　太さは人の腕うでくらい。先せん端たんには割れた木の実がひとつだけぶら下がってて、そのせいで支柱が撓たわんでる。木の実からはみ出してるのは──人の身体よりも大きな、鳥の頭？　骨になった嘴くちばしから、半はん透とう明めいの粘ねばつく液体が垂れてる。

　あれは孵ふ化かに失敗した『疑ぎ似じ生命体』の死体。〝雑音〟の施し設せつで見た『竜りゆう』だ。

　人の気配はない。なにも、音がしない。

　でも──たった今聞こえた〈角笛を吹く精霊〉の声は？

　それと、なにか細い糸のようなものに触ふれたような感かん触しよくが。

「おにーさんっあれ見て！　遮断機が!!」

　赤い光と、鉄の鉦かねを打ち鳴らすような音が響ひびき始める。

　遮断機が、動いてる。電車は停まったままなのに!?

「……わかりましたおにーさん！　さっきのは『運命規定』の『遅ち延えんトラップ』です！」

「『遅延トラップ』？」

「〈角笛を吹く精霊〉の術のひとつです。ターゲットが通りそうな場所にあらかじめ『運命規定』を仕込んでおいて、その人が通ったら自動で発動するようになって──」

　リトの声が途と切ぎれた。

　周りに停まっていた電車が、一いつ斉せいに警笛を鳴らし始めた。

　──『遅延トラップ』──見えない罠わな？　これが？

「リト！　『運命規定』のトラップがあるかどうか見分ける方法は？」

「ごめんなさいおにーさん。ないです！　陰いん険けんなんですこれっ!!」

　僕たちはまた、走り出す。

　線路を渡わたって、大通りをひとつ通り抜ぬければ学校にたどり着く。

　真白と黒乃はそこにいる。二人を助け出して、〈創造者〉と、顔も知らない〈心配症しよう〉と、〈角笛を吹く精霊〉を消せば──僕たちの勝ちだ。

『運命規定。火を点ともし、罪人の居場所を告げよ』

　ぷちん、と、また、糸のようなものが千切れる音がした。

　それと、焦こげくさいにおい──？

　僕はリトを抱かかえて一気に鉄てつ柵さくを乗り越えた。

「──おに──さん──電車──が!?」

「わかってる！　頭を上げるなリトっ！」

　勢い余って鉄柵から転げ落ちる。僕はリトの小さな身体からだを抱だきしめた。視界が一いつ瞬しゆん、真っ赤に灼やける。爆ばく音おんが響いて、鉄柵に列車の破は片へんが突つき刺ささる。

　線路上に停まっていたディーゼルの貨物列車が火を噴ふいていた。

　警笛も、踏切の音も停まらない。学校まで響いてる。きっと。

　僕の考えなんか、〝端末〟には簡単に読まれてる。

　闇に隠かくれて近づくことも。

　人目を避さけて学校に向かうことも。




『〝傷〟が憑ついた右みぎ腕うでを切り落とし、私に差し出せ。

　そうすれば君たちにこれ以上手は出さない』




「だけど──今いま更さら〝普通の人間〟に戻もどったってなんにもならないんだよ！」

　僕とリトは路地に駆かけ込む。細い道にはガラスの破片が散らばっていて、僕たちが一歩進むたびに乾かわいた音で割れる。右側の雑居ビルの壁かべには『竜』の細長い胴どう体たいが食い込んだ跡あと。窓まど枠わくごと落ちたガラス窓。ブラインドの向こうに人ひと影かげ。怯おびえた視線。




『運命規定。罪人の退路を塞ふさげ』




　ごとん、と音がして、雑居ビルの上半分が崩くずれた。

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はいくつトラップを仕し掛かけてるんだ!?」

「分かりません。きっと暇ひまなんですっ！」

　地面が揺ゆれる。ビルの窓が開く。誰だれかの悲鳴が響く。まきぞえに──してる？　僕が。〝端末〟との戦いに、〝普通の人間〟を!?

「──呪のろわれた者が、私たちを殺しに来た──」

　窓まど越ごしの向こうから聞こえる微かすかな声が、ビルが崩れる音にかき消されていく。

　どうして、こんなこと。〝普通の人間〟を巻き込む必要なんかないのに!?

『遅延トラップ』はたぶん、僕たちにしか反応しない。僕──天巡翔と、天巡リト。真白と黒乃が捕つかまってるなら、あの二人にも。イレギュラーの僕を殺すために。僕の居場所を誰かに知らせるために。閉じ込めた真白と黒乃を逃にがさないように。なんで、こんな！

「上位種のくせになんでこんなに陰険なんだよ!?　〈角笛を吹く精霊〉は!!」

　ごふっ

　一瞬、息が詰つまった。飛んできたコンクリートの破片が背中に衝しよう突とつした。僕はリトを抱えて、転がるようにして路地の角を曲がる。学校に向かうにはまっすぐの方が近道だけど──そっちは駅前と交差する大通り。大勢で待ち伏ぶせるには絶好の場所だ。遠回りでもそこは避ける！

「きっと〈角笛を吹く精霊〉は暇で暇でしょうがなくて、わたしたちをからかってるんです。わたしはすっごく忙いそがしいのに。おにーさんの文化祭に潜もぐり込む準備とか、おにーさんを悩のう殺さつする料理を考えたりとか。構わないで欲しいですっ！　暇な〝精霊〟なんか!!」

「も、もうちょっと別の予定を考えようよ！」

「わたしは、明日死ぬんだったらおにーさんのご飯を作ります。明後日あさつて死ぬんだったらおにーさんと一いつ緒しよにお風呂ふろに入って思い出にします。おにーさんは〈慈じ母ぼ〉に取り憑つかれちゃったんですから諦あきらめてください！」

　リトの息が荒あらくなってる。さっきからずっと、全力疾しつ走そうしてるから。

「わたしがバグる前、〈角笛を吹く精霊〉に聞いたことがあります。

　ほのかちゃんは、久しぶりに〝夢を見続ける神〟に愛された〝端末〟だって」

「……ほのかが？」

「神様だって、全すべての〝端末〟に均等に興味を持つわけじゃないです。やっぱり、気になる役者とどーでもいい役者はいるんです。でも、わたし、よくわかりません。この世界の神様は、もしかしたらろりこんなんでしょうか。おにーさんみたいに」

「僕は違ちがうって」

「そうですね。おにーさんがそういう趣しゆ味みだったら、わたしも楽だったのに」

　リトは長い溜ため息いきをついた。

「わたし、おにーさんとずっと一緒にいたいです。わたしはおにーさんの背中をずっと見つめてきました──でも、おにーさんは結構背が高いから、わたしの手は頭まで届きません。おにーさんのうなじをなでるのが精せい一いつ杯ぱいです」

　さわさわ、と、リトは手を伸のばし、僕の首筋に触ふれる。

「だから、わたしが興味あるのはおにーさんのうなじです。他ほかの場所は、もしかしたら──他の誰かのものになるのかもしれません。でも、おにーさんのうなじはわたしのものです！」

「リトはうなじフェチだったのか？」

「おにーさん限定ですけど」

　僕の隣となりで、リトが小さく笑う。

　振ふり返ると、崩れた雑居ビルが別のビルに食い込んで、一緒に崩ほう壊かいするのが見えた。

　それに、また──声が。




『運命規定。ここは君たちの通り道ではない』




　道の脇わきに停とまっていた、路上駐ちゆう車しやの車が動いた。

　エンジンの音もさせずに、こっちに──滑すべってくる!?

「こっちは通るなってことかよ!?」

　滑り出した青いオープンカーが壁に当たる。フロントグリルをぐしゃぐしゃに潰つぶしながら跳はね返る。回転しながらまっすぐこっちに向かってくる。

　僕たちは曲がったばかりの道を駆かけ戻もどる。車は一直線に僕たちを追いかけてくる。直進すればたぶん、どこまでも追いかけてくる。でも、左の道は──ビルが崩れたからふさがってる。右に曲がれば──駅前とクロスする大通り。

「……誘ゆう導どうされてる」

　僕たちは角を右に曲がる──曲がってしまう。

　背後を青い車が通過する。十字路の電柱に当たって停まる。数秒遅おくれて、炎ほのおが上がる。

　町のどこからでも、僕たちの居場所が分かるように。




「──見ぃつけた」




　真っ暗な大通りで、僕とリトは取り囲まれた。

　学生服を着た、たくさんの〝普通の人間〟に。
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「おにーさん……」

　学校は、すぐそこなのに。

『遅ち延えんトラップ』は、僕たちをこの場所に誘導した。

「……運命を規定するってこういうことなのか」

　みんな、僕を見てる。

　学校の制服を着た約百人の男子生徒たち。手に持ってるのは木刀、バット──鉄パイプ。

　半円状に──僕とリトを逃にがさないように、囲んでる。

「俺たち、そんなに価値がないのかなぁ」

　誰だれかが言った。

「ここでずっと待ち構えてたんだよ。天巡が来たらやっつけようと思って」

「随ずい分ぶんと待たされたよねぇ。随分、悩なやんだよ」

「考えたくないけど、考えずにいられないんだよね。

　天巡が、周防真白さんを手に入れたって冗じよう談だんみたいなことがさ」

　興奮してるわけじゃない。みんな気持ち悪いほど、冷静な声だった。

「みんな……〈心配症〉の能力に取り憑つかれてるんだ」

「なに言ってるんだ天巡？」

「催さい眠みん術じゆつみたいなものだよ……」

　みんな、たぶん、なにが起きてるのかさえ分かってない。

〈生命体〉の魅み力りよくに引きずられて、〈心配症〉に突つき動かされてる〝普通の人間〟。

「すごく伝でん染せん性の強い催眠術にかかってるせいで、みんな、周防さんのことが頭から離はなれなくなってるんだ」

「……そりゃ知らなかった」

「悪い夢なんだよ、こんなの。落ち着いて深呼吸して──持ってる武器を手放せば、すぐに醒さめる。明日は文化祭で、みんな必死に準備してたのに──なにやってるんだよ。まわり見ろ！　ビルが崩くずれて、火が上がってるのに。僕なんかに構ってる場合じゃないだろ!?　武器なんか捨てて家に帰れよっ!!」

「うん分かった。お前が死んでから考える」

　僕とリトの背後で、電車と車が炎を上げてるのに。

　崩れたビルと、それに巻き込まれた家から、悲鳴が上がってるのに。

「説得なんか無む駄だです。おにーさん。

〈心配症〉は精神の視野狭きよう窄さくを引き起こす〝端末〟ですから。この人たちはおにーさんと真白さんのことしか考えられなくなってるんです。言葉なんか通じません」

　リトは背中のリュックを下ろした。

　両手を突っ込み、がさごそ探さぐっていたかと思うと──黒い鉄のかたまりを取り出した。

　楓さんに突きつけていた、リトの両手に余る大たい砲ほうのような──自動拳けん銃じゆうを。

「……道を、あけてください」

　リトは銃口をまっすぐ、学生たちに向けた。

「どいてくれないなら、撃うちます。

　撃ち方くらいわかります。引き金を引けば弾たまが出るんです。

　おにーさんは先に行ってください。二、三発当たったところで、強きよう行こう突とつ破ぱすればいいです」

　リトは本気だ。〈慈じ母ぼ〉は僕を守るためなら、ためらわずに人を攻こう撃げきできる。

　二週間前──殺されかけてた僕の前で〈侵しん略りやく者〉を包丁で刺さしたように。

「駄だ目めだリト！　拳銃をこっちに渡わたして──」

「おにーさんが見るべきなのは前です。これを奪うばおうとしたらその瞬しゆん間かんトリガーを引きます」

　リトは迷いのない目で、まっすぐ、男子の群れを睨にらんでいる。

　人の輪が、ゆっくりと近づいてくる。みんな、リトの拳銃が見えてないのか。リトの小さな手じゃまともに撃てないと思ってるのか──。

「ああもうっ！」

　僕はリトの身体からだを抱かかえ上げた。

「〝傷〟を呼び出して強行突破する！　リトは目をつぶって──」

「ばぁか」

　精神をやすりで擦こすり上げるような──甲かん高だかい声が、頭上から響ひびいた。

　あれは──？

　月明かりの下。四匹ひきの『妖よう精せい』に囲まれて浮ういている小さな影かげ。

「ボク？　ボクは〈心配症〉。

　めんどくさいなぁ。明日まで時間をやるって言ってるんだから、大人しくしてろよ。どうして慌あわてて罠わなにかかりに来るんだよ。

　あ、ばかだからか。ごめん」

「聞いちゃ駄目です、おにーさん！

〈心配症〉の声は猛もう毒どくなんです!!　聞いたら駄目──」

「遅おそいよ〈慈母〉──ねぇ、イレギュラー。

『そんなに必死に〈生命体〉を守ってどうするの？』」

　凍こおり付いた。

　そいつの言葉が耳を撫なでた瞬間──僕の身体が──固まった。

「『そんなに痛い思いをしたって〈生命体〉はどうせキミのことを忘れる。キミへの想おもいは彼女の「衝しよう動どう」。本気でキミを愛しているかどうか分かったものじゃない。

　それなのに、なにムキになってるの？　他ほかのみんなを敵に回してまで？　まさか、カラダ目当て？　そうなの？　みなさーん、聞いてますか？　彼は〈生命体〉とあんなことやこんなことをしたくて、ここまで来たんだってさ。え、違ちがうの？　違うなら否定してみたら？』」

「おにーさん聞いたら駄目ですっ！　おにーさん、おにーさんっ!!」

　真白を必死に守って──どうする──？

　視界が暗くなる。

　幻げん覚かくが、見えた。

　冷めた目をした真白が、僕から離れていくイメージ。隣となりに誰だれか知らない男の人が立っている。真白と腕うでを組んで、どこかへ歩いて行く。僕はもういらなくなった。真白の『果実』のバグが直って、補正された〈生命体〉の真白は、正しい『繁はん殖しよく』の相手を見つけた。

　僕が命がけで戦っても。

　真白は──僕のことを忘れる。




『どうして泣いてるの？』

　真白が去っていくイメージに、幼い真白の声が重なった。

『……ごめんなさい、この世界のかみさまはとても意地悪だから』

　真白は僕のことを、忘れる？

　違う──忘れてたのは僕の方だ。

『あたしたち〝端末〟が、あなたたち〝普通の人間〟をいじめてる』

　僕は、痛くて寒くて動けなかったから。

　ほのかを殺した世界のシステムなんかこわす──自分で吐はいた言葉が重すぎて、動けなくなってたから──なにもできない自分が嫌いやで。だから、忘れた。

『いなくならないよ、あたし』

　もう二度と忘れない。

　真白が正しい〈生命体〉になって、僕のことを忘れるならそれでもいい。

　ほのかを殺した世界のシステムなんか壊こわす。

　真白と黒乃とリトを苦しめる世界のシステムなんか壊す。

〝夢を見続ける神〟がそれを許さないなら──神様だって喰くい殺す。

　──ここが夢でも幻げん想そうでも──。




「〝傷〟！　喰って──いいっ！」

「なに、もう『心配性しよう』から抜ぬけ出たわけ？　さっすがイレギュラー。なるほど、『つまりキミは〈生命体〉と「補正プログラム」をそれほど大事に思って──』」

「うるさい──次から次へとっ！」

　頭上から次のキーワードが降ってくる。ぶん、と耳元で別の音がした。先走って飛び出してきた、男子のひとりが、鉄パイプを振ふり下ろす。

　リトが僕の腕を引いた。僕はリトを抱えたまま、地面に転がる。

　リトは銃把を男子の頭に叩たたきつける。力はないけど、当たり所が悪かった。男子はもんどりうってアスファルトに倒たおれ込む。一いつ斉せいに向かって来ようとした男子たちの動きが、止まる。

「『イレギュラーは〈生命体〉を大事に思ってるんだからそんなロリ少女には興味が──』」

「うるさいです〈心配症〉っ!!」

　頭上に銃じゆう口こうを向けて、リトがトリガーに指をかけた。

「なに？　撃うつわけ？

『いいけどその拳けん銃じゆうにはもう「運命規定」が掛かかってるよ』？」

　唇くちびるをゆがめ、〈心配症〉はまた次のキーワードを吐き出す。

「『〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の「運命規定」で〝雑音〟の拳銃が暴発したの、見たよね？　その拳銃、どこから持って来たの？　〈角笛を吹く精霊〉がそれにも「運命規定」かけてないって保証ある？　中の弾だん丸がん、全部暴発するよ？』」

〈心配症〉の声が聞こえた途と端たん、僕の耳の奥がしびれだす。奥歯ががちがちと音を鳴らしてる。頭の中を〈侵しん略りやく者〉の最さい期ごの光景がフラッシュバックする。〝雑音〟から奪うばった拳銃が暴発して、あの人の腕も喉のども吹き飛ばした──あの時の光景が。

「『悪いことは言わないからボクにそれをちょうだい？　後あと腐くされなく処理してあげるから。もしも暴発したら、キミの大事なお兄さんも死んで──』」

「あなたの言葉になんか何の意味もないです〈心配症〉っ!!」

　一いつ瞬しゆん、

　目の前に雷かみなりが落ちたかと思った。

　鼓こ膜まくが破れたかと、思った。なにも、聞こえなくなった。

〈心配症〉も、僕たちを取り囲む男子生徒も、みんな──硬こう直ちよく──してる？

　リトは銃口から煙けむりが上がる拳銃を〈心配症〉に向かって放ほうり投げた。頭上の『妖よう精せい』と〈心配症〉には届かない。でも驚かせる効果はあった。〈心配症〉はしがみついていた『妖精』の身体から手を滑すべらせ、男子生徒たちの上に落ちてくる。

　リトがオーバーオールのポケットに手を突つっ込む──同時に、僕の上着の内側で携けい帯たいが震ふるえる。液えき晶しよう画面にはメールの着信を示す文字──差出人は『天巡リト』。

　たぶん、今この場でメールを送信したリトは、オーバーオールのポケットから手を引き抜き、柔やわらかい指で僕の掌てのひらを摑つかんだ。僕はメール本文に目を走らせる。長い。短時間で打つのは無理だ──つまり、リトはあらかじめこの状じよう況きようを予想してた？

『このピストルに、実じつ弾だんなんか入ってません』

『すごい音が出る空くう砲ほうが一発、入ってただけです』

『おかーさんがくれたお守りです。〈心配症〉の声を、聞かないようにするための』

『このメールをおにーさんが受信したってことは、〈心配症〉に出会ったということです。お互たがい、耳がおばかになってるはずなので、あらかじめメールを準備しておきます』

『日本一包容力のある小学生、おにーさんの従妹いとこ、天巡リトより』

　楓さんは元〈断罪人〉だった。だから、他の〝端末〟の能力も知っている。

〈心配症〉の声が、〝普通の人間〟にどんな効果をもたらすのかも。

　どうやって対処すればいいのかも──だから、リトにお守りを渡わたした？

　すごい音が出るだけの拳銃──音おん響きよう兵器みたいなものをあらかじめリトに預けて、リトも、こうなった時のためにメールを準備してたのか？　どういう親子なんだよ。元〈断罪人〉と──『日本一包容力のある小学生』は！

「〝傷〟！　喰っていい！　〈心配症〉を喰らえ!!」

　轟ごう音おんから立ち直ったのは僕たちの方が早かった。

〈心配症〉の能力に汚お染せんされたみんなは、耳を押さえてうずくまってる。

「──だ──聞こえ──ボクの声が──聞こえない！」

　違ちがう、うずくまってるのは男子生徒だけじゃない。

〈心配症〉が僕たちに背中を向け、頭を押さえて地面に額を擦こすりつけてる。

「──不安──不安──自分がなにを言ってるのか──わからない。

　嫌いやだ嫌だいやだいやだ─────────〈心配症〉なんか嫌だああああ!!」




『キュイイイイイイイイッ！』




　僕の右みぎ腕うでから赤い鱗りん粉ぷんが噴ふき出す。青い肌はだを持つ──裸はだかの少女〝傷〟が生まれる。

『食ベテイイ？』

　いつもよりはっきり、〝傷〟の声が聞こえる。

　両目が──熱い。




『〝傷〟を使うたびに、あなたの細さい胞ぼうはそれに置き換かわっていく』

『全すべてが〝傷〟に置き換わった時、あなたはパーソナリティを失う』




　二週間前〈壊体者〉の果実を喰くらった時、〝傷〟から大人の女性の声が聞こえた。

　その意味が──やっとわかった。

〝傷〟の感覚がダイレクトに伝わって来る。二週間前は泥どろ人形を操あやつっているようだったのに、今の僕は〝傷〟を自分の身体みたいに扱あつかうことができる。考えてる通りに動かせる。〝傷〟が裸足はだしでアスファルトに触ふれている感覚も──飢うえも。

　そして、見ているものも。

　赤くたゆたう視界。真っ赤な、世界。

〈心配症しよう〉の頭の中に赤い渦うず巻まきがある。リトの、ボブカットの髪かみの奥にも。

　あれはたぶん、『果実』だ。とても美味おいしいもの。〝傷〟の好物。

　うずくまる男子生徒の両目の間には、赤い三角形の釘くぎのようなものが刺ささっている。〝傷〟の視点がそれを捉とらえる。なんとなく、わかる。あれには触れられない。触れるには頭を切り裂さいて取り出さなきゃいけない。あれは〈心配症〉の『果実』から転移したもの。

　わかる。わかってしまう──なんで!?

　変わっていくのか──僕自身が〝傷〟に。

　今はまだ〝傷〟を使っている時だけかもしれない。でも最終的にはどうなるかわからない。

「いつか……触れられなくなる」

　僕自身が〝傷〟に変わってしまったら。

『果実』を持つ真白にも、リトにも、

『補正プログラム』の黒乃にも、触れることができなくなる。




「〝傷〟！　喰っていいっ!!」




　瞬しゆん間かん、視界を赤い線が走った。

　歩道の脇わき。電柱からリトの背中を通過して、僕の喉のどまで通る、赤い蛍けい光こう色の線が。

　ぷつん、と固い糸を断たち切るような音がした。

　見えない赤い線を、僕の身体からだが遮さえぎっていた。

　ぐらり、と電柱が傾かたむく。方向は──まっすぐ、リトの頭の上。リトは気づいてない。

　電線が千切れる。火花。リトに当たる──。

「リトっ!?」

　僕はリトを抱だき留とめて地面に転がる。電柱はそのまま、僕と〈心配症〉の間を塞ふさぐように倒たおれ込む。〝傷〟は──？　避さけてる。まるで僕の意思をダイレクトに受け取ったみたいに。

　でも、まだ続く。今度は駅の方向からＲＶ車が暴走して──くる!?

「リト走れっ！　こっちっ!!」

　大通りを縦じゆう横おう無む尽じんに走っている赤い線──触れたら、電柱が倒れて来た。まるで戦争映画に出てくるワイヤートラップのように。ＳＦ映画の赤外線センサーのように。

　あれに触れたら『遅ち延えんトラップ』が発動した。

　暴走してきたＲＶ車は僕と男子生徒たちの間でスピンする。巨きよ大だいなバンパーが電柱に突つき刺さる。タイヤから煙けむりが上がっている──ボンネットからも。さっきの青いオープンカーみたいに──爆ばく発はつするのか!?

「〝傷〟！　〈心配症〉は放っておいていい。走れっ!!」

　消せたのに。

　今だったら〈心配症〉の『果実』を食くらえた。

〈心配症〉が消えれば、みんなに取り憑ついた赤い釘も消えるのに──!?

「おにーさんが──死んだら──なんにもならないです！　今は真白さんたちを!!」

「分かってる。リト、僕には『遅延トラップ』の線が見える。後にぴったりついてきて」

「……え、おにーさん、いつの間にそんな能力を身につけたんですか!?」

「話はあと！　今は走れっ!!」

　リトは心配そうな顔で、こくり、と頷うなずく。

　耳がやっと聞こえるようになってきた。僕たちは大通りから小道へと駆かけ込む。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉のトラップは、ここにも仕し掛かけてある。道路のあちこち、赤い線だらけだ。

「おにーさん。さっきの車が爆発する音、聞こえましたか？」

　悲鳴も、爆発音も聞こえなかった。

「ガス欠だったんでしょうか？」

「〈角笛を吹く精霊〉がそんなに甘いとは思えない──リト、頭下げて」

　真っ赤な視界。

　僕は赤い線をくぐり、後からついてくるリトの頭を押さえた。




『オ腹スイタ』




　どくん

　リトの頭の中にある赤い渦うず。『果実』。

「美味おいしそう──」

「おにーさん？」

　──って、なにを考えてるんだ僕は!?

「ごめん、ちょっと、幻げん覚かくが見えた」

〝傷〟はまだ戻もどせない。〈角笛を吹く精霊〉のトラップが見えなくなる。

　だけど、なんだ、このお腹なかの底から沸わき上がる空腹感。

　それが〝傷〟の感覚なのか、自分の感覚なのか──分からなくなってる。

「お腹が空きましたか？　おにーさん」

　赤い線をくぐり抜ぬけたリトが、目の前で笑う。

「終わったら、美味しいご飯をつくってあげます」

　ごめん、リト。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、僕は、リトの『果実』を喰くらいたいって思ったんだ。




　　　　７




「あああああああああああああああああああああああああ。

　恐こわいよ恐いよ恐いよ。『心配性しよう』が通じなかった──こわい」

〈心配症〉は路上で、頭を抱かかえてうずくまっていた。

　小さな指でがりがりと髪かみをかきむしる。不安で──不安で立ち上がることもできない。

　──イレギュラーがくたばるまで学校に隠かくれてればよかった。

　──不安だったんだよぅ。〝普通の人間〟がイレギュラーを無力化できるか。自分で確かめないと不安で不安で──ああああああああああああ。

『不安衝しよう動どう』が沸き上がる。『心配性』をまき散らしたい。

　けれど、周りで倒れている男子生徒たちは、もう既すでに汚お染せんされている。『心配性』は精神の視野狭きよう窄さくを起こす。同時に二つのキーワードをかけることはできない。

〈心配症〉の隣となりには倒たおれた電柱に頭を突つっ込んだ車。〈角笛を吹く精霊〉の『遅ち延えんトラップ』のことは聞いていた。けれど、自分は巻き込まれないはずだった。男子生徒を十数人撥はね飛ばして、ＲＶ車は停とまっている。

「老いぼれたのかよ〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉!?　ボクまでひき殺してどうするんだよぅっ!!」

〈心配症〉は地面に座りこんだまま、あたりを見回した。

「──イレギュラーは、いないか」

　もう学校に入ったのだろうか。

　あの場所には〈角笛を吹く精霊〉の『遅延トラップ』が山のように仕掛けてある。

　それに、もうすぐ本命がやってくる。

　戦せん闘とうに特化した強力な〝端末〟が。

「あいつがいればボクなんかいらないのにさ。それに〈創造者〉もなに考えてるんだか」

　螺ら旋せんを描えがく髪を持つ〈創造者〉は校舎に戻った。『創造衝動』が発動したせいだ。

〈創造者〉は〈生命体〉と『補正プログラム』を研究したくてしょうがないと言っていた。今ごろ、どちらかをバラバラにしているかもしれない。〈生命体〉が死ぬところを見てしまったら男子生徒たちの『心配性』は解ける。

　だから〈心配症〉は男子生徒を連れて、外に出てくる必要があった。

「だめだよ、だめ。我が慢まん、できない」

〈角笛を吹く精霊〉の計画がうまくいくかどうか。

　不安で不安で呼吸が止まりそうになる。

「そっか……〈角笛を吹く精霊〉はボクの『不安衝動』に餌えさをくれたんだ。こいつで『衝動』を発散しろって……そういうことか？」

〈心配症〉はＲＶ車の助手席側のドアを開けた。

　運転席には、ハンドルを枕まくらにうずくまっている男性がいた。

　町から逃げようとして、『運命規定』に巻き込まれたのだろうと〈心配性〉は思った。冷ややかな笑えみを浮かべながら車内を這はい進み、〈心配症〉は運転手の耳元に囁ささやきかける。

「『キミはどうして平気で出歩いていられるの？　家が燃えてるかもしれないよ？　家族がキミを殺そうとしているかもしれない。だから早く帰って逆に殺し返してやらないと──』」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん──音を立てて助手席側のドアが閉じた。

「──え、はぁっ!?　なんだよこれ！」

　フロントガラスの向こう。こっちに向かって猛もうスピードでバックしてくる大型トラック。

　それを見て〈心配症〉は目を見開く。小さな身体からだが痙けい攣れんをはじめる。

　──まさか、誘い込まれた？　ボクがこの男に『心配性』をかけることを読まれてたの!?

　ががっ

　シートベルトの重要性を身体にたたき込むような衝しよう撃げき。〈心配症〉の小さな身体が座席にめり込み、次いで突き出たダッシュボードが額を叩たたく。ＲＶ車が半回転する。フロントガラスが砕くだけ、落ちる。

「が、ぐぁ。ボ、ボクをよくもこんな──目に！」

　上手うまく声が出ない。相手はこれを狙ねらったのかも知れない。でも、甘い。

　──最強のキーワードをぶつけてやる。『キミ、死ぬよ。もう死んでるよ？』

　──それだけで〝普通の人間〟はフリーズするんだからさぁ！

　ＲＶ車のボンネットの向こうにあるトラックのコンテナ──その扉とびらが、開いていく。

　青い光があふれ出す。コンテナの内ない壁へきには巨きよ大だいな液えき晶しようディスプレイ。画面はブラックアウトしている。なにも、映っていない。その向こうに、青白い液体が充じゆう満まんしたカプセルがあった。

　なにも着ていない少女。

〝雑音〟の呪じゆ詛そによって生まれた芸術品のような肢し体たい。

　ディンタニア＝エシュオンが目を閉じて、カプセルの中に浮うかんでいた。

　──ばかじゃないの？　〝雑音〟──死ぬよ？

　──内臓をまき散らして死ぬよ。そうなりたくなかったら今すぐボクを解放──。

〈心配症〉の口が開閉した。

　けれど──声が出なかった。

　──え。

〈心配症〉の赤い瞳どう孔こうが震ふるえ出す。さっきは銃じゆう声せいで耳が聞こえなくなった。今度は声が出ない。逃げようとして──〈心配症〉は両足に絡からみついている金色の鞭むちに気づいた。

　彼の脳内を不安材料が駆かけ巡めぐる。

　自分の能力。他の〝端末〟の能力。イレギュラーの能力──全すべてを思い出して出た答えは。

　──噓うそだろっ!?　〈教師〉の──!?

「『ティーチング』！

『〈心配症〉、あなたはこれから一生ディンタニアに逆らうことができない。

　全てディンタニアの指示通りに動くの。声も、動作も、呼吸さえも！』」

　──がはっ。

　吐はき出そうとした絶ぜつ叫きようが〈心配症〉の喉のどで止まる。

　しくじった。

〈角笛を吹く精霊〉がイレギュラーを追い詰つめるために町中に仕込んでいった『運命規定』の『遅延トラップ』を逆用された。『遅延トラップ』はイレギュラーと〈生命体〉『補正プログラム』〈慈じ母ぼ〉の四人にだけ反応するよう設定されている。倒れるように規定された電柱。イレギュラーに向かって走ってくるように規定された自動車──だから。

　翔を狙ってくるものは全て〈角笛を吹く精霊〉のトラップだと思い込んでしまった。

　このＲＶ車と運転席の男性は〝雑音〟が仕し掛かけた、〈心配症〉を誘さそい込むための罠わなだった。

　他人に『心配性』をまき散らさずにはいられない、『不安衝動』。その習性を利用された。

　──しゃべれない。言葉が、でない。ボクは一生このままなのか？

　──不安を抱かかえたままで？　誰だれにもそれを押しつけることができなくて──。

　──いやだ、いやだいやだいやだいやだいやだ！　助けて──助けてよ──〈創造者〉！

「ごめんね。ディンタニア、一秒でも長く眠ねむりたいから、カプセルの中から失礼するの」

　素す肌はだにプラチナブロンドをまとわりつかせたまま、ディンタニアは語りかける。

「あなたを使ってあげる。道具として。

　大だい丈じよう夫ぶ、役目を果たしたら、おいしく食べてあげるから」

〈心配症〉は答えることができない。

　身体が、言うことを聞かない。やがて思考さえも薄うすれていく。酷こく薄はくなる調教が始まる。

　リトに自白を強制したのとはレベルが違ちがう。自我の奥底にまで食い込む浸しん透とう力。細さい胞ぼうの一いつ片ぺんまで〝雑音〟の姫ひめ君ぎみに従うように──指令が、〈心配症〉の小さな身体に染しみこんでいく。

　──いやだ、やだ。こんな──あ。

「ディンタニア、もうちょっとだけ、寝ねるね。

〝端末〟の能力の使用回数を回復させなきゃ──なの。そう──。

　カケルが逃にげたのも──〝雑音〟の戦術プランの──なかに──あるの」

　ディンタニアは膝ひざを抱えたまま、紫むらさき色いろの瞳ひとみを閉じた。
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「そろそろイレギュラーは死んでしもうたかもしれぬの」

　耳元で響ひびいた声に反応して、真白の目が開いた。

　月明かりが差し込む教室。

　掌てのひらにこびりついたペンキのにおい。

　冷え切った床ゆかにうずくまっていたせいで身体からだが硬かたくなっている。栗くり色いろの髪かみが、汗あせでべとついているのが気持ち悪い。顔を上げて目の前にいる女性の顔を見る。それだけの動作で、真白の首と背中が軋きしみをあげる。

「目を覚ましたかの〈生命体〉？　お主に憑ついた『心配性しよう』はイレギュラーに関するものじゃから、彼の危機を耳にすれば、多少は意識も回復するか。興味深いの」

「……だ、だれ？」

　真白の喉から掠かすれた声が流れ出る。

　意識は靄もやがかかったようにはっきりしない。ここは高校の教室。自分と黒乃、翔が通っている学校。一つずつ、暗くら闇やみでジグソーパズルを組み合わせるように、真白は記き憶おくを探さぐっていく。泣きすぎて腫はれぼったい目を見開いて、目の前にあるものを見る。

　──半はん透とう明めいの、羽根？

　足が床についていない。自分も、目の前にいる黒いローブをまとった赤毛の女性も。

　真白は考える。八方向に螺ら旋せんを描えがく髪の女性は──〝端末〟。あたしと同じ。だけどバグってない──正しい〝端末〟〈創造者〉。たしか『疑ぎ似じ生命体』というものを操あやつる人。

　ローブの背中に生えている半透明の羽根はたぶん、それ。羽根から伸のびた腕うでくらいの太さがある触しよく手しゆが、あたしと──黒乃を縛しばって、宙につり下げている──理解する──顔色が真っ白になり、背中にとてつもない寒気が走る。

「黒乃──く、くろの！」

　床の上には赤く燃える、無数の『妖よう精せい』の複眼。

　真白、黒乃、〈創造者〉を取り囲むように輪を描えがき、床の上で群れ、うごめいている。

「──あたしと、黒乃、は。

　天巡くんの、ところに、行って。そして」

　捕つかまった。翔を狙ねらう二人の〝端末〟。〈心配症〉と〈創造者〉に。

「──あまめぐ──」

　ずくん

　翔の名前を呟つぶやこうとした瞬しゆん間かん、頭の中で黒いものが渦うず巻まきはじめる。

　一時的に抜ぬけ出した『心配性』が、まだ真白の意識の奥底に食い込んでいる。

「のぅ〈生命体〉よ。お主はどうしてまだ生きておるのじゃ？」

　真白の視界を、〈創造者〉の赤い目が覆おおう。

「役目を果たすことが〝端末〟の存在意義、などと〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉のようなことは言わぬ。だが、お主がどうしてまだ絶望しておらぬのかが、儂わしには不可解なのじゃよ」

「……なに、言ってるんですか」

　真白は、すぐ隣となりで触手に搦からめ捕とられている黒乃に目を向ける。血の気のない唇くちびるが微かすかに震ふるえている。呼吸をしてるのが分かる。生きている。でも、こっちを見ない。首をぐったりと垂れて、握にぎったままのハートブレイカーから血の筋が流れ落ちている。

「なんで──？　なんで学校まで滅め茶ちや苦く茶ちやにしちゃうの？

　明日から文化祭なのに。みんな楽しみにしてたのに──なんで、こんな」

「愚おろかなり。未いまだ〝普通の人間〟の真似まね事ごとを続けるか？

　この世界は神を楽しませるための無限舞ぶ台たい。それ以上でもそれ以下でもない」

　冷えた声で〈創造者〉は、真白の言葉を切り捨てた。

「故ゆえに、儂は完かん璧ぺきな〈創造者〉になることとしたのよ。

　事象を分ぶん析せきし、新たな生命を創造する力が我が『衝しよう動どう』。どうせそれからは逃のがれられぬ。与あたえられた『衝動』のままに生きれば何の問題もない。この世界は天国となる。

　じゃが、バグを起こしたお主らにとってはどうかの？　地じ獄ごくであろう？」

「そんなの──違う──」

　真白は千切れそうになる思考を繫つなぎとめる。言葉にならない──言葉にする必要もないほど当たり前の気持ち。側そばにいる黒乃の息が途と切ぎれそうになっていること。長い黒くろ髪かみが汗と血でぬめっていること。双ふた子ごの妹への思い。ここにはいない──考えると胸が痛くなって、「好き」という言葉が身体からだ中じゆうからあふれそうになってしまう──翔への思い。

　真白の中にあるもの全すべてが、〈創造者〉の言葉に「違う」と叫さけんでいる。

「せっかく『補正プログラム』がおるのに、何故なぜお主は正しい〝端末〟に戻もどらぬのだ？

　悩なやみも迷いも捨てれば、この世界は天国となるだろうに」

「天国なんか、いらない……ですっ！」

　左ひだり腕うでにも絡みついている、半透明の触手。真白はその指先に視線を向ける。

　──天巡くんがくれた、指輪。

　ありったけの思いを込めた視線を、月明かりを受けて光る、銀色の指輪に向ける。

　触ふれたい──抱だきしめたい──キス、したい。

　はじめて、もらったもの。『心配性』の幻げん想そう世界でも見失わなかった、ひとつのもの。

「だってその天国には──天巡くんも黒乃も──いません！」

「イレギュラーと『補正プログラム』がそれほど大事かの？」

「当たり前、ですっ。ここが地獄でも──無限舞台でも、天巡くんと黒乃がいるから、あたしは──あたしはこの世界が好きでいられるんです！」

「くだらぬ生き物になったのう〈生命体〉。お主の存在そのものが不快じゃ。

　その指輪が魔法のマジツク道具アイテムだとでも思っておるのか？　ただの銀細工であろう。我が『疑似生命体』ほどの価値も、意味もない。それにすがってなんとする？」

「意味がないなら──あたしが──意味をあげます」

〈創造者〉の視線を、真白は正面から受け止めた。

　胸の奥が熱い。揺ゆらがない、形のないものが、心の深いところで真白を支えている。

「この指輪はただの金属の塊かたまりだったのが──指輪になって、あたしと天巡くんと出会って大事な思い出と、あたしの、命がけで彼を守るっていう誓ちかいの印になったんです！　無意味なんかじゃないです！　これにはあたしがあげたちゃんとした意味が──あるんですっ！」

「じゃが、お主は自分の全てをイレギュラーに見せたわけではあるまい？」

　むしろ楽しそうに、淡たん々たんと〈創造者〉は告げる。

「〈生命体〉の凄すさまじい再生能力。擦さつ過か傷しよう、裂れつ傷しようはおろか失った器官さえも再生してしまう、不死に近い『繁はん殖しよく』の化け物。それがお主よ。例えばトカゲのごとくお主の四し肢しが再生するところを見ても、果たしてイレギュラーはお主の隣にいてくれるのかな？」




『だって、周防さんは「繁殖」のための化け物じゃないか』




　──違ちがうもん。

　──天巡くんは──そんなこと──言わない。

　内臓を冷水に浸ひたされたような悪お寒かん。『心配性しよう』の再来。

　浮うかびあがったばかりの真白の意識が、再び幻想世界に囚とらわれていく。

「つまらぬのぅ。『補正プログラム』を相手にした方がまだ楽しめそうじゃ」

〈創造者〉は半はん透とう明めいの翼つばさから伸のびる触しよく手しゆで、黒乃の身体からだを引き寄せた。

「『補正プログラム』がどれほど〝普通の人間〟に近いのか、どれほどの再生能力を持つのか。儂わしの『疑ぎ似じ生命体』は一日しか生きられぬ。人と寸すん分ぶん違たがわぬ疑似生命を作り出せるのはお主、〈生命体〉と──かつて、魔ま女じよケルトファリアを創造した『魔ま術じゆつ師しアグシーダ』のみ。

　あやつは〝雑音〟の呪じゆ詛そが作り出した、ただ一つの奇き跡せき。儂もまだまだ研究不足じゃ。

　そろそろ『創造衝動』を発散した方がよいな。開くか、『補正プログラム』の中身を」

　黒乃の身体を拘こう束そくしていた触手が、ほどけた。

　茫ぼう洋ようと光る赤い目をした『妖よう精せい』の輪の中に、黒乃の細い身体が落ちる。

「……くろ、の、を、傷つけたら、ゆるさない──からっ！」

「鬱うつ陶とうしいぞ〈生命体〉！　お主は何故にこれほど儂を苛いら立だたせる!?　『補正プログラム』に価値があるか？　〝普通の人間〟が作った指輪などに価値があるか？　どうしてこの世界に希望など見いだす？　この世界を無限の煉れん獄ごくとして楽しむ儂を否定するか──ならば」

〈創造者〉は真白を捕らえたまま、半透明の触手を頭上まで持ち上げた。

　赤すぎる口を三日月形に開き、残ざん酷こくな笑えみを浮かべる。

「暇ひまつぶしに再生能力の限界でも見せるがいい、〈生命体〉！」

　そして〈創造者〉は、真白を教室から廊ろう下かへと投げ飛ばした。

　かちり、と音がして、

　廊下に仕し掛かけられていた〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『遅ち延えんトラップ』が発動した。
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　──死んでくれ──イレギュラーよ。

　──たかがイレギュラーがこれ以上、管理者たる我の心を乱さないでくれ。

　──〝精霊〟の慈じ悲ひを受け入れ、右腕を切り落とさないのならば、死んでくれ。

　──原形をとどめずに死んでくれ。『遅延トラップ』にかかって死んでくれ。自然現象のように死んでくれ。死した〈超越者〉と共に我の記き憶おくから消えてくれ。塵ちりも残さず消えてくれ。二度と我が前に現れないでくれ。

　──イレギュラーよ、お前は、我を使命と、私自身の願いの、二つのベクトルに揺り動かす。

　──どうか、死んでくれ。消えてくれ。この無限舞ぶ台たいより立ち去ってくれ。

　──そして、どうか。

　──〝夢を見続ける神〟よ、汝の僕しもべたる〈角笛を吹く精霊〉が過あやまたぬように、慈悲を──。
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　その数分前。




　僕たちは学校の三階に通じる階段を駆かけ上がった。

『運命規定。壁かべは炸さく裂れつする』

「ああああもうっ！　しつこいっ！」

　どうしても全部の『遅延トラップ』は避さけきれない。

　僕はリトを引っ張って、三階へ向かう踊おどり場に転がり込む。寸前、階段の左側の壁が轟ごう音おんを立てて砕くだける。壁の破は片へんが散さん弾だんみたいに──。

『キュウウウウウウウウィ!!』

　僕とリトはぎりぎりで避けた。だけど『疑似生命体』と格かく闘とうしてた〝傷〟は脇わき腹ばらを射い貫ぬかれた。赤い鱗りん粉ぷんが飛び散る。感覚がリンクしてるから、〝傷〟の激痛が──こっちにも。

「がああああっ」

「お、おにーさんっ！」

　リトに、大だい丈じよう夫ぶ──って、答える余よ裕ゆうもない。

〝傷〟に胴どう体たいを抉えぐられた『疑似生命体』の『竜りゆう』が、長すぎる身体で階段をびたびた叩たたきながら、僕とリトを追いかけてくる。学校に、満足に動ける学生たちはいなかった。階段の踊り場や廊下の隅すみで何故なぜか、血を流してうずくまってた。『疑似生命体』に襲おそわれたのかもしれない。でも、同情してる場合じゃない！

「いい加減にしろっ『疑似生命体』！」

『美味シクナイッ！』

〝傷〟が『竜』の背中を駆け上がる。鶏とりガラのような頭に、拳こぶしを叩きつける。

　びくん　びくん

　蒸気があがる、『竜』が動くのをやめる。だらりと伸びた身体が階段を滑すべり落ちていく。

　リトの小さな手が、僕の手をしっかり握にぎりしめている。

　──お腹なかがすいた。

　リトの顔を見るたびに、視界に赤い渦うず──『果実』が目に入ってしまう。

　──お腹が、すいたよ。

　そのたびに、身体を絞しぼられるみたいな空腹感が胃い袋ぶくろを直ちよく撃げきする。

〝傷〟のなかにある『果実』への飢うえ。

　それがダイレクトに、僕に伝わって来る。

「なんで──なんで──こんな」

〝傷〟を起動している間、ずっとこれが続くのか？　でも〝傷〟を右みぎ腕うでに戻もどしたら、〈角笛を吹く精霊〉の『遅延トラップ』の線は見えなくなる。それに──。

　次に〝傷〟を起動した時、僕がどう変わってしまうのか分からない。

「おにーさん──やっぱり、怒おこってるんですか？」

「──え？」

　階段の手すりに寄りかかったリトが、潤うるんだ目で僕を見てた。

「ほのかちゃんの、ことです」

「違ちがう！　そうじゃない。お腹がすいただけ！」

「……お腹が？」

　リトは背中のリュックに手を突つっ込み、チョコレートバーを取り出した。

「はいどーぞ、おにーさん」

　なにか食べたら、この空腹感も少しはましになるかもしれない。

　僕はチョコレートバーを受け取ろうと手を伸のばした。

　その時──階段の下で、溶とけかけた『竜』の身体からだが跳はねた。振しん動どうと『疑ぎ似じ生命体』の体液で、僕の足が滑った。目の前にはリトの小さな身体。避けようとしたけど──でも、リトは逆に僕の腕うでを引っ張った。支えようとしてくれたのは分かるけど、無理。二十キロくらい差があるんだから。だから──。

　気が付くと僕は、踊り場の床ゆかにリトを押し倒たおしていた。

　汗あせで湿しめったボブカットの髪かみが、リノリウムの床で広がっている。

　柔やわらかい頰ほおと、大きな目。そして。

「……おにーさん？」

　リトの額にある赤い渦、『果実』。

『──食ベテイイ？』

　ずっと、我が慢まんしてきたから。

〈壊かい体たい者〉の『果実』を食べてから、真白も、リトも、ディンタニアも食べずに我慢してきた。

　お腹がすいてお腹がすいてお腹がすいて──。

『食ベテイイ？』

　僕はリトの頰を、両手で挟はさんだ。

　リトはなにかの覚かく悟ごを決めたような目で、僕を見てる。穏おだやかな──こんなに小さいのに、いつも僕のことだけを第一に考えてくれてる、優やさしい従妹いとこ。僕の、妹分。

　とっても美味おいしそうな。〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟、天巡リト。




『食ベテイイ？』




　気が付くと、三階に通じる階段から〝傷〟が赤い目で僕たちを見下ろしていた。

『食ベテイイ？』

「駄だ目めだっあああああっ!!」

　がこん

　僕は右腕を床に叩たたきつけた。そのまま、リトの上から飛び退のく。目の奥に、リトの頭の中で渦を巻く『果実』が焼き付いてる。右腕が痛い──胃を絞るような空腹感が消えない。

　リトの『果実』を食べたら、リトは全部忘れてしまう。

　僕とのことも、ほのかとの思い出も、もしかしたら、おかーさんの楓さんのことも。

　──壊こわしたく、ない。

　──僕はもう、誰だれも壊したくないんだ！

「お、おにーさん、なにがどうなってるんですかっ!?　病気ですかっ？」

「リト、次に僕がリトになにかしようとしたら、僕を突き飛ばして逃にげろ！」

「な、なに言ってるんですかおにーさん!?」

　起き上がったリトが手を伸ばしてくる。僕は、寸前でそれをかわす。

「〝傷〟のせいで、僕の感覚がおかしくなってるんだ。知ってるだろ？　〝傷〟は『果実』を喰くらう。あいつは〝端末〟の頭のなかにある『果実』が大好物なんだ──」

「はい──知ってます」

「僕の感覚が──〝傷〟に近くなってきてる」

　階段を早足で駆かけ上がりながら、僕はリトにむけて告げる。

「〝傷〟を起動すると、あいつの目を通して『遅ち延えんトラップ』が見えるんだ。

　でも〝傷〟の空腹も僕に伝わってきてる。

　今の僕は──リトを喰いたくてしょうがないんだ」

「わたしを、ですか？　おにーさんが？」

「リトの頭の中にある『果実』が見える。一番近くにいる〝端末〟がリトだから、〝傷〟はそれに反応してる。我慢はするけど──わからない。どこまで耐たえられるのか」

「そう、なんですか」

　リトは不意に、僕の真横で足を止めた。

　まるで神様に祈いのりを捧ささげるシスターのように、僕の前に膝ひざをつく。

「おにーさん。〈慈母〉は、おにーさんのための〝端末〟です。

　どうしても我慢できなくなったら、どうぞ、わたしを食べてください」

「……な、なに言ってるんだよリトっ！」

「ずっと考えてました。どうしてほのかちゃんじゃなくて、わたしが生き残ったのかって」

　僕の従妹、『日本一包容力のある小学生』は、澄すんだ瞳ひとみで僕を見上げている。

「もしもほのかちゃんがここにいたら、もっとおにーさんの力になれたはずです。

〈超ちよう越えつ者〉なら〈心配症〉に取り憑つかれた人たちをあっという間に元に戻もどすことができます。〈創造者〉の『疑ぎ似じ生命体』なんか全員まとめて土に還かえしちゃいますし、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『遅延トラップ』だって、全部無効化できたはずなんです。

　もしも──もしもですね。ほのかちゃんがここにいて、もしもわたしのようにバグっていたら、おにーさんは簡単に真白さんたちを助け出せたはずなんです」

　──そんなこと、ない。

　ほのかがもし生きていたら、僕は五年前に真白と出会うこともなく、二年間も落ちこんでることもなかった。リトがバグることもなく、僕が〝夢を見続ける神〟に目を付けられて、〝傷〟を植え付けられることもなかった。

　世界のシステムなんか、なにひとつ知らずに。

〝普通の人間〟として、生きていたはずなんだ。

「ほのかちゃんを殺したのは、わたしのおとーさんです。

　だからつまり──わたしがほのかちゃんを殺したようなものです」

「だからそれは違ちがうって言ってるだろ！」

「わ、わたしはほのかちゃんがいなくなったからバグって、だからおにーさんの側そばにいられるんです。もしもバグってなかったら、わたしは他のたくさんの人のために生きていたはずです。

　ほのかちゃんが死んだからわたしはおにーさんの側にいて──。

　おにーさんの側にいることを、わたしはうれしいって思ってるんです。悪い子、なんです」

　ぽろ

　リトの目から、涙なみだの粒つぶが落ちた。

　いくつも、いくつも。

「だから、おにーさんはわたしに怒おこってもいいんです。嫌きらってもいいんです。

『果実』を食べるくらい、なんでもないんですよ？」

「……駄目だよ。リト」

　僕はリトの手を摑つかんで、立たせた。

　大だい丈じよう夫ぶ──我が慢まんできる。

　リトは、僕の妹分だ。僕はまだ〝傷〟そのものにはなってない──まだ。

「正直、僕は〈英えい雄ゆう〉に会ったらなにをするか分からない。

　もしかしたら、リトのおとーさんも〝傷〟で襲おそってしまうかもしれない」

「……はい、わかってます」

「でも、ほのかはまだ小さい時に死んじゃったから、知ってる人が少ないんだ。僕の父さんと母さんと、楓さん、それに僕とリト。小さい頃ころの友達はほのかのことを忘れていくだろうし、たぶん、ほのかを覚えている人は、どんどん減っていくんだと思う。

　だから──リトには忘れて欲しくない。

　でも、もしもリトが、ほのかのことや〝端末〟のことを忘れたいって言うなら」

　ぶんぶんぶんぶん！

　リトはボブカットの髪かみを振ふり乱して首を振った。

「ほのかちゃんは、わたしの親友でした！　だから、忘れるなんて駄だ目めです！」

「うん」

　──〝傷〟！

〝傷〟は廊ろう下かで立ち止まり、僕たちが来るのを待っている。赤い目がまだ、リトを狙ねらっている。

　──〈創造者〉と〈心配症〉の『果実』をやる！　だからリトには手を出すな！

『キュイイイイイイイイイン!!』

　たどり着いた三階の廊下。僕たちの教室まで、間にドアが四つ。その全すべてが一いつ斉せいに開く。

　わき出してきたのは、無数の『妖よう精せい』たち。僕たちに向かって飛んでくる。

　廊下に張り巡めぐらされた『遅延トラップ』の無数の線。

　僕は〝傷〟を『妖精』の群れへと突つっ込ませる。『妖精』は〝傷〟に触ふれれば蒸発する。

　とにかく、真白と黒乃を助け出すのが先だ！

　僕たちは『遅延トラップ』の線を避よけて走り出す。




　その瞬しゆん間かん、




「再生能力の限界でも見せるがいい、〈生命体〉！」




　廊下の先で、教室の扉とびらが開いて、

　青白い顔をした真白が飛び出してきた。

『妖精』たちの向こう、廊下と壁かべを繫つなぐ、たくさんの赤い線。

　それに真白の身体からだが触れた瞬間、




『運命規定。古いにしえの巨きよ人じん族が使っていた石いし槍やりを、ここに』




〈角笛を吹く精霊〉の『遅ち延えんトラップ』が発動した。

　廊下の先の空間が歪ゆがんで、石でできた巨きよ大だいななにかが出現する。

　それはたぶん──『運命規定』でベクトルを規定された、石の槍。

　こっちに向かって──落ちて──。

　──まし──────────ろっ!?




　軽自動車ほどもある巨大な石の槍が、真白の身体を撥はね飛とばした。
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　ががががががががががががががっ

　廊下の壁を削けずりながら、石槍は僕たちの脇わきを通り過ぎた。

　挽ひき潰つぶされた『妖精』たちが、廊下に落ちる。

　でも──そんなことじゃなくて、

　真白は石槍に撥ね飛ばされて──左ひだり腕うでを潰されて、脇わき腹ばらを抉えぐられて、

「周防さんっ!!」

　床ゆかで跳はねて──転がる真白の右腕が、今度は別の赤い線に──触れそうになる。

　身体が完全に壊こわれても〈生命体〉なら再生するのか？

　わからない──真白が壊れる？──そんなこと試ためせるわけないだろっ!!

「間に合ええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　僕は右腕に爪つめを突き立てる。

「──加速しろ！　〝傷〟!!」

　ディンタニアと戦った時にそうしたように、右腕の『木の実』を握にぎりつぶす。

　僕なんかどうなっても構わない。〝傷〟そのものになるならそれでもいい！

　僕の右腕から血がしぶいた。でも、感じない。痛みなんか感じない！

『キュイイイイイイイイイイイイイイアアアアアアアアア！』

〝傷〟が駆かける。

　できるはずだ。一度でいい。

　完全に操あやつれ。一ミリの狂くるいもなく。

　真白には絶対に触れない──ようにっ!!

「〝傷〟！　〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が生み出した『遅延トラップ』を喰くらえ!!」

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイ』




　真白の右腕が力なく垂れて、

　赤い線を遮さえぎる、直前、

　残像を残して、廊下の端はしまで一いつ瞬しゆんで駆け抜ぬけた──〝傷〟が、

　縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされていた全ての『遅延トラップ』の赤い線を消し去った。




「間に合った──？」

　僕は真白に駆け寄り、抱だき起こした。

　真白の左腕はひしゃげて、完全に潰れてる。制服の脇腹が裂さけて、血がどくどくとあふれてくる。手で押さえても止まらない。リトが駆け寄ってくる。でも、応急処置で間に合うような怪け我がじゃない。なんで──〈生命体〉の再生能力が──起動してない？

「あ、あまめぐ──り」

　教室から黒乃の声がした。

　月明かりの中、黒乃の身体が浮うかび、ローブを着た〈創造者〉と向き合っている。

　歯をむき出して笑う〈創造者〉。

　黒乃の足元を無数の『妖よう精せい』が這はい回ってる。

「あまめぐり──ましろを、目覚め、させて。『心配性』の夢、みてる」

「──夢？」

「天巡を、〝雑音〟の姫ひめ君ぎみに取られる──って、抱き合って、キスしてる──幻げん想そう──に」

「黒乃っ!!」

「私は後回しっ！　真白を──幻想から──救って。安心、させてっ！」

　黒乃は震ふるえる腕うでで〈創造者〉の頭に鞘さやのままのハートブレイカーを叩たたきつける。

「真白を安心させてあげてっ！　お願い。〝雑音〟の姫君のものになんかならないって──」

「レポートを書くか。『心配性』に陥おちいった場合、〈生命体〉の再生能力は停止する──と。

　儂わしの不注意だが、仕方あるまい！　有史以来〈心配症〉の能力に感かん染せんした〈生命体〉など存在せぬのだから！　〝端末〟は〝端末〟を殺せないのだからのぅ！」

〈創造者〉が僕を見た。

　真っ赤な──『創造衝しよう動どう』の発動した目で。

「だから──だからあんたは気持ち悪いって言ってるんだ！　〈創造者〉!!」

「おおイレギュラーと〝傷〟か！　どっちがいいかのう。『補正プログラム』か、〝傷〟か。研究材料が二つもできたわい。さあ、分解させよ解かい剖ぼうさせよ中身をすべてさらけ出せ！　欲しい欲しい欲しい欲しい欲しい欲しいがががががががががががががが！」

『妖精』の群れが僕たちに向かってくる。

　僕が指示を出す前に、〝傷〟は開いた扉とびらの前に立ちはだかる。腕を振ふるう。蹴けりつける。

『「木ノ実」美味シカッタノ』

〝傷〟は『妖精』たちを片かたっ端ぱしから蒸発させていく。

　でも、進めない。数が多すぎる。波が──押し寄せてるみたいに。

　真白は──ぐったりと倒たおれたまま、動かない。

　真白が死んだら黒乃も死ぬ。




　血を流して倒れてる、真白が、重なる。

　血を流して死んでしまった、ほのかに。




　あの時、僕はどうした？

　真白の目は閉じてる。呼吸は、まだしてる。浅い。〈心配症〉の幻想世界に囚とらわれてる──だから、〈生命体〉の再生能力が働かない──このままだと──死ぬ。

　噓うそだ──真白が、死ぬ？




『大好きです。天巡くん』

『天巡くんが死んだらあたしも死ぬんです！』

『天巡くんはあたしが守ります。なにがあっても、絶対』




　僕は真白を守る。なにがあっても、絶対。

　真白が死んだら僕が〝傷〟に喰われる──からじゃない。

　自分で決めた。無限舞ぶ台たいに居場所を作って、世界のシステムを壊こわすって。

　ほのかが死んでしまったあの日──自分が宣言したことを──思い出してしまった。

　あの時の真白は、運命を告げにきた天使みたいに見えた。でも、その天使は哀かなしい目をしていて──泣いていた。まっすぐに僕を見つめて、祈いのってるように見えたんだ。

　この世界はとても残ざん酷こくなシステムで動いてるって──噓みたいな真実を、告げて、それでも。

　自分の言葉を信じて欲しいって。

　自分を傷つけて、血を流しながら、それでも、わかってほしいって泣いてた──。




　忘れようとしてた記き憶おくが、一いつ瞬しゆんで甦よみがえってくる。

　逃にげない。もう、絶対に忘れない。僕には逃げ場なんか、もうどこにもないんだ。

　──五年前。

　止まってしまったほのかの呼吸を呼び戻もどそうと、何度も試ためした人工呼吸。

　自分の命を、移し替かえるみたいにしたけど──でも、なんにもならなかった。

　じゃあ──今は？




「お願い、だから──僕の目の前で──いなくならないで、真白」




　気が付いたら、真白の唇くちびるがすぐそこにあって。

　僕は真白にキスをしていた。

　とくん

　とくん　とくん　とくん

　まるで、心臓の鼓こ動どうがシンクロしたみたいに──。

　まるで、二人の呼吸をひとつに合わせたみたいに──。

　僕と真白の、境目がなくなったような、気がした。

　血のにおい。

　真白のにおい。

　僕のにおい。

　体温。

　呼吸。

　ひとつになって──吸い込まれていくみたいだった──真白の中に。

　僕が真白になって、真白が僕になったみたいで──なにがなんだか、もう、分からなかった。

　どのくらいそうしていたのか。

　僕は身体からだを離はなして、真白を見た。

　真白はいつの間にか、目を開けていた。

　少し血のついた唇を震ふるわせて、真白は。




「きゅむ？」




　いつもの子犬のような声で鳴いた。

　脇わき腹ばらからの出血が止まる。

　真白の腕うでが──再生していく。傷一つない、真っ白な、芸術品みたいな腕に。




「……よくも、好き勝手やってくれたわねっ！」

　黒乃が〈創造者〉の腕をふりほどき、教室の床ゆかに降り立つ。

　黒乃も、正気を取り戻してる──？

　それに、さっきまで変な方向に曲がってた左腕が、再生してる。

「ほぅ、〈心配症〉の能力を抜ぬけ出したか。興味深いのぅ」

「あったりまえでしょ！　真白に取り憑ついたキーワードは天巡を取られること。私に取り憑いたキーワードは真白と天巡がまだキスも『繁はん殖しよく』もしてないことなんだから！　目の前でちゅっちゅされたら、〈心配症〉の汚お染せんなんか日向ひなたのアイスクリームなんだからねっ！」

　黒乃の手の中で、ハートブレイカーの鞘さやが砕くだけ散る。

「目覚めろ、はああああああああああああと！　ぶれいかあああああああああっ!!」

　ざわ、と教室の『妖よう精せい』たちがざわめく。

　灼やけた白銀の鞘の破は片へんが、彼らの頭上に降ってくる。

「真白と天巡はそこにいて！　これからこいつを焼き殺してやるんだからっ!!

　私は──役立たずなんかじゃないってこと証明してやる!!」

〝傷〟を突とつ入にゆうさせようとした僕を、黒乃は手を上げて制した。黒乃が左手に握にぎっている魔ま剣けん、ハートブレイカー。一昨日おとといと同じだ。実体を現した灼しやく熱ねつの刃はが、どんどんと肥大化していく。でも、どうして？

　ハートブレイカーは真白に嫉しつ妬としてなければ使えないはずじゃなかったのか？

　前は僕の頰ほおにキスをすることで──無む理り矢や理りだけど、黒乃は嫉妬心を発動させた。

　じゃあ、今回は？　キスどころか手も繫つないでないのに。

「へ、変な勘かん違ちがいしてないでしょうねっ!?」

「な──なにを？」

「こ、これはハートブレイカーがバグっちゃってるだけなんだから！　天巡と真白がキスしてるの見て、嫉妬したとかそんなふうに思ったりしてるんじゃないでしょうねこのばかっ！」

「す、するわけないだろ！」

「ああもうああもううるさいっいらいらするうううううううっ!!」

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが、爆はぜた。

　僕は真白とリトの頭を摑んで、床に伏ふせた。

　ハートブレイカーが、四方八方に雷らい光こうをまき散らしてる。

　床の上に溜たまっていた『妖精』たちを細かい電でん撃げきが取り囲み、灼いていく！

「おおおおおおおおおっ！　楽しいぞイレギュラー！　『補正プログラム』！　なんと興味深い！　なんとここは多た彩さいに満ちた世界か！　儂わしは汝なんじ等らの全すべてを知るぞ！　そしてそれをエッセンスに真なる生命を作り上げるのじゃ！

　お主等全員、まとめて儂の研究材料となれ!!」

「私は私の大切な人たちのものなんだからっ！

　あんたのものになんかなるわけないでしょこのばかあああああああっ!!」

　黒乃がハートブレイカーを突つき出す。

　背中の翼つばさが〈創造者〉本体を包み込む。

　黒乃に向かっていく『妖精』たちが消し炭になっていく。

　窓ガラスが一いつ斉せいに割れる。机の脚あしが沸ふつ騰とうし、弾はじけ飛ぶ。

「ゆ、ゆけい、突とつ撃げき部隊っ！」

〈創造者〉の声が響ひびく。彼女の身体を包み込んでいた翼に、小さな穴が空く。そこから角の生えた、小さなクリーチャーが飛び出してくる。

　それが隙すきになった。

　翼に空いた穴に──ハートブレイカーの雷光が吸い込まれる。

「焼き尽つくせ！　はああああああと、ぶれいかああああああああああああああああああっ!!」

　耐たえきれなくなった〈創造者〉の翼が沸騰し、無数の泡あわになって──消える。

　そして教室から溢あふれ出すほどの雷光が〈創造者〉の身体からだを貫つらぬいた。




「は、は、はははははははははははははははは。楽しい世界よ」

　焼やけ焦こげた身体で──それでも〈創造者〉はまだ生きていた。

　ローブがハートブレイカーの電撃をある程度中和したのだと、〈創造者〉は言った。

「ここで終わらせるつもりかの？　イレギュラーよ。

　儂はこの世界の技術の進化を司つかさどる者。〈創造者〉の技術によって〝普通の人間〟は遠くを見ることも、空を飛ぶこともできるようになった。儂の研究である『疑ぎ似じ生命体』も、近い将来、人が失った器官を再生するのに役立つもの。〈生命体〉ほど便利ではないがの。

　もういらぬか？　〝普通の人間〟は今ある技術で、満足したのか？」

「〈創造者〉一人が、世界を進化させてきたわけじゃないだろ」

「……そういう考え方もあるか。まあいい。

　のう、イレギュラーよ、儂を喰くうなら〈心配症〉も喰ってやっておくれ」

　灼け焦げた頰を緩ゆるめて、〈創造者〉は笑った。

「他者を『不安衝しよう動どう』に巻き込むのは、そうしないと己おのれが不安で生きていられないため。

　あれも哀かなしい〝端末〟じゃ。解放して──おくれ」

「ひとつだけ聞いてもいいかな」

〈創造者〉の──『衝動』が消えた──青い目を、僕は見返した。

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は、どうして手を出して来なかったんだ？」

〈創造者〉と戦ってる時も、〈心配症しよう〉から逃にげてる時も、

『運命規定』で遠えん隔かく攻こう撃げきされたら、僕たちは簡単に殺されてた。

「さあの。〝精霊〟の考えることなど知らぬよ。それで、どうするのだ？　イレギュラーよ。

　儂を喰らうか、殺すか？　それとも〝雑音〟に引き渡わたして〈世界〉を作るか？」




　お腹なか、すいた。




「見み逃のがすという選せん択たく肢しはもう、なかろ？」




『食ベテイイ？　果実果実果実果実。

〈創造者〉ノ「果実」。〈生命体〉ノ「果実」。〈慈じ母ぼ〉ノ「果実」』

「〝傷〟」

　僕は、この世界のシステムを壊こわすって決めたんだ。

「喰っていい。〈創造者〉を、喰らえ」




　最後まで、目を逸そらさなかった。

　僕の右みぎ腕うでから生まれた青白い生き物が、〈創造者〉の『果実』をえぐり出して喰らうのを。




「──────ひぃ」

　廊ろう下かから、押し殺した悲鳴が聞こえた。

　開いたままの教室の扉とびらの向こうに、たくさんの男子生徒が集まっていた。

　いつから、ここにいたんだろう。

　廊下にはまだ、真白の血がついた軽自動車サイズの石いし槍やりが転がってる。でも、みんなの視線は、制服が破れてむき出しになった真白の腕うでと、脇わき腹ばらに集中してる。

「……化け物」

「うん。そうだよ。僕は右腕に化け物を飼ってるんだ」

〈創造者〉を喰らって満足したのか、右腕のアザに戻もどっていったけど。

　でも、僕の答えに、みんなが一斉に首を振ふった。

「ぐちゃぐちゃにひしゃげてたのに、周防さんたちの、腕」

「うん」

「もう治ってる──」

　声にならない悲鳴が廊下に充じゆう満まんしてる。廊下に立ち尽くしたまま、誰だれも、僕を襲おそって来ようとしない。ちょっと前まで〈心配症〉に駆かり立てられて、僕を囲んで殺そうとしてたのに。

　そっか。みんな、真白の身体が再生するのを見たんだ。




『〈心配症〉の能力から抜ぬけ出すには、〈心配症〉本体を消すか、本体が能力を解除するか、キーワードを無効化するしかないんです。

　例えば今、感かん染せんしてる人たちが真白さんに恋こいをしなくなるか、真白さん本人がいなくなれば、「心配性」の効果は消えます』




　リトはそう言ってた。

　みんな、真白が自分たちとは違ちがう生き物だってことに、気づいたのか。

　左腕を潰つぶされても、脇腹を抉えぐられてもキスするだけで再生してしまう少女に──恋するのは、〝普通の人間〟には無理なのか……。

「みんな、まだ僕を殺したいって思ってるのか？」

　僕は訊きいた。

　答えは、廊下を揺ゆるがすような絶ぜつ叫きようと、先を争って逃げ出すみんなの足音だった。

　みんな、『心配性しよう』が解けたんだ。

「……はぁ」

　僕は溜ため息いきをついて、焼け焦げた教室の床ゆかに座り込んだ。

　あれ？

　床に、なにか描かいてある。こぼれたペンキで書き殴なぐったような、小さな絵。

　手を繫つないだ男の子と二人の女の子。それと、

『──それでもあたしは天巡くんと黒乃がいる、この世界が好きです』

　子供がクレヨンで書き殴ったみたいな、ぐちゃぐちゃな文字。

「あ、あの、天巡くん」

　気が付くと、真白が僕の顔を覗のぞき込んでいた。

　僕の前にしゃがんで──本当にすぐ近く。

　真白の瞳どう孔こうのかたちが分かるくらいの距きよ離りで。

「お願いがあるんです」

「うん、僕も周防さんに訊きたいことがあるんだ」

　まだ、終わってない。〈角笛を吹く精霊〉も〈心配症〉も残ってる。

　それに学校、これからどうしよう。もう僕たちがみんなとは違う人間だってことがばれてしまった。真白の再生能力のことも、黒乃のハートブレイカーのことも、〝傷〟のことも。

「確かめて、欲しいんです」

「うん、僕も周防さんに確かめたいことが。

　五年前の冬の日、病院の近くの橋の上でうわぁっ!?」

　な、なんでいきなりブラウスのボタン外しはじめるんですか周防さん？

「天巡くんに見て欲しいんです」

「な、なにを？」

「あたしの身体からだに、傷が残ってないか」

　なんだか熱っぽい溜息をついて、真白が真っ赤な目で僕を──え？

　赤い目って──まさか!?

「あ、ごめん、天巡。言うの忘れてた」

　僕の後ろで、何故なぜかリトをはがいじめにした黒乃が、明後日あさつての方向を見てた。

「〈生命体〉の〝端末〟はキスすると『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動するの」

「……………………そ、そういうことは早く言ええええええええっ！」

「しょ、しょーがないでしょ！　〈生命体〉は『繁殖衝動』が発動してる時が、一番身体が活性化するんだから。身体がぽっかぽかになって、再生能力だってすっごく高くなるのっ！

『恋こい人びとの怪け我がを治す力』もパワーアップするから、天巡が致ち命めい傷しようを受けた時なんかは、真白にキスすれば治してもらえるかもしれないわよ？」

「──って、こんな時でも僕たちを『繁殖』させること考えてるのかよ黒乃はっ!?」

「あのね天巡、あんた、自分をみくびってない？」

「……みくびるって、なにが？」

「あんたは捕とらわれてた私たちを助けてくれた、真白にとってはヒーローでしょ？　童話とか──真白の大好きな絵本にもあったんだけど、苦難を乗り越こえて悪者をやっつけたヒーローは、ヒロインと恋に落ちるの、結ばれるのよ──その場で」

「そ、その場で!?」

「あ、一部私のアレンジが入ってるけど」

「勝手にアレンジするな！　そんな絵本があるもんか！」

「うん。子供向けにそんなこと描けないものね。だから『二人はいつまでも幸せに暮らしました』って、ぼかしてあるんでしょ？」

　だ、駄だ目めだ。黒乃まで暴走してる。って、僕と黒乃が話してる間に、真白がブラウスのボタンを外し終わってる？　もじもじと指をからめながら、真白は僕に近づいてきて──。

　しゅる

　──と、ボタンの外れたブラウスが、真白の肩かたから滑すべり落ちた。

　現れたのは滑なめらかな、真白の肩。

　さっき〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『遅ち延えんトラップ』のせいで、ひしゃげていた左ひだり腕うで。でも、傷は残ってない。脇わき腹ばらも生まれたての赤ちゃんのような綺き麗れいな肌はだだった。ピンク色になってるのは──身体が、火ほ照てってるから？

　真白の息が荒あらい。目は、真っ赤だ。顔も。

　というか僕の顔も火傷やけどしそうなほど熱くなってるのは、なんで。

「……天巡くん、ちゃんと見てください」

「み、みた。みたから、だいじょぶ」

「どうして目を逸そらすんですか。もしかして、気になるところに傷が残ってますか？」

「き、気になるところってっ？」

「腕うでとか──お腹なかとか──その」

　真白が僕の手を取る。両手で──思いっきり目を逸らしてるから分からない。指先に柔やわらかいものが触ふれてる。人ひと肌はだの薄うすい布のようなもの。なんだこれ。真白の、下着？　ばくん、ばくんと破は裂れつしそうなほど鼓こ動どうしてるのは僕の心臓。それとも、真白の？

「じゅ、十歳児の前で十八歳未満禁止のことしないでください！」

「天巡と真白はこれから大人の階段登るんだから、邪じや魔ましないの、ちびっこ」

「ちびっこじゃないです！　わたしはおにーさんの許いい嫁なずけですっ！」

「はーいはいはい。話はあとで聞いてあげるからねー。大人しくしよーねー」

「子こ供ども扱あつかいしないでくださいもがぁっ」

「子供扱いなんかしてないです──リトちゃんは、あたしの、ライバルです」

　うっとりとした声で真白が呟つぶやく。ライバル？　リトが？

「だって、天巡くんのリクエストに応こたえて、水着で一緒にお風呂に入っちゃうんですよね」

「リ、リクエストなんかしてない！」

　そこまで僕を駄目にんげんだと思ってるんですか周防さんっ!?

「大丈夫です。あたしも水着で一緒にお風呂入るくらい、全然おっけーです」

「間違ってる。それはなにか人として間違ってるから！」

「……きゅむ」

　真白の答えは熱を帯びた、いつもの鳴き声。

　なんだか頭がぼーっとしてきた。僕はこれから、なにをするんだっけ。

　確かめなきゃいけないのに。

　五年前のことを。真白と僕が出会ったのが偶ぐう然ぜんだったのか──どうか。

　僕に〝夢を見続ける神〟が目を付けた理由はなんだったのか。

　ぎぎぎ

　あれ？　思いっきり目を逸らしてるはずなのに、首が勝手に真白の方を向いていく。

　柔らかい布地に触れていた右手が、なんだかすべすべしたものに触れて──段々と、下へ。

　え、あ、うわ。

　まずい。まずいまずいまずいまずいこれはすごくまずいっ！

　これ以上進んだら戻もどれなくなる。理性が吹っ飛ぶ。とっくに覚かく悟ごは決めてるけど、それは真白を守る覚悟で、真白を『繁殖』させる覚悟じゃない──そっちの方の覚悟はまだ全然──。

　からん

　──不意に、足あし下もとに落ちた真白のブラウスから、なにか小さなものが転げ出た。

　白い、陶とう器きのような四角い──墓標。あれは。

「〈壊かい体たい者〉の〝流転骨牌〟!?」

「きゅむ？」

　僕は床ゆかに落ちたそれを拾い上げた。

　円えん筒とう形の台座。傷ひとつない完全な直方体。裏面にどこかの言葉で文字が書いてある。

　間ま違ちがいない。これが、ディンタニアたちが僕とリトをさらってまで手に入れようとしたもの。

『中有の居城』への門を開くために必要な──最後の〝流転骨牌〟だ。




「それを渡わたして、お願い、カケル」

　窓の外に、白い影かげが浮うかび上がった。

　月明かりの下、巨きよ大だいな翼つばさを広げた『完全なる恋人』。ねじれた腕が二人の人間を抱かかえている。

　一人は、白衣を身に纏まとったディンタニア。
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　もうひとりは──がっくりと首を垂れた小さな影──あれは〈心配症しよう〉？

「〈心配症〉はディンタニアが捕つかまえたの。でも〈創造者〉は、間に合わなかったのね」

　むにゅ

　真白が僕の背中に抱だきついてくる。目は真っ赤だけど、顔からは血の気が引いてる。そうか、さっきまで真白は〈心配症〉の幻げん想そう世界で、僕とディンタニアが絡からみ合ってるのを見させられていたんだ。恐こわくなったのかもしれない。でも──だからって。

　すりすり　すりすり

「……きゅ、きゅむ」

　背中に胸をこすりつけてくるのはなんか違ちがうっ！

『繁はん殖しよく衝しよう動どう』のせいだってのは分かってるけど、緊きん張ちよう感かんなさすぎだ！

　黒乃がハートブレイカーを構えて僕の前に出る。リトは僕の後ろで、リュックから取り出した子供用の包丁を摑つかんでる。

「〝流転骨牌〟を渡して、カケル。

　でないとディンタニア、カケルに〈心配症〉を使わなくちゃいけなくなるの」

　ディンタニアの紫むらさき色いろの瞳ひとみが揺ゆれてる。

「〈心配症〉にはディンタニアの『ティーチング』が掛かかってる。だから今は、この子はディンタニアの道具。この距きよ離りならカケルの〝傷〟より〈心配症〉の能力の方が速いの」

　カプセルから出たばかりなのか、ディンタニアの両足の間を青白い液体が伝い落ちてる。プラチナブロンドと、白衣が、濡ぬれた身体からだに張り付いてる。

「〈心配症〉が僕に効かなかったら？」

「可能性は、あるの。カケルは巨大なバグのひとだから」

「そしたら、〝傷〟がディンタニアの中にある『果実』を全部喰くい尽つくす」

「そうね、そうなるかも」

〝傷〟の食しよく欲よくは、だんだん僕にも抑おさえられなくなってきてる。

〝傷〟にとって『果実』を五つ取り込んだディンタニアは、最も美味おいしい餌えさだ。今〝傷〟を発動したら、そのままディンタニアの『果実』を全部喰ってしまうかもしれない。

「そうしたら、この校舎ごと全部吹ふき飛ばすことにするの」

　なんでもないことのように、ディンタニアは言った。

「ディンタニアは、カケルに逢あうためだけに学校に来ていたわけじゃないの。〝雑音〟が校舎を吹き飛ばす指向性の爆ばく薬やくをセットしていたから、それが上手うまく行ってるかどうか確かく認にんするために来てたのよ？　見たでしょ？　学校に何人も〝雑音〟が潜もぐり込んでいたの」

　ディンタニアの言葉に、僕は数日前に見た光景を思い出した。

　屋上で出会った時も、教室前の廊ろう下かで待ち伏ぶせされた時も、ディンタニアは窓から、工事中のグラウンドを眺ながめていた。ステージの補強作業とスプリンクラーの付け替かえ作業。

〝雑音〟は、世界終しゆう了りようを願う秘密の組織。

　僕に会うためだけに、その姫ひめ君ぎみが〝普通の人間〟の前に姿を見せたりはしない──？

「だから、ね、〝雑音〟はこの校舎を吹き飛ばすくらいのこと、簡単にできるの。

　でも、ディンタニアはカケルを殺したく──ないの」

「……どうして？」

「ディンタニアの中で、小さな子供が泣いてるから」

　宙に浮かんだまま、ディンタニアは白衣の胸を押さえた。

「だけど、博士に怒おこられたの。目的を忘れたのかって。こうしてカケルと話していられる時間ももう、残り少ない。〈角笛を吹く精せい霊れい〉が来る前に決断しないとなの。だから──お願い」

「ディンタニアは最初からここまで計画してたのか？」

　もしも、本当に〝雑音〟が校舎に爆薬を仕し掛かけていたとしたら、ディンタニアたちは〈心配症〉と〈創造者〉が僕たちをこの場所におびき寄せるのを読んでいたということになる。

　ディンタニアは、初めからこの場所が戦いの舞ぶ台たいになることを計算に入れてたのか？

「もしも、僕たちが〈心配症〉と〈創造者〉に負けてたら、どうするつもりだったんだ？」

「全部吹き飛ばして、瓦が礫れきから〝流転骨牌〟を回収してたの」

「だけど、僕たちは勝った──たぶん、今のところは」

「時間がないの。お話してる暇ひまなんかない。

　カケルたちにディンタニアの提案を拒こばむ力がないってことはちゃんと分かってるのよ？」

　ディンタニアは僕たちから距離を取ってる。

〝傷〟でも、ハートブレイカーでも間に合わない位置で、僕の答えを待っている。

「ディンタニアは……それでいいのか？」

「いいの」

「本当に？」

「時じ間かん稼かせぎはずるいの、カケル」

「ディンタニアの中で、小さな子供が泣いてるんじゃないのか？」

「だから、なに？」

「僕は、その子を知ってるかもしれない」

　昨日〝雑音〟の施し設せつで見た、幼児化したディンタニア。僕が身体をふりほどいただけで、コンクリートの床ゆかに座り込んで泣き叫さけんでた。「カケルがディンタニアのこと捨てた」って。

　あれは、ディンタニアのもう一つの人格なのかもしれない。

　僕は〝流転骨牌〟を摑んだまま、前に出た。

　幼児化したディンタニア。

　世界を終わらせる〝雑音〟の姫君のディンタニア。

　ディンタニアの中にいる二人の少女。

〝雑音〟の姫君は目的を果たすためには手段を選ばない。

　でも、無む邪じや気きで泣き虫のディンタニアもいるんだ。今もその子は、〝雑音〟の姫君の中で声を上げて泣いている。僕を爆ばく弾だんで吹き飛ばすことなんて──たぶん、できない。

　黒乃は「甘い」って怒るかもしれない。

　こんなの、賭かけにもならない。

　ここでディンタニアから〈壊かい体たい者〉の〝流転骨牌〟を守ったってどうにもならない。〝雑音〟はこれを絶対に諦あきらめない。

　だけど──真白が床に書いてたあの言葉。

『──それでもあたしは天巡くんと黒乃がいる、この世界が好きです』

〈心配症しよう〉の能力に、心をぐちゃぐちゃにされても──真白は──絶望しなかったんだ。

　だから、僕はディンタニアに宣言した。




「お願いだディンタニア。〝雑音〟も〝普通の人間〟も生きられる世界を考えるから──絶対に見つけてみせるから、だから、終わらせるのはやめて──」

「カケル」

『完全なる恋こい人びと』の翼つばさ。泣きそうな顔のディンタニア。

　白い腕うでを僕に向かってさしだして、そして。




「ごめんね、駄だ目めなの」




　目の前をプラチナブロンドが通り過ぎ──遅おくれて、僕の右手から血が──噴ふき出した。

『完全なる恋人』のかぎ爪づめが──手を抉えぐっていった？　〝流転骨牌〟が落ちる。白い化け物の身体からだに突つき飛ばされた──視界が回る。

「真白！　天巡！」「おにーさんっ！」

　黒乃とリトが僕たちの真下にスライディングしてきた。床に身体を叩たたきつけられる直前、黒乃の悲鳴──リトの身体で二人分受け止めるのは無理だから、とっさに身体をひねって避よけた。

「駄目なの、駄目なの。駄目なのっ！」

　ディンタニアは僕の血がついた『完全なる恋人』の爪を撫なでながら、叫んだ。

「駄目なの。これは〝雑音〟の悲願なの！　カケルがなにを言ったって変わらないの！　ディンタニアには選んでる時間なんてないの。こうしてるのだって──もう、限界なの」

「自分が無む茶ちや言ってることぐらい分かってるよ！」

　世界のシステムの変え方なんか、わからない。

〈角笛を吹ふく精霊〉を消したら次の〝精霊〟がやってくる。無限舞台の無限ループ。〈角笛を吹く精霊〉を消して、次の〝精霊〟を消して。そんな対処法しか思いつかない。

〝夢を見続ける神〟なんか喰くってしまいたい。勝手に世界を創造して、飽あきて、〝精霊〟のシステムに乗っかって世界を眺ながめて楽しんでいる神様なんか──いらないっ！

「それに時間なんか、あげられないの。〝雑音〟はもう準備をしてるの！」

　──まさか。

〝雑音〟は先を読んで動いている。

　学校に爆弾を仕し掛かけたのも、僕にディンタニアが接せつ触しよくしてきたのも。

「他の〝流転骨牌〟は、ディンタニアが起動したあとなの」

〝雑音〟は、もう〝流転骨牌〟を使う儀ぎ式しきの準備を始めてるのか!?

「あとは〈壊体者〉の牌はいを起動すれば〝流転骨牌〟で囲んだ空間に『中有の居城』への門が生まれる。駄目なの。ディンタニアがなにを言ったってもう止まらないのっ!!」




「罪」




　声が聞こえた。割れた窓の外から──くぐもった、子供のような声が、微かすかに。




「罪を数える。ひとつ、ふたつ、みっつ。

　既すでに有罪。汝は、七つの懲ちよう罰ばつを受けるべき者。

　瞑めい目もくせよ。私は汝なんじの罪を断たち、死をもって償つぐなわせる『赤き甲かつ冑ちゆう』」




　次の瞬しゆん間かん、

　音を立てて校舎が崩ほう壊かいした。
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「……一度だけ助けてあげる。カケルはさっき、ディンタニアたちを助けてくれたから」

　白い翼が僕たちを包み込んだ。

　すぐそこには、ディンタニアの湿しめった白衣。

『完全なる恋人』の腕がディンタニアを抱だきしめ、かぎ爪のついた両足が、僕と真白の身体を挟はさみ込んでいた。

「黒乃──リトも、早く！」

「カケル以外の人は呼んでないのっ！」

　ディンタニアの言葉を無視して、黒くろ乃のとリトも『完全なる恋人』の両足にしがみつく。壁かべと床ゆかが粉々になって崩くずれ落ちていく。〝雑音ノイズ〟の爆ばく弾だん？　ディンタニアがまだここにいるのに？

「あのね、ディンタニア、カケルを見捨てようとすると泣き声が大きくなるの。どうして？

　どうしてカケルはこんなふうに、ディンタニアを壊こわすの？」

「わからないよ──そんなの！」

　僕たちを抱かかえたまま、『完全なる恋こい人びと』が窓から飛び出した。

　視界がくるり、と回転する。灯りの消えた町。まだ赤い光が点滅してる踏切と、焼け焦げた車。学校の敷地の外へ逃げていった男子生徒たち。そして、崩れていく校舎。

　ビルが爆ばく破は解体されるのをテレビで見たことがある。目の前で起こっているのは、それと全く同じだった。校舎は自分自身の重みに耐たえられなくなったように、破は片へんを散らしながら地面に沈しずみ込んでいく。

　あの中には〈創造者〉がいる。〝端末〟じゃなくなった赤い髪かみの女性が。

　でも、もう姿が見えない。降り注ぐ瓦が礫れきの向こうに隠かくれて──助けることが、できない。

「わからないよ──ディンタニア。〝雑音〟は僕たちを殺すつもりだったんじゃないのか!?」

「違ちがうの！　これは〝雑音〟の仕し業わざじゃないの！」

『完全なる恋人』が急降下する。

　グラウンドの上を水平に滑かつ空くうしながら、僕たちの身体を放す。

「きゅむうううううっ！」

　真白の悲鳴が響ひびいた。

　僕たちは砂すな煙けむりをあげてグラウンドを転がる。僕と真白、黒乃とリト、四人分の身体が絡からみ合い、グラウンド脇わきの植木にぶつかってやっと停止する。口の中が砂まみれだ。身体は──どこも折れてないし血も出てない。僕の真横に転がってるリトも無事。黒乃も──服はぼろぼろだけど大だい丈じよう夫ぶ。真白は──。

「──うわ」

　僕の真下で気を失ってる真白。あちこち擦すり傷がついてるけど──〈生命体〉の再生能力であっというまに消えていく。でも──下着姿のまま転がったから服は完全にぼろぼろで、殆ほとんど身体からだを隠す役目を果たしてない。

　なにもつけてないし、はいてないのと、変わらない。

「く、黒乃！　周防さんにこれ！　着せてっ!!」

　僕は目を逸そらして、真白の身体のあるあたりに上着を投げた。

　文化祭の準備が終わったばかりのグラウンド。

　僕たちがいるのは、その端はし。

　土つち煙けむりがあがってる。

　さっきまで校舎だったもの──崩れたコンクリートの山から、まるで積乱雲のように。

　ディンタニアはグラウンドの中央に着地した。

　夜風に白衣とプラチナブロンドをなびかせて、じっと、土煙の中心を見つめてる。

「『完全なる恋人』！　〈心配症〉と〝流転メタフ骨牌エシス〟を〝雑音〟のトラックに運んで!!」

　ディンタニアが『完全なる恋人』の手に〈壊かい体たい者〉の〝流転骨牌〟を握にぎらせる。顔のない白い天使は頷うなずき、〈心配症〉の身体を抱えて飛び上がる。校舎の外。月明かりを受けて光る──銀色のコンテナを備えたトラックに向かって。

　一いつ瞬しゆんだけ、紫むらさき色いろの瞳ひとみが僕を見た。

　どうして、あんな、泣きそうな顔、してるんだろう。

「カケルお願い！　なんでもするから今だけディンタニアと一いつ緒しよに戦ってっ!!」

　ディンタニアが僕たちに向かって駆かけてくる。

　翼つばさを広げた『完全なる恋人』が土煙を切り裂さき、まっすぐ、学校の外へ飛んでいく。

　白い天使が校門の真上を通り過ぎた──とき、




　空気に亀き裂れつが走り、『完全なる恋人』の片方の羽根が落ちた。




　がががっ

　白い天使は墜つい落らくし、地面にねじくれた身体を擦こすりつける。抱えていた〈心配症〉も一緒に。

「──しっぱい──軟なん着ちやく陸りくさせるつもりだった」

　薄うすれていく土煙の中心から、くぐもった声がした。

　僕の制服を着た真白は、まだ気を失ってる。

　黒乃は僕の前でハートブレイカーを構え、ディンタニアは僕の隣となりに立ち、校舎のあった場所を睨にらんでる。『完全なる恋人』は片方だけの翼をばたつかせながら、こっちへ這はいずってくる。

　瓦礫になった校舎の前に、赤い人ひと影かげが立っていた。

「……ちびっこ。聞いてもいい？」

「はい、分かります。黒乃さんがなにを言いたいのか」

「じゃあ話は早いわ。あんた母親──天巡楓からあいつの能力についてなにか聞いてる？」

「聞いてます。罪人を裁く七つの武器について、おかーさんから、全部」

「了りよう解かい」

　黒乃とリトの、短いやりとり。

「二人だけで納なつ得とくしてないで、教えて。あいつは一体何者なんだ!?」

　一いち撃げきで、校舎を崩ほう壊かいさせる〝端末〟。赤い甲かつ冑ちゆうを着た人間──あれは、誰だれだ。

「あんたなんかと口をきくのもやだけど、お願い。

　今だけ〝雑音〟の使命とか全部忘れて──生き残るために一緒に戦ってくれない？」

「うん、カケルと一緒に戦うのは、ディンタニアの目的のひとつだから」

　黒乃は鞘さやに包まれたままのハートブレイカーをディンタニアに突つきつけ、

　ディンタニアは寂さびしそうな目で僕を見てから──震ふるえながら頷いた。

「来るよ。〝精デイヴ霊アイン〟が作った懲ちよう罰ばつ者が」

　楓さんの情報が必要な〝端ガジエ末ツト〟。

　ディンタニアと黒乃と僕が共きよう闘とうしなければいけないほど危険な奴やつ。

〝精霊〟が作った懲罰者──楓さんの──次の──。

「──〈断罪人〉」

　僕の言葉に、黒乃とリトが同時に頷く。

「天巡は〝傷ペイン〟を召しよう喚かん！　あいつの能力を無効化しつつ真白とちびっこを守って！

　前に出るのは私！　白衣一枚のあんたは『架か空くう兵士』で防ぼう御ぎよに回りなさい！」

「ディンタニアに命令しないで！　『補正プログラム』さん！」

　グラウンドに倒たおれている真白の身体ががたがたと痙けい攣れんをはじめる。意識がないのになにかを察知したかのように。バグった〝端末〟と〝雑音〟と『補正プログラム』を恐きよう怖ふさせるもの。

　それは、赤い甲冑を纏まとった、小さな人影。




「己おのれの罪を自覚せよ。罪人」




　赤い兜かぶと。顔全部を覆おおう面めん甲こう。目の部分も、口の部分も隠かくれてる。

　背は──リトより少し小さいくらい。当たり前か。

　あいつが楓さんの跡あとを継ついだ〝端末〟なら、リトより後に生まれてるはずだ。




『食ベテイイ？』




「『完全なる恋こい人びと』！　ディンタニアたちを守って──!!」

　ディンタニアの声に応こたえ、『完全なる恋人』が僕たちと〈断罪人〉の間に立ちはだかる。




「〝傷〟！　喰くっていいっ!!」




　僕の右みぎ腕うでから鱗りん粉ぷんがわき出す──直前。

『完全なる恋人』の首と右腕に裂け目が走った。

　白い頭と白い腕うでが胴どう体たいから離はなれ、落ちる。

　それでも『完全なる恋人』は倒れない。残った力で翼を広げ、そのまま硬直する。

「『暴食』！　形なく色なく音なく、全すべてのものを切り裂く円月刀です！

『傲ごう慢まん』『嫉しつ妬と』『憤ふん怒ぬ』『怠たい惰だ』『強ごう欲よく』『暴食』『色しき欲よく』

〈断罪人〉は七つの罪の名を冠かんした武器を操あやつる懲罰者なんですっ！」

「だけど全ての武器を見た人間はいない。ひとつかふたつ使っただけで、〝普通の人間〟も〝雑音〟もみんな死んでしまうから。ちびっこ、次はなにが来ると思う？」

「わ、わかりませんよそんなのっ」

「ああもうっ、使えないわねっ！　〝雑音〟も、どうして『架空兵士』を使わないのよ!?」

　黒乃の問いに、ディンタニアは答えない。青白い液体にまみれた、カプセルから抜ぬけ出したままの身体からだ。僕の隣で、荒あらい呼吸を繰くり返している。それを見て、気づいた。

　ディンタニアは『架空兵士』を使わないんじゃない。使えないんだ。

「〝傷〟！　左側から回り込んで一気に〈断罪人〉を──」

　僕は地面の下に視線を向けた。

　コンクリートとガラスの破は片へんが散らばったグラウンド。

　地面の下を、赤い爪つめのようなものが近づいてくる──これは〝傷〟の視界!?

「リト！　足あし下もと！　大きな手が地面の下から──来るっ!!」

「そ、それは『強欲』！　全てをこそぎ取る巨きよ人じんの爪です！　おにーさん避よけてっ!!」

　リトが、僕の身体を突き飛ばした。

　僕は反射的に真白の腕を摑つかんだ。ディンタニアもなにかを察したのか、僕に抱だきついて同じ方向に飛び退しさる。僕を突き飛ばした反動で、リトが反対方向へと転がっていく。

「──いまひとつ、精度が悪い」

　赤い甲冑から声がした。

　膝ひざをついて翼つばさを広げた『完全なる恋人』の足下を通過して──さっきまで僕たちがいた場所を、地面から突き出た巨きよ大だいな三本爪が貫かん通つうしていた。

「あ、あれが、『強欲』なの？」

　ディンタニアが震える声で呟つぶやく。『完全なる恋人』が楯たてになってない。リトが突き飛ばしてくれなければ、僕たちはこの時点でもう、死んでた。

　真白はまだ目覚めない。身体の再生にエネルギーを使いすぎたのか、『心配性』によるダメージが大きすぎたのか。黒乃は〈断罪人〉に向かって一直線に駆かけていく。一いつ瞬しゆんだけ、僕と黒乃の視線が絡からみ合う。

　何故なぜか黒乃は真っ赤な顔で目を逸そらし──そして、ハートブレイカーの鞘さやが弾はじけ飛ぶ。

「〝傷〟！　こっちはいいから黒乃と一いつ緒しよに戦え！　〈断罪人〉を喰らえ!!」

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイン!!』

　青白い身体をくねらせて〝傷〟が疾しつ走そうする。

〈断罪人〉の武器がなんだろうと、〝端末〟の能力で作り出したものなら、〝傷〟には触ふれられないはず──。

「触れられなければ吹ふき飛ばすだけ」

　僕の考えてることを読み取ったように、赤い甲かつ冑ちゆうから平へい坦たんな声が響ひびいた。地面から突つき出た『爪』が消える。代わりに〈断罪人〉の足下に黒い球体が出現する。それは──たぶん──〝雑音〟のトラックと同じくらいの大きさの──黒い、鉄球。

「寄るな──罪を背負いし闇やみの獣けもの」

　まるで、張り子の大玉を扱あつかっているかのように。

〈断罪人〉は鎖くさりで繫つながれた鉄球を振ふり回す。風が──生まれる。竜たつ巻まき──？

「おにーさん！　あれは『傲慢』。凝ぎよう縮しゆくされた質量を持つ『真なる暁あかつきの明みよう星じよう』──きゃああああああああああああっ！」

　僕に向かって駆け寄るリトの小さな身体が──風圧で吹き飛ばされた。学校の敷しき地ちと外を区切る金かな網あみを乗り越こえ──そのまま──外へ、飛んでいく!?

「〝傷〟！　『木の実』をやるから加速を。僕はリトを助けに──」

　──近づけない。

　グラウンドの中心で暴風が渦うず巻まいてる。

　僕と真白、ディンタニアは『完全なる恋こい人びと』の翼が風を防いでくれてるから、まだなんとかなってる。黒乃と〝傷〟は地面にしがみついて、飛ばされないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　どうすればいい？

〝傷〟も黒乃も〈断罪人〉に近づけない。ディンタニアの『完全なる恋人』は動けない。白い翼が暴風に晒さらされて震ふるえている。真白は目を覚まさない。

　僕は──〝端末〟の能力を見ることしかできない。

「ひ、ひぅ──カ、カケル。ディンタニア、もう、駄だ目め」

　荒い息を吐はきながら、ディンタニアの身体が崩くずれ落ちた。




『姫ひめさまが能力を使えるのは一日三回が限度──体力が尽つきると幼児化してしまうのです』




　昨日聞いたココリさんの言葉が、僕の脳のう裏りに甦よみがえった。

　僕たちが〝雑音〟の施し設せつを脱だつ出しゆつしてから、どれくらい時間が経たった？

　一時間──二時間と少し。ディンタニアは一日三回しか能力を使ったことがない。ディンタニアの一日がどういう単位なのかは分からない。身体からだが青く濡ぬれてるってことは、カプセルの中で眠ねむってきたんだとは思う。だけど、完全じゃなかったのか？

　ディンタニアは施設で『架か空くう兵士』と〈恋人〉の『好きな相手に幻げん像ぞうを見せる力』を使った。

　そして今、〈心配症〉を倒たおすのに〈教師〉の『ティーチング』を。

　僕から〝流転骨牌〟を奪うばい、僕たちを守るのに〈恋人〉の『完全なる恋人』を。

　間に休きゆう憩けいを挟はさんだとしても、もうとっくに限界を超こえてるんだ。

　でも──よりによって、こんな時に！




　──衝しよう撃げきが、来た──。




　竜巻の中心から飛んできた黒い鉄球が、『完全なる恋人』の身体を粉々に砕くだいた。

　胴どう体たいを失った白い翼が、暴風にあおられて飛び去っていく。

「真白！　天巡！」

　黒乃の悲鳴が響く。

　僕たちを守る楯たてはなくなった──でも。

「──それでも、僕たちは生き残る」

　決めたんだ。死ぬまであがいてみせるって。

　僕は元々、ほのかにリト、楓さん──二人の〝端末〟と、一人の元〝端末〟に囲まれてた。

　真白と黒乃が増えたってどうってことない。

〝端末〟のことを知ったからって、なにかが変わったわけじゃない。

　同じなんだ──それは。

　この世界が神様の『無限舞ぶ台たい』で、

〝端末〟と一緒にいて、僕がたまたま生き延びてたってことを、気づいているか、どうか。

　それだけの違ちがいでしか──なかったんだ。

　だから、できることは全部やる。

　使えるものは全部使って──生き残る。

　僕は右みぎ腕うでに爪つめを立てた。黒いアザ──〝傷〟に残る『木の実』はあと八個。

『木の実』を使うたびに、僕は〝傷〟そのものに変わっていく。

　十個になったら、僕は〝端末〟の能力が見えるようになった。

　僕自身が〝傷〟になれば、〈断罪人〉を消せるかもしれない。〈断罪人〉の鉄球も、たぶん、触れれば蒸発させられる。〝端末〟の能力を喰くらう化け物になって、二人がかりなら〈断罪人〉に勝てるかも──しれない。

　でも、二度と真白と黒乃、リトには触ふれられなくなる。

　触れた瞬しゆん間かん、僕は真白とリトの『果実』を喰らう。二人は記き憶おくをなくして、真白の『果実』がなくなれば、黒乃は消しよう滅めつする。誰だれも、幸せにならないバッドエンド。

　それでも、ここで死ぬよりはいい！

「〝傷〟！　『木の実』をもっと──」

「──あ、カケルだぁ」

　不意に、芸術品のような指が、僕の手首を摑つかんだ。

　地面に倒れていたディンタニアが目を開け、無む邪じや気きな顔で笑っていた。

「会いたかったの。あのねあのね、あっちのディンタニアが邪じや魔ましてたから、ディンタニア、カケルに触れられなかったの。恐こわかった──すごく、恐かったの──。

　だってあっちのディンタニアは〝流転骨牌〟を起動することを〈心配症〉に──」




「『根源の魔ヤタ・術師の名ケラ・においてセラソ』──十八個目の牌はいに火を点ともす。

〝夢を見続ける神〟より──賜たまわりし──血染めの螺ら旋せん──『果実』の──」




　聞こえた。リトと同じくらいの年とし頃ごろの子供──〈心配症しよう〉の絞しぼり出すような声が。

　校門の前で〈心配症〉が──呪じゆ文もんのような言葉を吐はき出していた。真っ赤な目をいっぱいに見開き──変な具合に折れ曲がった両足が震ふるえてる。身体が痙けい攣れんしてるのは、リトの時と同じ。

『ティーチング』による、支配。

〈断罪人〉に打ち落とされた『完全なる恋こい人びと』と一いつ緒しよに地面に叩たたきつけられて──腕うでも、足も、頭からも血が流れ落ちてるのに──。

「──『中有の居城』への──門を開く──〝流転骨牌〟──!!」

〈心配症〉の手から光が溢あふれ出す。あいつが握にぎってるのは、たぶん。

「〈壊かい体たい者〉の〝流転骨牌〟──」

〈心配症〉が手を開く。身体が後ろ向きに、がくん、と倒れる。

　掌てのひらから落ちた光るものが浮うき上がって──空中に文様を描えがき始める。

　無地の墓標、〈壊体者〉の文様を。

　似たようなものがグラウンドの周りにも浮かんでる。等とう間かん隔かくで円を描いて──まるで光の魔ま法ほう陣じん。数なんか分からないけど、たぶん、十八個。〝流転骨牌〟の数と同じ。

「──天巡！　真白を連れて逃にげてえええええええっ!!」

　黒乃の叫さけび声が──聞こえた。

　僕たちの頭上に影かげが落ちた。

　顔を上げると──月光を遮さえぎり、巨きよ大だいな鉄球が降ってくるのが、見えた。

「恐いの。ディンタニア、世界の終わりが──こわいの」

　黒い、星の見えない夜空。

　それが一いつ瞬しゆん、ぶれて。視界が、真っ白になり──。




　そして『中有の居城』への門が開いた。










　幕間　魔ま女じよケルトファリアの告解　二





　聞こえていますか、我が師アグシーダよ。

　聞こえていなくとも、私は永遠に語り続けます。

　私の子と、私の意志を継つぐ者たちに。

　私が組織〝雑音〟を作ったのは、人々に希望を運ぶためでした。

　もしも全すべての〝普通の人間〟が──自分がこの世界の主人公でないことに気づいても。

　膝ひざを折らず、

　屈くつせず──絶望せずにいられるような、希望を。

　私は三百年近い旅の中で〝普通の人間〟と触れ合い、温かさを知ってしまった。

　バグを起こした〝端末〟、〈壊体者〉の友となり、彼らの悲しみも知ってしまった。

　世界を終わらせることができなく──なりました。




　我が師、魔術師アグシーダよ。

　あなたは今でも、私を憎にくんでいるのでしょうね。

　あなたの意志をねじ曲げたのは、私の罪です。

　けれど私が作った組織〝雑音〟の目的をねじ曲げたあなたも、やはり罪を負っているのです。




　──〝傷〟。〝夢を見続ける神〟の細さい胞ぼう。

　それを手に入れるのは、簡単ではありませんでした。

〈壊体者〉の協力による〝流転骨牌〟の起動。

〝端末〟から逃げながらの、儀ぎ式しきの準備。

　それほどの時をかけても私一人が、わずか数分『中有の居城』に踏ふみ込めただけでした。




〝傷〟は人の願いを叶かなえるもの。

　けれど、人が自らの願いをコントロールするのは至難の業わざ。

　願いに引きずられ、〝傷〟を使いすぎた者は、地上には存在できなくなるのです。

　大きすぎる神の細胞に魂たましいを飲み込まれ〝傷〟そのものとなってしまうが故ゆえに。

　──ええ、そうです。

　私はそれを覚かく悟ごの上で、〝傷〟を使い果たしたのです。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は、私に百本の剣けんを突つき刺さす必要などなかった。

〈心配症しよう〉にかかった〈壊体者〉に私を殺させる必要などなかった。

　身の程ほど知しらずを永久に悔くやめなどと、捨て台詞ぜりふを吐く必要も、なかったのです。




　私の死後、盟友であった〈壊体者〉は処しよ刑けいされました。

　彼女と私の血にまみれた〝流転骨牌〟は、その後、歴代の〈壊体者〉の管理するものとなりました。それが〈角笛を吹く精霊〉の呪のろいだったのでしょう。破は壊かいできない代わりに、彼は〝流転骨牌〟に呪いをかけた。

　自らの居城を汚よごされた怒いかりと共に。

〈壊かい体たい者〉が自らの意思で〝流転骨牌〟を手放そうと、最後には戻もどってきてしまうという呪い。

　たぶん、この世界の終わりまで。




　どうして〈角笛を吹く精霊〉は、私の身体からだを焼き尽つくしてくれなかったのでしょうか。

　地上に私の肉体が一いつ片ぺんたりとも残らなければ、師匠が彼女を作り出すこともなかったのに。

　私は〝雑音〟の呪じゆ詛そと、魔ま術じゆつ師しアグシーダの術により、土つち塊くれから生みだされた魔女。

〈世界〉の〝端末〟になることなく消えた、失敗作。

　だから師し匠しようは、もう一度、私を作り直すことにしたのでしょう。




　ああ、もう言っても仕方のないことなのですね。

　我が師は、世界を滅ほろぼすことを選んでしまった。フランスの王、シャルルに裏切られたあの日から、それは更さらに重い誓ちかいとなり、師匠本人をも縛しばり付けているのでしょうね。

　なのに、私はそれに気づくことができなかった──。




　これは、今を生きる彼らに伝えたい物語。

　聞こえていますか、我が子よ。

　そして〝傷〟を持つ少年よ。

　今の私は、ここから世界を眺ながめることしかできません。

〝夢を見続ける神〟がたゆたう、赤く輝かがやく海を背に。

　私は、祈いのり続けます。

　あなた方が道を誤らないように。

　世界のシステムを壊こわしながらも、終わらせない手段を見つけ出せるように。

　そして許されるなら、今一度。




　我が師に安らかな死が訪おとずれることを、私は──祈ります。
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　空の色が変わっていく。

　ある場所では澄すんだ青──ある場所では月が煌こう々こうと照らす夜だった──空。

　全すべての空が同じ色に変わっていく。

　無限に波打つ暗い水面。

　波なみ頭がしらが砕くだけるたびに、飛び散る赤い鱗りん粉ぷん。

　夜であれ昼であれ、地上を無機質な赤い光で染め上げてしまう空。

　蛍ほたる火びのような赤が明めい滅めつする海──『神の箱庭』と呼ばれるものに。
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　その子供は寒い国の森でそれを見た。雪の積もった大地。凍こおり付いた木々の真上に浮うかび上がる、赤い光が舞まい散る、巨きよ大だいな海。犬も狼おおかみもカリブーも、この一時だけ吠ほえるのをやめ、幼い少女と共に不ふ吉きつに輝かがやく空を眺ながめていた。




　──パラダイムシフトね。あたしの先代を愛したラガジュの世界が見える。




　呟つぶやいた彼女を〈超ちよう越えつ者〉と呼ぶ。







　彼は欧おう州しゆうの公園でそれを見た。多くの人の前で不意に赤くうねりだす空を見つめていた。頭を抱かかえてうずくまる人々に向かい、赤い目の青年は声を張り上げる。大だい丈じよう夫ぶ、これはすぐに終わる。みんな忘れてしまうもの。声を張り上げながら、彼は必死で心臓を押さえていた。




　──こっちは日本の警察とかが動かないように手を打ってやってるのに、世界の終わりかよ。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はなにしてんだ。




　毒づいた彼を〈政治家〉と呼ぶ。







　彼女は南米のとある田舎いなか町でそれを見た。天球を覆おおう赤い水面と、それを飾かざる無数の波は紋もん。光る鱗粉が飛び散っている。見なくてもわかる。その奥には不定形の生命体がいて、今も夢を見続けている。獣けもの道みちを歩きながら彼女は胸をときめかせる。




　──はじまるよはじまるよ、終わりのはじまり。




　微笑ほほえむ彼女を〈放ほう浪ろう者〉と呼ぶ。







　──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──。




　吠え猛たける彼を〈英えい雄ゆう〉と呼ぶ。







　彼女は日本の都市部でそれを見た。駅前の広い道路。そこにいる人々は全て倒たおれ伏ふしている。『衝しよう動どう』が出ている間で良かった。今なら、全てを夢にすることができる。目覚める頃ころにはみんな忘れているだろう。日常という夢を壊こわす、空を埋うめ尽つくす真実のことなど。




　──でも、多くの〝普エ通キのス人ト間ラ〟は正気に返る。この世界は神の夢でしかないってことに気づいてしまう。どう始末をつけるつもり〈角笛を吹く精霊〉？




　腕うで組ぐみをした彼女を〈夢想家〉と呼ぶ。







　彼女は欧州の病院でそれを見た。青白い顔。溜ため息いきをつきながら、木製の人形の部品を削けずる。ベッドの脇わきにはメイド服の少女が控ひかえていて、彼女と同様に窓の外へ視線を向けている。雪混じりの空。赤黒く光る海の奥にたゆたう、無数の柱。それを見て彼女は〝精デイヴ霊アイン〟と呟く。




　──病弱なのも悪いことじゃないよね。戦わないで済むんだから、ね。




　溜息をついた彼女を〈人形使い〉と呼ぶ。







　──〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟よ。

　──この世界を創造した偉い大だいなる神よ、どうか、今一度私を見てください。

　──私が迷い、致ち命めい的てきな過あやまちを犯おかす前に。




　そして〈角笛を吹く精霊〉は『中有のルー居城ガー』より地上を見ていた。







　すべての〝普通の人間〟は赤く光る海を見たとき、細さい胞ぼうに残る古い記き憶おくを甦よみがえらせていた。

　頭を抱かかえ、うつむき、あるいは意識を失うことで、必死に空にある真実から目を逸そらした。

　自分たちがこの世界の主人公ではないこと。

　この世界が〝夢を見続ける神〟の夢であり、消しよう滅めつと隣となり合わせであること。

『神の箱庭』が見えている間だけ甦る──細胞に残った伝承記憶が伝える真実を──悟さとった。
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「言い訳を聞こうか、ほのか」

「直感」

　廊ろう下かに正座したほのかは、僕に向かってぺろ、と舌を出した。

　反省の色、皆かい無む。腰こしまで伸のびた三つ編みを腕うでに巻き付けて、僕の前で、くるる、とほどいてみせる。こっちは無む茶ちや苦く茶ちや怒おこってるのに。

[image: ]

「ほほぅ、どんな直感が働いて、クラスの全員まとめてそそのかして、遥はるか南まで無賃乗車の旅を続けたのか、ぜひとも聞かせてほしいもんだ」

「お兄ちゃんだって来月修学旅行に行くじゃない」

「あれは学校行事だろ！」

「うん、ほのかのもそう。クラスみんなで出かけたから学校行事なんだもん。

　それに卒業旅行があるんだから、進級記念旅行があったっていいと思わない？」

「だからって小学三年生が集団で本州縦断するな」

　はぁ

　ほのかと付き合ってると溜息ばっかりだ。

　一昨日おとといだってそうだった。ほのかのクラスメイト全員を巻き込んだ、集団エスケープと本州縦断旅行。

　マラソン大会の早朝練習があるって口裏合わせて、ほのかのクラス全員が朝六時に駅前に集合。入場券を買って駅のホームへ。たまたまツアーでやってきていた団体客──温泉地に向かうお年寄りだったらしい──に、気に入られて列に紛まぎれ込んで、見送る振ふりをしてそのまま新幹線に乗車。直感が働いたのか単なる偶ぐう然ぜんか、誰だれもキップを確かく認にんに来なくて、とうとう本州の一番南まで行ってしまった。

　ほのかの計画では新幹線が目的地についたら、ほのかだけ持ち前の直感で改札をすり抜ぬけ、人数分の入場券を買ってホームに戻もどって、その後みんなで脱だつ出しゆつするつもりだったらしいけど──そんなにうまく行くもんか──いや、どうだろ。だって、ほのかのすることだし。

「でもねー、やっぱり小さい子は遠くに行くと不安になるんだよ。

　結局、みんな泣き出しちゃって、駅員さんに逮たい捕ほされちゃった」

「補導って言うんだよそれは。普通なら罰ばつ金きんだ」

「うん、新聞にも載のったよね。ほのかもびっくりした」

「『クラスメイトが転校するから、思い出の旅行がしたかった』──すっごい美談になってたよな。そのせいで罰金も取られなかったし」

「あったり前だよ、ほのかだって、ちゃんと考えてるんだから」

「で、本当は？」

「お花見がしたかっただけ」

　ぱこん

　思わず手が出た。

　軽く頭を叩たたいただけだけど、ほのかは涙なみだ目めになって、とってもわざとらしく廊下に倒たおれた。

「だ、だって、こっちって咲さくの遅おそいじゃない。南の方で桜が咲いてるのをテレビでみたら──なんだか、ふわ、って気持ちになって我が慢まんできなくなったんだもん。

　みんなだって楽しんでくれたんだからね」

　不満そうに頰ほおを膨ふくらませて、ほのかはポケットからリボンがついたメモ帳を取り出し、「みんなでお花見に行くのは、ほのかとみんなは楽しかったけど、お兄ちゃんはあんまり楽しくなかったみたい。成功率、六三％」と書いた。

「……いたずらメモ？」

「違ちがうよ。これはね、ほのかがどれくらい面おも白しろいことをやったかっていう記録」

「で、下の方に書いてある『リトちゃんの保育園に乱入して保母さんになる』ってのは？」

「明日の予定」

「『国会議事堂に忍しのび込んで政治家さんの頭をなでる』──？」

「あ、それは明後日あさつての予定」

　僕の妹は逮捕──じゃなかった、補導されるのが癖くせになったみたいだ。

「まったく……変なこと考えて即そく実行って、義務みたいに変なことするよな、ほのか」

「義務じゃないよ、好きでやってるだけだもん」

　むぅ、と、ほのかは頰を膨らませる。

「ほのかは、みんなを楽しませてあげたいの。義務なんかじゃないんだよ、お兄ちゃん。

　ほのかがそうしたいから、してるの。お兄ちゃんもリトちゃんも、お父さんもお母さんも、この世界の中にいるみんなも外にいるひとも、楽しませてあげたいんだよ？」

「直感にまかせて適当なこと言ってるだろ、ほのか」

「うーん、そんなことないんだけどな」

　僕の手を摑つかんで立ち上がったほのかは、三つ編みを揺ゆらしてくるりと一回転。

「考えすぎで堅かた物ぶつのお兄ちゃんを楽しくさせたら成功かな？　ほのかは、みんなを楽しませてあげたいの。見てるだけじゃなくて、仲間に入りたいって思いたくなるくらい」

「おばかは見てる方が楽しいから無視だな。僕だったらそうする」

「むー。でも、笑って見てるだけなんて、いつか飽あきちゃうんだもん」

　僕の腕を摑んで振り回すほのか。手帳に書いてあるのが冗じよう談だんだったらいいんだけど、ほのかは冗談なんか言わない。百パーセント本気だ。やるって言ったら絶対にやる──まあ、リトの幼稚園に乱入するくらいはいいけど、明後日は一日、家の柱に縛しばり付けておこう、うん。

　天才かとんでもないおばか。どっちかと言えば、ほのかは間ま違ちがいなく天才の方だ。ほのかの直感は途と中ちゆう経過を全部すっとばして、いきなり答えを大発見。しかもほのかの目的は「楽しむ」オンリーだから、本当になにをするか予想がつかない。

　……なんだか、大人になるまで監かん禁きんしといた方がいいような気がしてきた。

「ほのかは、したいことをしてるだけ。義務とか仕事とかじゃなくて──遊ぶの。この世界を舞ぶ台たいじゃなくて遊び場にしたいんだよ？　ここはこんなに楽しい場所だから、見てるだけじゃつまんないよ、一いつ緒しよに遊ぼうって。

　そんなことを、ね、伝えたい相手がいるんだよ、お兄ちゃん──」
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　気が付くと僕は濡ぬれた草の上に倒れていた。

「……あれ？」

　水の音がする──なんだか、空気が湿しめっぽい。

　目の前にはとてつもなく背の高い樹きがあって、手の届かない場所で枝が格こう子し模様を描えがいてる。枝の隙すき間まからは古ぼけた蛍けい光こう灯とうのような灯あかりが降り注ぎ、向こう側が透すけて見えるほど薄うすい緑色の葉っぱの先から、一定間かん隔かくで水すい滴てきが降ってくる。

「……周す防おうさん？　黒くろ乃の？　リト？　ディンタニア？……ほのか？」

　また、ほのかの夢を見た。

　僕の妹、常識無視の快楽主義者。

　僕のクラスに忍び込むなんて当たり前で、いつの間にか先生や他ほかのみんなとも馴な染じんで、週一のペースで一緒に授業受けてた。本州縦断事件のあと、国会議事堂で政治家の頭を撫なでるのはさすがに無理だったけど、警備員といつの間にかメル友になってた──らしい。

　僕は樹に手をついて立ち上がる。ここは──どこだろう。学校じゃないよな。

　周りにあるのは滑なめらかな樹皮を持つ、背の高い樹木たち。名前は分からない。枝は僕の身長の三倍くらいの高さにあり、その上は霧きりに隠かくれている。

　僕たちの町に、こんな樹が密集してる場所なんかない。

「なにが、あったんだっけ」

　赤い甲かつ冑ちゆうを着た〈断罪人〉と戦ったのは覚えている。ディンタニアの『完全なる恋こい人びと』も壊こわされて、僕の〝傷ペイン〟も通じなかった。『木の実』を全部使って突とつ撃げきするしかないって覚かく悟ごした時、グラウンドの周りに光る紋もん章しようが浮うき上がり、視界が真っ白になって──。

「気が付いたらここにいた。って……まさか、僕は死んだのか？」

　頭に手を当ててみる。いつもの、ぼさぼさ髪がみ。目も鼻も口もちゃんとある。服は学校に乗り込んだ時のまま。制服の上着は真ま白しろに貸したから着てない。

　右みぎ腕うでの──黒いアザもそのまま。

　線の細い少女と、それを取り囲む樹の枝と根。残り八個の『木の実』。

「……死んだ後も〝傷〟が残ってるわけないか。ということは生きてる、と」

　それに〝夢を見続ける神〟の『無限舞台』に、死後の世界があるとも思えない。

　人は全すべて〝端ガジエ末ツト〟か〝普通の人間〟で、神様を楽しませるためだけに存在する。それ以外に意味がない──としたら。死んだら、みんなどこに行くんだろう？

　ぶんぶん

　頭を振ふって変な考えを振り払はらう。今そんなことを考えてもしょうがない。

　ここがどこかは、なんとなくわかる。考えたくないけど──わかる。

「〝流転メタフ骨牌エシス〟を起動したなら、ここは『中有の居城』。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の本ほん拠きよ地ち」

　口に出してみても実感なんかない。

　白い光に包まれた時、真白と黒乃、ディンタニアが側そばにいた。〝傷〟がうずかないってことは真白は近くにいる。黒乃も。ディンタニアは……どうだろう。

　周りは人の手の入っていない原生林。柔やわらかな下草と、樹の幹にこびりついた青い苔こけ。地面は太い根に押し上げられて波打ち、幹の隙間を濃こい霧が漂ただよってる。人の声も、鳥の鳴き声も──もちろん車の音も聞こえない。

　僕の耳に届くのは、どこかで水が流れている音だけ。

「周防さんと黒乃を捜さがさないと……」

　僕は水音に向かって歩き出した。




　木々の群れが途と切ぎれて、目の前に小さな湖が姿を現した。

　向こう岸まで二十メートルくらい。楕だ円えん形の湖で、鏡のような水面に微かすかに、泡あわが浮かんでいる。対岸には艀はしけの突つき出た丸太小屋。その向こうは何故なぜか切り立った岩がん壁ぺきになってる。壁かべの上は──やっぱり霧に煙けむって見えない。

　静かで、穏おだやかな場所だった。世界の管理者の本拠地とは思えないくらい。

「別の国に飛ばされたってこと……ないよな」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、不意に、僕の目の前で水面が弾はじけた。

　湖から金色に光るものが姿を現し、水滴が僕の頭の上から降ってくる。僕に、真っ白な背中を向けていたその生き物が振り返り、色素の薄い目をこっちに向け──。

「黒乃！　湖の底、もぐってみた？　すごくきれ──い？」

　真白だった。

　淡あわい光を受けて金色に光る髪が、白い身体からだに張り付いていた。

　水浴びを、してたみたいだった。

　というか、湖の底に潜もぐってたから、僕も真白もお互たがいに気づかなかった。

　真白は、なにも着てなかった。

　光に透ける栗くり色いろの髪を両手で搔かき上げて、大きな目を見開いて僕を見てた。

　まるで、神話に出てくる水の精が実体化したみたいだ。今の真白を真白本人が見たら、間ま違ちがいなく絵にしたがってたと思う。だけど、

　僕も真白もそんなこと考えてる余よ裕ゆうなんかなかった。

「きゅ、きゅむぅ～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　ざぶん

　真白の姿が僕の目の前から消えた。と、同時に水しぶきが、僕の頭の上から降ってくる。

　見た。全部。うわ──。

　自分がばかみたいに口開けてるのがわかる。でも、空気が入ってこない。心臓は恐こわくなるくらい一いつ生しよう懸けん命めい仕事をしてるのに、頭に全然、酸素が回ってこない。頭の中に真白の一いつ瞬しゆん前の姿が焼き付いてる。

　息をすると忘れそうで、でも忘れた方がいいような気もするし──ああもうっ！

　しばらくして、湖が泡あわ立だって。

　頭のてっぺんまで水に潜ってた真白が──ぷはぁ、と顔だけ出てきた。

「ご、ごめんなさい天あま巡めぐりくん。あたし──身体、ぼろぼろだったから、洗ってたんです」

「……う、うん」

「あたしの身体、血のにおいがしました」

「うん」

「でも、なにがあったのか、よく覚えてないんです」

　真白は真っ赤な顔で僕を見上げてる。

「暗い教室の中に閉じ込められて、恐い夢を見てました。嫌いやだ、もう見たくないって思っても、無む理り矢や理り目を開かされて、映像を頭に流し込まれてるみたいな、そんな感じでした」

「……〝端末〟の能力だよ、周防さん」

「悪い人の？」

「わからない。僕も、あいつとはほとんど話もしなかった」

〈心配症しよう〉はディンタニアに捕つかまり『完全なる恋こい人びと』の手で連れ去られた。

　それから無理矢理〝流転骨牌〟を起動して、あいつがあれからどうなったのか、分からない。

「──あたしは『繁はん殖しよく』のための化け物なんだから、誰だれかを好きになる権利なんかないって──まるで世界に絶望しろって、繰くり返し繰り返し言われてるみたいで──でも」

　真白は湖の水を掌てのひらですくって、こくん、と飲み込んだ。

「あたし、この世界に絶望することなんかできませんでした」

「……なんで？」

「だってあたしは、天巡くんと黒乃がいるこの世界が大好きなんですから」

　…………………………………………どうしてそういうこと真顔で言えるんだろう。

「その後のこと、よく覚えてないです。天巡くんが助けに来てくれて、急に朝が来たみたいに、頭の中が明るくなったのは覚えてるんですけど。

　天巡くん、あたしになにしたんですか？」

「……なにしたかって──え？」

「妄もう想そうが消えたら天巡くんが目の前にいて、身体が熱くなって、今度は幸せな夢を見ました。そして、気が付いたら湖のほとりに黒乃と倒たおれてたんです」

「どんな夢見たんですか周防さん」

「ご、ごめんなさい。いくらなんでもその、恥はずかしくて言えませんっ」

　真白は半分湖に沈しずんだまま、真っ赤になって顔を押さえた。

　とぼけてるようには見えないし、そもそも真白がとぼける理由もない。真白に学校で、その、キスしたあと、すぐ『繁殖衝動』が発動してた。「きゅむ～」ってなって、そのあと校舎から脱だつ出しゆつした時には気絶してた。

　て、ことは、もしかして『繁殖衝動』が発動してる間は、真白本人の意識がないのか？

　動物みたいな本能で動いてただけ──ということは、つまり。

　真白は僕と、その、キスをしたことは覚えてない、ってこと？

　はぁ

　思わず溜ため息いきが出た。

　忘れてるのが良かったのか悪かったのか、なんだか分からなくなってきた。

「あ、あの、ですね。天巡くん」

「……な、なんでしょう周防さん」

「そろそろ、後ろを向いて欲しいです」

　……忘れてた。

　真白はまだ服を着てなくて、首まで水に浸つかったままだった。

　この場所──たぶん『中有の居城』の湖は透とう明めい度が高くて──いや、なんで視線が段々降りていくんだ僕は？　まずい、吸い寄せられてる。そんな場合じゃないのに自動的に!?

「も、もちろん、天巡くんがえっちだってことは知ってます！　ど、どうしてもって言うなら、あ、あたし、覚かく悟ごします。一いつ緒しよに死線を切り抜ぬけた二人なんですから、なにがあってもおかしくないのかもしれませんけど、でも！　覚悟するまで二十秒待ってください。

　いーち、にー、さん、しごろくしちはちきゅうじゅうとんでじゅうくっ！」

「ごめん後ろ向くからカウント待って！」

　僕は慌あわてて真白に背中を向けた。

　背後でまた水しぶきが上がった。ふるふる、とまるで子犬のように身体からだを震ふるわせる気配。水すい滴てきが僕の首筋に当たる。なんだか最近、真白の「きゅむ」を聞かないと落ち着かなくなってるような気がする。真白が側そばにいるだけで──まるで柔やわらかい布ふ団とんに包まれてるような、優やさしい気持ちになるのが──すごく、不思議だった。

　ぴと

「あ、あの、周防さん？」

　水を含ふくんだ栗くり色いろの髪かみが、僕の頰ほおを撫なでた。

　いいにおいがして──頭に過電流が流れてショートしかける。僕のシャツの背中に張り付いてるのは柔らかい──真白の身体？

「あたし、また天巡くんを傷つけちゃいました」

「べ、別に僕は怪け我がなんかしてない──」

「五年前、あたし、橋の上で泣いてる男の子を見つけたんです。

　その子は妹さんを亡なくしたばっかりで、雪が降ってるのにずっと、うずくまってました。

　その子に、あたし、言ったんです。

『この世界は神様の夢で、あたしたち〝端末〟があなたたち〝普通の人間〟をいじめてる』

　──って。でも、あたし、そのことを忘れちゃってました」

　それはたぶん、真白の『果実』がバグったから。

〝端末〟についての記き憶おくは全部、黒乃の方に行っちゃってたんだと思う。二週間前、黒乃が真白を補正しようとした時、真白は正しい〝端末〟に戻もどるのを拒きよ否ひしたって聞いた。でもその時、僕にからむ記憶が少しだけ真白の中に移動したのかもしれない。

　真白が五年前のことを思い出したのはそのせい──たぶん、だけど。

「あたし、その子にずっと恋こいをしてきました」

　どくん、と心臓が鳴った。

「もう一度会ったら思いっきり抱だきしめてあげたかった。涙なみだを止めてあげたかった。

　あたしが──〈生命体〉の〝端末〟で、抱きしめる相手を自分で選べないなら、そんなあたしは壊こわれちゃえって、ずっと祈いのってきたんです」

　さわ、と真白の濡ぬれた手が、僕の胸に触ふれた。

　水から上がったままの真白は身体も拭ふかずに、僕の背中に張り付いてる。

　心臓の音が耳の奥で鳴り響ひびく。頭がしびれたみたいで──。

　僕は思わず──このまま振り向いて真白を正面から抱きしめて──真白を。




「──お腹なかすいた」




「え、あ、ご、ごめんなさいっ!!」

　真白が慌てて僕の背中から離はなれる。

「ごめんなさい。こんなこと言ってる場合じゃなかったです！　今は非常事態なんですよね。

　ご飯食べて、悪い人をやっつける準備しないと」

　──今、僕はなんて言った？

　自分で自分の口にした言葉が分からなくなってた。すごくお腹がすいて、真白が欲しくなって──真白の中にあるものを──食べたく──なって。




「真白ー、着るものあったよー」




　湖の向こうから、黒乃の声がした。

「こっちこっち。トーガって言うんだっけ？　昔の人が着てた、布一枚でできた服。

　着き替がえたら一緒に天巡を捜しに──」

　僕が振り向くのにタイミングを合わせたように小屋のドアが開いて、黒乃が飛び出してきた。

　なにも着てない真白よりまだ良かったかもしれない、黒乃は肩かたに、長い布を一枚だけかけていたから。僕に見えたのは起き伏ふくの少ないラインと、右半分だけ白い布に隠かくされた──その、何度も見ちゃってるけど──でも、毎回こっちの心臓の鼓こ動どうを跳はね上げる、黒乃の無防備な──。

「……え、あ、わああああああああああああああああああああああ天巡ぃっ!?」

　ぼっ、と黒乃の全身が一いつ瞬しゆんで灼しやく熱ねつした。

　あれ？──なんだか、おかしい。

　黒乃はこの前、アーケードのど真ん中で濡れた服を脱ぬごうとしてた。

　そういうのは気にしないんじゃなかったっけ……？

「ご、ごめん真白に天巡っ！　じゃ、邪じや魔ましないから。私ここで待ってるから。遠えん慮りよしなくていいから──その、ごゆっくりっ!!」

「邪魔もなにも後ろ向くからこっち来て黒乃！」

　小屋に飛び込んだ黒乃に向かって僕は喚わめき返す。

　僕と黒乃を見て、真白は、くす、と笑う。

　なんだか、久しぶりに真白の笑った顔を見たような気がした。




　　　　５




「たぶん、ここが『中有の居城』で間ま違ちがいないよ。天巡」

　紫むらさき色いろの果くだ物ものを齧りながら、黒乃は言った。

　唇くちびるを伝う透とう明めいな果か汁じゆうを拭ぬぐう。果物は湖の周りの樹に生なっていたものだった。外側は毒々しい紫だけど、一皮むくと真っ白。齧ると果汁がしみ出してきて、すごく甘い。

「……これ、マナって奴やつかもしれない」

「マナ？」

「神話に出てくる、神様の食べ物。これだけ食べてれば生きていられるくらい滋じ養ようがあるの」

　湖に足をひたしながら、黒乃は言った。

　黒乃の手元の地面には鞘さやのままのハートブレイカーが突き刺さしてある。

　僕も、いつでも〝傷〟を発動できるようにしてる。

　僕たちにはもう安全な場所なんか、ない。だったら、どこにいたって同じだ。いつでも戦えるようにするしかない。恐こわいけど──そうするしか。

「神様の世界、異界、桃エル源ドラ郷ド、常テイ若ル・のナ・国ノグ。理想郷の伝説はどこの国にもあるでしょ。旅人が迷い込んで、しばらくはそこで暮らすけど、最後は日常に帰っていく。そして二度と異界にはたどり着けない。そんな伝説、聞いたことない？」

「あるけど、ここがそうなのか？」

「わかんない──でも、そんな気がする場所よね。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の本ほん拠きよ地ちなのに」

　僕は黒乃と向かい合うように、真白は僕の隣となりにぺたん、と座ってる。真白と黒乃が着てるのは、水辺の小屋に置いてあった真っ白な──ローマ人が着ていたようなトーガ。正式な着方が分からないから、ただ布を身体からだに巻き付けてるだけだけど、なにも着てないよりいい。制服は昨日、今日の二日間で、原形をとどめないくらいぼろぼろになっちゃったみたいだし。

「そういえば黒乃、ハートブレイカーが普通に使えるようになったんだ？」

　僕は黒乃に聞いてみた。

　確かアーケードで戦った時は、黒乃が僕に──その、キスすることで無む理り矢や理り真白への嫉しつ妬とを駆かり立ててた。でも、今回はそんな暇ひまなかったのに、ハートブレイカーは普通に起動してた。あれは真白に嫉妬してる女性にしか使えないのに。

「黒乃？」

　真白が不思議そうに首を傾かしげた。

　黒乃は僕たちの方を見てる──のに、反応がない。果物を摑つかんだまま、僕たちの背後を──じゃない、スイッチが切れたように、瞳ひとみにはなにも映ってない。

「黒乃──黒乃！」

「え？　あ、な、なに天巡？」

「……なにぼーっとしてるんだよ」

「ぼ、ぼーっと──？　むぅ、ぼーっとなんかしてない！　なによ一体!?」

「逆ギレするな！　ハートブレイカーが普通に起動できるようになったのかって話だよ」

「……そうよ、なにか文句あるわけ？」

　果物を一気に飲み込んだ黒乃は、果汁まみれの手を湖に浸ひたした。

　そして、突とつ然ぜんなにかに気づいたように──ぼっ、と真っ赤になった。

「はぁっ！　私があんたのこと好きになったとでも思った？」

「そういう意味じゃないっ！」

「勘かん違ちがいするなばかっ！　ハートブレイカーがバグっちゃっただけって言ったでしょ！　バグって真白に嫉妬しなくても起動できるようになっただけっ！　なにゆってるのおばかっ!!」

　はふぅー、はふぅ、と変な息を吐はいてから、黒乃は水辺に座りなおした。

「く、黒乃、あんまり天巡くんを困らせちゃ駄だ目め」

「……困らせてなんかないもん。天巡が訳分からないこと言っただけだもん──ったくもぅ。『中有の居城』来てまで──これなんだから」

「僕たちがここにいるってことは〝流転骨牌〟は〝雑音ノイズ〟のものになったってことだよな」

「そうね。そうなる。

　私も〈心配症〉が〝流転骨牌〟を起動するところ見てたから。〝雑音〟のお姫ひめ様が、他の十七個の〝流転骨牌〟を起動した状態で、学校の周りに魔ま法ほう陣じんを準備してたんでしょ。

　そして最後のひとつ、〈壊かい体たい者〉の牌はいを、『ティーチング』のかかった〈心配症〉に起動させて、魔法陣を完成させた」

「だから、僕たちはここに飛ばされてきた」

「あの光が〝雑音〟のお姫様が言ってた『門』でしょうね。ここに飛ばされてきたのはたぶん、私たちの他には〝雑音〟の姫君、その人とあとは〈断罪人〉。〈心配症〉は──わかんない」

「〈角笛を吹く精霊〉本人もここにいる」

「……うん、そうね」

　黒乃はこめかみを押さえ、真白の方を向いた。

「ねぇ、真白。身体は大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん。もちろん。傷ひとつ残ってないよ？　黒乃は？」

「私も、平気」

　黒乃は、真白と同じくらい真っ白で綺き麗れいな腕うでを振ふった。

「私は『補正プログラム』だからね、真白の再生能力に引きずられて治っちゃうみたい。

　それで、これから真白はどうしたいの？」

　濡ぬれた髪かみを掌てのひらで拭ぬぐいながら、黒乃は真白に訊きく。

　真白は双ふた子ごの妹の問いに少し考えてから、

「ちゃんと文化祭やりたいな」

　目を閉じて祈いのるように、そう言った。

「リトちゃんがパティシエの喫きつ茶さ店てんをやるの。あたしがお店のポスターを描かいて、黒乃はメイド服着てウエイトレス役ね。天巡くんがタキシードを着て呼び込みしたら、きっと天巡くん目当てのお客さんがたくさんくると思うの」

　真白は僕の肩かたに頰ほおを寄せてくる。

　たぶん、真白はちゃんと分かってる。

　もう僕たちが通っていた学校はない。あの場所に──クラスメイトの中に僕たちは戻もどれない。

「学校がなくなったのなら、跡あと地ちに店を出すの。花か壇だんちゃんにお願いすれば、きっと協力してくれる。お茶とリトちゃんのケーキを食べれば、みんな、あたしたちを許してくれると思うの。

　そしてみんな、元通り」

「……うん」

　僕は頷うなずいた。

　いつの間にか真白は泣いていた。

　濡れた頰を僕のシャツに擦こすりつけて、無む理り矢や理りみたいに笑え顔がおを浮うかべる。

「そうできたら、いいね」

「『できたら』じゃ駄目なんです。いつか、もう一度文化祭やるんです！　決定なんです！」

　ここは、乾かわいたビスケットのように、ぼろぼろと崩くずれていくだけの世界なのに。

　涙なみだの粒つぶを散らして、真白は精せい一いつ杯ぱい手を振り上げる。

「周防さん、黒乃」

　半分、無意識だった。言葉が勝手に喉のどからあふれ出したみたいだった。

　真白を見てたら、黙だまってることができなくなった。

「周防さんと黒乃に、話しておかなきゃいけないことがあるんだ」

　僕は二人に、ほのかのことを話した。

　五年前になんの前まえ触ぶれもなく死んでしまった、僕の妹のことを。

　そのせいで僕が二年間、完全に動かないで落ち込んでいたこと。

　ほのかの死には〝端末〟が関かかわっていたこと。僕が──ほのかの死を看み取とったこと。

　そして、ほのかが〝端末〟の能力のキャンセラー〈超越者〉だったこと。

　ほのかは僕と二歳違いの、直感で動く快楽主義者。この世界を舞台じゃなくて、遊び場にしたいって言ってた。その目的を果たしたのかどうかは知らない。

　死んでしまったから、ほのかが本当はなにを考えていたのか──わからない。

　そんなことを僕は真白と黒乃に、できるだけ感情を込めないで、話した。

　真白は口を押さえ、ぽろぽろ涙をこぼしながら、僕の話を聞いていた。

　黒乃はハートブレイカーの鞘さやを抱きしめて、じっと僕の目を見つめていた。

「天巡くん、あの、ひとつ、お願いしてもいいですか？」

「……うん」

「抱だきしめさせてください」

　返事をする暇ひまも、なかった。

　真白は僕の頭に細い両りよう腕うでを回し、ぎゅ、と胸に抱きしめた。

「わ、あ、あの周防さんっ、なに？」

「……本当はあたし、五年前に、こうしたかったんです」

　五年前。

　ほのかが死んだ直後。僕と真白は病院の前で出会っていた──。

　覚えてる。昨日、思い出したばかりだけど。たぶんもう、忘れない。

「あたし、恋こいをしてます」

　耳元で、なにか──とんでもなく恥はずかしい言葉が聞こえた。

「ずっと、してました。たぶん、これからも」

「あ……あの、周防さん？」

　まずい。

　追い詰つめられたかもしれない。

　チェックメイトをかけられたような気がする。今まで、真白がどうして僕を選んだのか分からなかった。だからそれを理由に真白の『好き』から逃にげてきたんだけど──選んだ理由が、分かってしまった。はっきりとは覚えてないけど、僕が「この世界のシステムを壊こわす」と宣言して、それが、真白が僕を好きになったきっかけなら──。

　真白のバグも、僕が〝夢を見続ける神〟に目を付けられたのも、黒乃が生まれたのも──全部、僕のせいだ。

「……責任、とってくれますか？」

「えと、なんの？」

「あたしを今のあたしに作り替かえちゃった責任です。ずっと、一人ぼっちで泣いてたあたしを、この世界を大好きにしちゃった責任──とってください」

　そんな地球より重そうな責任、どうやって取れってんですか周防さん。

「……絶対に死なないで、いなくならないでください」

　真白は僕の背中を撫なでながら、世界中で一番近い場所で呟つぶやいた。

「あたしは天巡くんと黒乃がいるから、この世界を好きでいられるんです。天巡くんが死んだらあたしも死んじゃいます。だから、無む茶ちやしないで。天巡くん危なっかしいから、あたし、いつも心配で──」

　真白の言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。

　不意に、かさっ、と僕たちの背後で、草を踏ふむ音がした。

　僕はとっさに真白の腕うでを摑つかみ、細い身体からだを背中に回す。

　黒乃は地面からハートブレイカーを引き抜ぬき、構えた。

「出てきなさいよっ！　でないと、この森一帯黒こげにしてやるんだからっ!!」

「それはちょっと困っちゃうな」

　子供っぽい声が聞こえた。屈くつ託たくのない、澄すんだ声が。

　聞いた瞬しゆん間かん、鳥とり肌はだが立った。全身くまなく。

「……冗じよう談だんだろ」

　悪い冗談。じゃなかったらこれは、夢だ。

　背の高い樹の間から、濡ぬれた下生えを踏みながら、小さな影かげが姿を現す。

　見た目の年ねん齢れいは──リトと同じくらい。

　真白と黒乃と同じトーガを纏まとっている。

　なにも変わってない。

　腰こしまで伸のびた長い三つ編みも、一見なにも考えていないような、無む邪じや気きな笑え顔がおもそのまま。

　頭がおかしくなりそうだ。なんだ──これ。

　五年も経たってるのに、どうして今いま更さら、同じ姿で現れる!?

「なんの冗談なんだよこれはっ!!」

「冗談なんかじゃないよ、お兄ちゃん」

　僕の妹──〈超ちよう越えつ者〉天巡ほのかの姿をした何者かは、心外そうに首を傾かしげた。

「使命を果たして死んだ〝端末〟はみんなここにくるの。

　この場所──『中有の居城』は〝端末〟の天国だから。

　はじめまして周防真白さん、黒乃さん。お兄ちゃんの妹、天巡ほのかです」




　　　　６




「お、おにーさんっ！　おにーさああああああああんっ!!」

　誰もいないグラウンドで、リトは叫さけんでいた。

「……置いていかれました。一生の不覚ですっ！」

〈断罪人〉の黒い鉄球が生み出す竜たつ巻まきに吹ふき飛ばされて、気が付いたら全すべて終わっていた。

　十数時間前まで、ここは公立高校だった。

　今は、ただの残ざん骸がい。〈断罪人〉の一いち撃げきで瓦が礫れきと化した校舎が、無数のコンクリートとガラスの破は片へんになり、グラウンドの中央にうずたかく積もっている。

「〝雑音〟は最初からここで〝流転骨牌〟を発動させるつもりだったんですか……？」

　リトは頭上を見上げた。

　夜はとっくに明けている。なのに真上にあるのは青空ではなく、赤く光る海。

　水面が波打ってる。ざぶん、という音が聞こえそうなほど、激しく。

　波がぶつかり合うたびに赤い鱗りん粉ぷんが飛び散り、水面が輝かがやきを増し、地上に暗い光を落とす。

「あれがこの世界を作った神様の箱庭」

　リトは目を凝こらした。赤い燐りん光こうを放つ水面に、白い点が浮うかんでいる。

　あれが〈角笛を吹く精せい霊れい〉の本ほん拠きよ地ち『中有の居城』かもしれない。

　だけど、リトが気を失っている間に、門は閉じてしまった。

〈心配症〉は〝雑音〟がさらっていった。

〈創造者〉はたぶん、あの瓦礫の下した敷じきになっている。

〝端末〟の支配からは逃のがれたはずなのに、まだ町は動き出していない。

「ということは〝雑音〟の儀ぎ式しきはまだ終わってないんですね？」

　今、地上を覆おおっているのは穏やかな絶望。

『神の箱庭』を見た〝普通の人間〟は、自分たちが世界の主人公ではないことに、本能的に気づいてしまう。普ふ段だんは日常に隠かくれて気づかない、〝普通の人間〟の細さい胞ぼうに記された伝承記き憶おくに。

　歩いていた者は立ち止まり、車に乗っていた者はゆっくりと車を停とめる。〈心配性〉の能力から解放された学生たちも、集まった警察官も、商店街の人々も、会社員も主婦も、みんな。

　すべての〝普通の人間〟は意識を吸い取られたように、膝ひざをつき、頭上で揺ゆれる波なみ頭がしらを恐おそれるように俯うつむいているか、耐たえられなくなって気を失っているかのどちらかだった。

「……おにーさん。ほのかちゃん。わたしは、どうしたらいいんですか……」

　リトの視界が涙なみだでぼやけていく。

　どうしても届かないものがあって、それにどうやって立ち向かったらいいのか分からない。

　翔かけると一いつ緒しよに戦いたかった。

　勝つか負けるかなんか、どうでもよかった。最後まで一緒にいたかった。

「どうしてわたしはいつもいつも肝かん心じんな時に役立たずなんですか？

　ちびっこだから、子供だから駄だ目めなんですか？　力がないから、背が足りないから──？」

「こんなところでなにをしているのかな、娘むすめさん」

　すぐ近くで聞こえた声に、リトは反射的に背中のリュックに手を突つっ込んだ。

　隠し武器、子供用の包丁を取り出し、小さな手に握にぎりしめて振ふり返る。

「なにぶっそうなもの構えてるんだよ。私が君になにかしたかい？」

「──え？」

　相手の顔を見た瞬間、リトの手から包丁が落ちた。

「ふぅん、君の顔は見覚えがあるね？　どこかで会ったっけ？」

「……海かい棠どうみさおさん？」

「私の名前を知ってるのかい？　ふむ、どうも最近記憶があやふやでね。悪いけど、初対面ってことにしてもう一回名乗ってくれないかな？」

　リトの目の前にいたのは、ぼさぼさ髪がみの眠ねむそうな目をした女性だった。服はよれよれのトレーナーにジーンズ。『みみずく古書店』と書かれたエプロンに両手を突っ込んでる。

　リトは、彼女を知っている。

　二週間前、リトと翔と真白、黒乃は彼女に殺されかけた。

　──〈壊かい体たい者〉さん。

　──おにーさんが初めて『果実』を喰くらった人、です。

「わ、わたしは天巡リト。そ、その、翔おにーさんの従妹いとこです」

「ふむ、聞き覚えのある名前だ。翔──ああ、あの少年のことか。

　ということは君も私の知り合いかな？」

　みさおはリトの頭を、くしゃ、と撫なでた。

　にゃーん

　にゃーん

　にゃん

　いつの間にかやってきた猫ねこたちが、みさおの足あし下もとで甘えたような鳴き声をあげる。

「私の名前は海棠みさお。商店街にある『みみずく古書店』の店主だよ。

　警察から戻もどってきたばっかりなんだけどさ、一体なにがあったのか教えてくれないかな」




「まったく、最近はおかしなことばかりだよねぇ」

　猫を引き連れて歩きながら、リトに向けてみさおは問いかける。

　リトの手には自じ販はん機きで買ってもらったミルクティ。熱すぎる缶かんを両手で挟はさんでいるのは、繫つなごうと伸のばしてきたみさおの手を拒きよ否ひするためだった。みさおがもう『果実』を持っていないのはリトも分かっている。記憶だってほとんど残っていない。でも、リトはみさおが恐こわい。

　──わたしとおにーさんは、この人の恋こい人びとさんの仇かたきなんです。

　正当防衛だった。やらなければやられていた。直接手は下していない。彼を殺したのは〝雑音〟の拳けん銃じゆうの暴発だった。翔は〝傷〟で彼を追い詰つめただけ。リトは翔を守るために、彼を包丁で刺さしただけ。その時〈慈じ母ぼ〉の『衝しよう動どう』が発動していたリトには、まるで夢の中のような出来事だった。

　それでもリトは覚えている。

〈侵しん略りやく者〉の〝端末〟、青海おうみ拓たく也やの最さい期ごも。

　リトの隣となりを歩いている海棠みさおが、〈壊体者〉の〝端末〟だったことも。

「ところで、あの少年はなにやらかしたんだい？」

「おにーさんのことですか？」

「昼まで警察にいたからよくわからないんだけど。学生たちがゾンビみたいに『あまめぐり』『あまめぐりぃ』って喚わめきながら町をうろついてたらしいよ。

　珍めずらしい名字だから分かるよ。あれは彼のことだろ？」

「おにーさんはなにも悪いことしてません」

「だろうね。わざわざうちの店に、拓也の荷物を届けに来るぐらいの律りち儀ぎ者ものだからね」

　みさおは空を見上げ「まあ、あれも誰だれかに持ってかれちゃったんだけどね」と独りごちる。

　空に太陽がない日。

『神の箱庭』から降り注ぐ光に照らされた町は、赤く沈しずんで、どこか作り物めいていた。

「あの空を見てると不安にならないかい？」

　空を見上げたまま問いかけるみさおに、リトは小さく頷うなずいた。

「水面みたいに見えるよね。その奥に、なにか柱みたいなものがうごめいてる。綺き麗れいだけど、まるで、悪い夢みたいだ──違ちがうかな、こっちが夢なのかもしれないね」

「夢、ですか？」

「そう、夢。見てごらん、出歩いてるのは私たちぐらい。みんな家に閉じこもるか、うずくまって頭を抱かかえてる。まるであれを見たくないみたいだ。不安になるんだよね、きっと。

　朝になったら日が昇のぼって、夜になったら陽ひが暮れる。そういう当たり前のことを、突とつ然ぜんなにかの都合で反ほ故ごにされちゃった気分かな。君はどうだい？」

「わたしは、あの空に行ってみたいです」

「変わってるね、君は」

「あそこには大事な人がいるんです。どうでもいい人も二人」

　リトはふと、足を止めた。自分が痛いくらいにミルクティの缶を握にぎりしめていることが分かる。声が震ふるえだして、知らない間に涙なみだがこぼれていた。

　誰も帰ってこなかったらどうしよう。手が届かない場所で、翔が傷ついていたらどうしよう。『中有の居城』で翔が死んでしまったら──どうやってそれを確かめればいいんだろう──？

「みんなあの空に飲み込まれていくのかもしれないね」

　空を見上げたまま、ぽつり、とみさおが呟つぶやく。

「そんな気がするよ。みんなあの場所からやってきて、最後はあの場所へ帰っていくのかもしれない。それに、なんとなく分かったんだ。私の幼なじみ、青海拓也はもう、この世界にいない。たぶん、あの光る空に飲み込まれていったのかもしれない……」

「……みさおさん？」

　ぽん

　誰にともなく呟いたみさおは困ったような笑え顔がおを浮うかべ、リトの頭に手を乗せた。

　そのままボブカットの髪を、ぐりぐりとかき回す。

「ごめん、妙みようなこと言ったね。気にしなくていいよ。

　まあ、とりあえずうちで休んでいきなよ。にゃんこ達を撫でてれば気分も落ち着くさ」

　同意するように三さん匹びきの猫ねこたちが、リトの足首に頰ほおをすり寄せる。

「ごめんね。やっぱり君の名前は思い出せないや。最近忘れっぽくってね。前に読んだ本の中身まで思い出せなくなってるから、家の蔵書を読みあさってるんだけど、これがなかなか」

「そうなんですか」

「うちには色々な本があるからね。一冊どうだい？」

「料理の本があったらください」

「いいよ。遊牧民族の伝統料理、羊を一頭使ったシュースのレシピなんかどうかな？」

「そんな地域性を無視したのを勧められても困ります」

　商店街への角を曲がったとき、リトは目の前に見知った姿を見つけた。

　抜ぬき身の刃やいばのような視線が彼女を射た。

　倒たおれた電柱。横よこ倒だおしになった車。はみ出した瓦が礫れきのせいで車両通行止めになった道路。

　そこに、リトの母親が立っていた。

　いつもと同じパンツスーツ。円月刀のような横ポニーテールを揺ゆらして、リトが見たこともない鋭するどい視線を向けている。

「迎むかえに来たわ、リト。こっちに来て」

「──おかーさ」

「早くっ!!」

　甲かん高だかい声がリトの耳じ朶だを打った。リトは慌あわててみさおにお辞じ儀ぎをし、自分の母親に向かって駆かけ出す。楓はリトの腕うでを摑つかみ、小さな身体からだを自分の背中に回した。

「おかーさん、この人はおにーさんのご近所さんです」

「ああ、この子のお母さんか。はじめまして、私は海棠みさお。そこのおんぼろ古書店の主人だよ。この子のお兄さんがよく遊びに来るんでね、その子のことも知ってる──らしいよ？」

　みさおは楓に向かって肩かたをすくめてみせた。

　楓は尖とがった視線を送りながら、みさおに向かって頷く。

「ええ、知ってます。あなたのことは、ね」

「だったら睨にらむのをやめてもらえないかな。こっちは気が弱いんだからさ」

「……あなたを睨んでるわけじゃないわ。〈壊かい体たい者〉」

「お、おかーさんっ!?」

　みさおの足あし下もとで猫たちが「キシャー」と声を上げる。

　その声を聞いて、リトは気づいた。

　商店街へ通じる道の陰かげから、白衣の男性が姿を現したことに。

「おかーさん、この人は──？」

　リトは掠かすれる声で母親に問いかける。

　その男性には、色というものがほとんど存在しなかった。

　爪つま先さきまでを覆おおう白衣。髭ひげも髪かみも白く、目は漆しつ黒こく。肌はだは灰色に近い。

　首から提さげたモノクルが更さらに無機質な印象を強めている。

「〝雑音〟の博プロフエ士ツサー」

「──博士？」

「ディンタニア＝エシュオンが〝雑音〟の姫ひめ君ぎみなら、彼は〝雑音〟の主しゆ宰さい者といったところかしら。まさか、あなた本人がお出ましになるとは思わなかったですけど」

「『神の箱庭』の出現は〝雑音〟にも影えい響きようを与あたえる。動けるのは〝端末〟、元〝端末〟。この世界の原理に属さないイレギュラーだけ。私が動くのもやむを得ないことではないかな」

　不ふ穏おんな気配を察したのか、みさおと猫たちが道の端はしへと飛び退しさる。

　モノクルを提げた老人は線のような細い目で楓を眺ながめ、小さく「かか」と笑う。

「あなたには姿を見せないようにしていたはずだが、私の顔ぐらいは知っておりましたか、元〈断罪人〉」

「その名は捨てました。〝普通の人間〟の名前で呼んでくれないかしら、博士」

「失礼した、天巡楓。あなたにお願いがあって来たのだが」

「後にしていただけませんか──人を待っているところ──ですから」

「──〈英えい雄ゆう〉を、かね？」

　博士がモノクルを片目に当てる。

　その動きだけで、リトの背中に怖おぞ気けが走った。

「暴動、戦争、紛ふん争そう。〈英雄〉はそのような混こん沌とんを鎮しずめる『衝しよう動どう』を持つ。あなたが〝雑音〟に協力しているのも、我らと〝端末〟の戦いが混沌を引き起こすからだろう？　いずれ、それに惹ひかれて〈英雄〉がやってくると」

「そのお話は──別の場所でしませんこと、博士」

「時間がないのだ。一いつ緒しよに来て欲しい」

　博士が長い顎あご髭ひげを撫なでる。

　リトは楓の服にしがみついている。白と黒と灰色。無む彩さい色しよくで構成された老人を眺めているのが恐こわい。けれど、目を逸そらすのはもっと恐い。〝雑音〟の主宰者、『博士』。

『偽ぎ装そう世界』ディンタニア＝エシュオンを作り出した張本人。

「どこへかしら？」

「『中有の居城』へ」

　こともなげに、博士は言った。

「〝流転骨牌〟は未いまだ校舎の周囲に配置してある。魔ま法ほう陣じんは維い持じしてあるが、ディンタニア不在では門を開いたままにはできない。〈慈じ母ぼ〉が再起動すれば我々も『中有の居城』へ向かうことができる。君も甥おい御ごさんが気になるのではないかね？」

「……〈心配症〉を使えばいいんじゃありません？」

「ディンタニアがいなければ彼に命令することはできないのだよ。『ティーチング』がかかっているとはいえ、むやみに使えるほど、彼は簡単な相手ではない」

「学校で〝流転骨牌〟を起動したのは〝雑音〟の計画のうちかしら？」

　こんな楓を見るのは、リトも初めてだった。

　楓の長い指が、リトの小さな手を痛いくらい握にぎったまま、放そうとしない。

「五百ある戦術プランのひとつではあった」

「わざわざ『神の箱庭』を人々に見せつけている理由は？」

「偶ぐう然ぜんだよ。時が経たてば〝普通の人間〟の記き憶おくも薄うすれていく。

　日常を維持しようとする彼らの恒ホメオ常スタ性シスは強力だからね」

「不思議よね。ディンタニア＝エシュオンでは〈角笛を吹く精霊〉には勝てない。わかりきっているのに、どうして一人で前線に送ったのかしら？」

「我々には時を選ぶ余よ裕ゆうなどない。たった今手にした〝流転骨牌〟さえ、一刻後には失われてしまうかもしれない。だからこの瞬しゆん間かんに全すべてを行うのだよ」

「でも、ディンタニア＝エシュオンでは〈角笛を吹く精霊〉に勝てない」

「彼女は勝つよ」

「〝傷〟と共きよう闘とうすれば？」

「答える必要があるかな？　どうする？　時間もあまりないのだが。協力してもらえるかな」

「──はいっ」

　楓の代わりに、リトが声を上げた。

「わたしにおにーさんを助けさせてください」

「リト！」

「……わたしだけここに残ったってことは、きっと、そういうことなんです」

〝流転骨牌〟は〝端末〟の『果実』に反応して門を開く。

　そして、翔たちを地上に呼び戻すためには、誰かが門を開く必要がある。

　今、地上にいる〝端末〟で、翔の味方になれるのは〈慈母〉天巡リトしかいない。

「あなたは、おにーさんを助けてくれますか？」

「もちろんだとも、私は君たちの味方だ」

　──たぶん、おにーさんはわたしを怒おこるでしょうね。

　翔は〝雑音〟を嫌きらっている。〝雑音〟の目的は〝夢を見続ける神〟が作ったこの世界を終わらせること。五年前の翔なら進んでそれに協力したかもしれない。けれど、今の翔は、リトや真白・黒乃がいるこの世界に続いて欲しいと思っている。システムを変えるための手段を──傷つきながら、本気で探している。

　──もう、許してもらえないかもしれないです。

「なんだかさ、こっちの知らないところで話が進んでるんだけど、そこの人」

　道の端に立ち、エプロンのポケットに手を突つっ込んだみさおが、博士をうさんくさそうな目で眺めていた。

「どこかで会ったことがあったっけ？　ご老人」

「ないと思うがね。この時代では、おそらく」

「思わせぶりな言い方をするよね」

　みさおは足あし下もとで震ふるえる子こ猫ねこを抱だき上げ、じっと、値ね踏ぶみするように無彩色の男性を睨にらむ。

「最近、店の本を読みあさってるんだけどさ、君そっくりの肖しよう像ぞう画がを見たことがあるよ。あれは──どの本だったっけ。そう、中世の魔ま術じゆつ師しの伝記だった。名前は──」

　答えるように「にゃぁ」と、みさおの足下で別の猫が鳴いた。

「あ、そうだね。思い出した。

　確か『アラビア人アグシーダ』というタイトルの本だったよ。君は魔術師なのかい？」

「いや。魔術師などは、もう存在しないだろう？」

「そう？　つまんないね」

「君は面おも白しろい人間になったね。〈壊かい体たい者〉」

「私を変な名前で呼ぶね、ご老人。

　自分が面白いかどうかなんて分からないさ。にゃんことの毎日を楽しんではいるけどね」

「それでいいのだよ」

　博士は、線のような目を細め、好こう々こう爺やのような笑えみを浮うかべた。

「忘れてしまうがいい。〈壊体者〉。己おのれの使命のことも。過去、自分が何者だったのかも。

　それは、この世界が終わるまでの一いつ瞬しゆん。

　あなたが壊こわれたおかげで〝雑音〟は『中有の居城』への門を開くことができたのだから」

　博士が最後に呟つぶやいた言葉は小さすぎて、リトにはほとんど聞き取れなかった。

「忘れてしまうがいい。数百年前〈壊体者〉と魔ま女じよケルトファリアが為なしたことも。

　いずれケルトファリアに告げよう。元〈壊体者〉よ。あなたが今、幸せであることを」




　　　　７




「もうすぐ、ほのかたちの住み処かに着くよ。お兄ちゃん」

『彼女』が石いし畳だたみの通路を、僕たちの先に立って歩いてる。

　トーガに包まれた小さな背中。僕の前で、長い三つ編みが揺ゆれてる。

　結び方も生きていた時のまま。小さくスキップするような歩き方も変わらない。

　だけど。

　僕はそこにいる三つ編みの少女を『彼女』としか呼べない。

　真白は僕の手を握って、三歩進むたびに、心配そうに僕の顔を覗のぞき込んでる。

　黒乃はハートブレイカーを握ったまま、僕と真白の前を歩いてる。

「黒乃、『中有のルー居城ガー』についてのデータは？」

「言ったでしょ。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の住み処ってことしか知らないわよ。〝端末〟の天国？　そんなのがあるんだったら……私たちのしてきたことって、なに？

　ああもうっ、落ち着かない！　頭は痛いし、足の間はスースーするし──最低」

　黒乃は適当に巻き付けたトーガの、足の付け根のあたりを押さえた。

　……そういえば二人とも、下着なんかつけてないんだっけ。

　ふるふる

　僕は首を振ふった。そんなこと考えてる場合じゃない。

　もしも、本当にここが〝端ガジエ末ツト〟の天国だとしたら、黒乃がそれを知らないのも、無理ない。

　死んだ後、天国に行くって約束されているなら──それが地上にいるよりずっとずっと長い時間だとしたら、〝端末〟は〝普通の人間〟を殺すことを悩なやまなくなるかもしれない。

　どうせ地上の時間はかりそめ、一瞬のこと、役目を果たして死んだ後は『中有の居城』で幸せに暮らす──〝端末〟がそんなふうに割り切ってしまったとしたら、

　役者の葛かつ藤とうはなくなり、

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の『無限舞ぶ台たい』は、ただのルーチンワークになる。

　だから〝端末〟は天国の存在を知らされていない。そういう可能性だってあるんだ。

「天巡くん。霧きり……晴れてます」

　僕の手を握にぎったまま、空いた手で真白が空を空を指さした。

　石畳の道が、巨きよ大だいな山を巡めぐるように続いている。

　違ちがう──あれは山じゃない。

　岩がん壁ぺきのように見えるのは、表面がささくれだった巨大な柱だった。

　段々先細っていく灰色の柱が、頭上の赤く光る海に向かって伸びている。柱の周りには螺ら旋せん階段があって、それが柱の頂上まで続いてる。そこになにがあるのか、ここからは見えない。

　円い地面の中央に建っている、白い柱。

『中有の居城』の地面は円えん盤ばんのようなかたちをしている。

　地上とはなにもかもちがうんだ。ここは。

　石畳の道を通っていると、地面に端はたがあるのが分かる。柱の周囲を円えん弧こ状の広い通路──途と中ちゆうから森になる──が取り囲んでいる。道みち幅はばは学校の敷しき地ちくらいあるけど、終わりもやっぱりある。地面の端。その先にはなにもない。ただ、空でたゆたう水面が見えるだけ。

　遠くから見たら『中有の居城』は、空に先せん端たんを向けた螺旋ねじのように見える──と、思う。

「天巡くん、黒乃──あの赤い空は？」

「『神の箱庭』。この世界の創造主〝夢を見続ける神〟の牢ろう獄ごくよ。真白」

　僕の代わりに黒乃が、真白の問いに答える。

　樹きの枝の向こうにあるのは、青空でも夜空でもなく──ひたすら波打つ水面。波がぶつかりあうたびに赤い鱗りん粉ぷんが散る。水面の奥には無数の柱があって、縦じゆう横おう無む尽じんにうごめいている。

「あんまり見ちゃだめ。〝端末〟はまだいいけど、〝普エ通キのス人ト間ラ〟があれに囚とらわれると正気に戻もどっちゃうかもしれない」

「正気に戻るって──なんだよ」

「この世界が神様の夢だってことに気づいちゃうの。自分たちがただの頭数で、なにをしても結局〝端末〟の引き立て役だってことが分かってしまうの。ダウナー状態になったり、耐たえられなくなって気を失ったりするのよ」
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「……見ちゃ駄だ目めです。天巡くん」

　真白が僕の目を掌てのひらで塞ふさいだ。

「み、見るならその、あたしの方を見てください」

「周防さん、今──僕になにか大事なことを言わなかった？」

「大好きです、天巡くん」

「そ、そうじゃなくて。怒おこったような声が聞こえたから──」




『地上へ帰りなさい』

『ここは、〝普通の人間〟の来るところではない』

『我が師が──ここを、狙ねらっている。お願い。地上へ帰って』




　また聞こえた──誰だれだ？

　二週間前、みさおさんの『果実』を喰くらった時に〝傷〟から聞こえていた声。

　でも、今は別の場所から聞こえてくる。僕の頭ず蓋がい骨こつを貫つらぬいて、足あし下もとまで響ひびき渡わたる。

〝傷〟じゃない。〈角笛を吹く精霊〉でもない──他の〝端末〟の声──なのか？

「気になるよね？」

　気が付くとほのか──じゃない、『彼女』が不思議そうに僕たちを見ていた。

「あれが『中有の居城』の名所『神の箱庭』。ラガジュの居場所だよ、お兄ちゃん」

「……他に名所があるのか？」

「あるよ。順番に案内してあげるから──でもね」

　にぱ、と無む邪じや気きに笑う『彼女』。

「お兄ちゃんは、どうしてほのかになにも訊きかないの？」

　──やめろ。

　偽物だって分かってるのに、ほのかの声で話すな。

　おかしい、こんなの。

　僕を追い詰つめるためだけにここまでする必要なんかどこにもない。

〈角笛を吹く精霊〉の居城に、ほのかの偽物を置いておく理由なんか。

　胸の奥で黒いものがわき出してくる。

『彼女』を見てると、灼やけるような痛みと、どす黒いものが胸の中からわき出す。

　終わってしまえ。

　こんな世界、終わってしまえ──って、また。僕は。

　ぎゅ

「恐こわい顔してます、天巡くん」

「あんたは脆もろすぎなの。まったく」

　気が付くと──真白が僕の右手を握ってた。

　なんだかよく意味は分からないけど、黒乃が左手を摑つかんでた。

　真白は僕を引っ張り寄せて、黒乃が僕の頭にチョップを落とす。

「大だい丈じよう夫ぶです。あたし、天巡くんが落ち込んでたら五百万年だって一いつ緒しよに落ち込んであげます。核かく弾だん頭とうが落ちてくるんだったら楯たてになってあげます。〈生命体〉は強い生き物だって黒乃が言ってましたから、きっと、隕いん石せきが落ちてきたって大丈夫なんです。あたし、ここがどこだかよく分かってないし、このほのかちゃんが本物なのかどうかも分かりませんけど──大丈夫。

　あたしは天巡くんがいるから大丈夫。

　天巡くんは、あたしが守ってあげるから大丈夫なんです！」

「〈創造者〉が言ってたでしょ？　あんたはイレギュラーなの。とてつもなく強い、ね。だって〈壊かい体たい者〉も〈創造者〉も消しちゃったんだから。

　もうこの『無限舞ぶ台たい』でそういう配役になっちゃってるんだから覚かく悟ご決めなさいっ！」

　真白は僕の目の前に左手をかざす。薬指に僕と真白が買った、銀色の指輪が光っている。

　黒乃は僕の頭に、とんとん、ととん、と連続したチョップを落とす。

　すぅ、と呼吸が楽になっていく。

　なんだかわからないけど、胸の奥からわき出す黒いものが溶とけていく。

　──最強だ。この二人。

　僕は目の前の──ほのかに似た誰かに向き直った。

「訊くことなんかなにもないよ」

「本物だったらこの質問に答えろ！　とか。

　本物だったら背中にアザがあるはずだ！　とか──気にならないの？」

「ほのかの背中にアザなんかなかった」

「……つまんないの」

『彼女』は爪先で白い石いし畳だたみを蹴けった。

「答えを先に言っちゃったら、訊いても面おも白しろくないもん」

　道が開けた。

『中有の居城』の中央にそびえ立つ柱の前に、白い石畳が敷しかれた広場があった。広場には白い石でできたベンチが配置されて、装そう飾しよくが施ほどこされた石柱──コリント柱というんだっけ──が、中央の柱と高さを競きそうように天に向かって伸のびている。

　そこには、十数人の人たちが集まっていた。

　全員、真白と黒乃が着ているのと同じ、白いトーガを身につけている。人種も、肌はだの色も、目の色も様々だった。黒、青色、アイスブルー、褐かつ色しよく、茶。髪かみの色も、また。みんなベンチに座ったり、柱に寄りかかったりしながら──笑ってる。言葉は様々だけど、なんとなく、意味が分かる。違ちがう。意味を頭の中に流し込まれているような──？

「ここが『端末の天国』だよ。

　きちんと使命を果たして死んだ〝端末〟はここに来るの、ほのかみたいに」

　広場で笑っている人たちの中に、見覚えのある顔があった。

　背の高い、髪を金色に染めた男性。あの時は革かわジャンを着ていたけど、今は、他の人たちと同じ白いトーガを身につけている。彼が僕たちに気づいた。こっちへ、ゆっくりと歩いて来る。

　僕の後ろで真白が小さく悲鳴を上げる。

「……〈侵しん略りやく者〉青海拓也」

　真白の『果実』を奪うばおうとして死んだ、みさおさんの恋こい人びと。

『運命規定』を受けた銃じゆうの暴発で死んだはずなのに──いや、いいのか？　ここは天国だから、死んだ〝端末〟がいるのは当たり前なのか？

　でも、ここが本当に〝端末〟の天国なら、

　──どうしてほのかがここにいない？

「〝端末〟が死んだら『果実』は、生まれる前の胎たい児じを探して取り憑つくの。そして、使命から解放された〝端末〟はここに来る。生きるのに飽あきた〝端末〟の魂たましいは〝夢を見続ける神〟の元で無に還り、世界の行く末を見守ることにした〝端末〟は、ここで幸せに暮らすの」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべて、『彼女』は言う。

「地上では迷めい惑わくをかけたね。悪かった。そんなに怯おびえないでくれ。頼たのむから」

　トーガを着た元〈侵略者〉青海拓也は、僕たちの前に膝ひざをついた。

「知らなかったのさ。〝端末〟には天国があることを。

　この場所のことを知っていたら、君たちを襲おそう意味なんかなかったのに」

「本当にここは〝端末〟の天国なんですか？」

「そうだよ。そして、君たちにもここに住む権利がある」

　──は？

「な、なに言ってるのよあんたっ！　真白はともかく、天巡は〝端末〟じゃないでしょ!?」

「地上に君たちの居場所があるのかい？」

　元〈侵略者〉、青海拓也は笑う。

「〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に感謝すべきだね。彼の慈じ悲ひが、君をここに導いた。

〝傷〟が憑いた右みぎ腕うでを切り落として、ここに住むといい。君の妹と共に」

「青海拓也さん」

「なんだい？」

「あなたは──どうして笑ってるんですか？」

〈侵略者〉の『果実』はディンタニアの中にある。

　だから、この人の中には『果実』がない。『衝しよう動どう』にも、もう支配されていない。

「教えてください。あなたはどうして笑ってるんですか？」

「ここが〝端末〟の天国だから。その答えじゃ不足かい？」

「みさおさんはこの場所に来られないのに？」

　僕のセリフに、元〈侵略者〉の表情が凍こおり付いた。

「あなたには大事な人がいたはずです。〈壊体者〉、海棠みさおさんが。

　でも、〝傷〟に『果実』を喰くわれたみさおさんはもう〈壊体者〉じゃない。だから、みさおさんは、使命のために命を落とした〝端末〟にはなれない。彼女はこの場所には来られない」

　覚えてる。

〈侵略者〉青海拓也と、〈壊かい体たい者〉海棠みさおさんは共生関係にあった。

　みさおさんが『衝動』のまま〝普通の人間〟を解体し、青海拓也が死体を処理する。

　ずっと一いつ緒しよにいて──けれど、互たがいが殺さつ戮りくを担当する〝端末〟だから、どちらかがバグってどちらかを殺してしまうことが恐こわくて──ずっと抱だき合えなかった。

「青海拓也さん──あなたはみさおさんのために生きてたんですよね。

　二度とみさおさんに会えないのに、どうしてあなたは笑ってるんですか？」

　返事は返ってこない。青海拓也の動きは、僕が問いかけた瞬しゆん間かん、停とまった。

　半分口を開けて──不格好に笑った顔のまま、フリーズしてる？

「じゃあ引っ込んじゃえ。できそこないの人形」

　ぎぎ、と『彼女』は柱を爪つめで搔かいた。

「どうすればいいのかなぁ。下手へたに賢かしこいんだもん、お兄ちゃんは」

「ひとつ、教えてほしい」

「なぁに、お兄ちゃん」

「〈角笛を吹く精霊〉はどうして、僕たちを殺しに来ない？」

　僕の問いに『彼女』の背中がぴくり、と震ふるえた。

　広場の人々は地面に片かた膝ひざをついて、『彼女』をうやうやしく見上げている。

「汝なんじ、近世において最も神に愛された〝端末〟であった者よ。

　そして『中有の居城』へようこそ。〈超ちよう越えつ者〉の兄、イレギュラーよ」

　赤く波打つ空の下、人々が一いつ斉せいに唱和する。まるで古代都市の議場のような広場で。

　僕は、頭上にそびえ立つ柱を見上げた。ずっと上まで続いている螺ら旋せん階段。ここは〈角笛を吹く精霊〉の居城で、あいつが世界を支配するための施し設せつ。

　考えろ。

　どうしてここにほのかの偽にせ物ものがいる？　どうして〝端末〟の姿をした人たちがいて、僕たちを崇あがめている？　目的は何だ？　わからない。情報が少なすぎる。

　確かなことは、ひとつだけ。

　目の前にいる三つ編みの少女。

　彼女は他ほかの誰だれであっても、僕の妹、天巡ほのかじゃない。

「もう一度聞く、〈角笛を吹く精霊〉はどうして、僕たちを殺しに来ないんだ？」

「選せん択たくの余地がまだあるからだよ、お兄ちゃん」

『彼女』は人差し指を振ふりながら笑う。

「お兄ちゃんには、この場所ですることがあるの」

「〈創造者〉と〈心配症しよう〉のことは？」

「彼らは言うことを聞かなかっただけ。舞ぶ台たいを準備して、放置するように命じたのに」




『食ベテイイ？』




　右腕から〝傷〟の声が聞こえて──やっと、わかった。

　どうしてこいつがほのかじゃないってはっきりと言えるのか。

「周防さん、離はなれないで。黒乃はハートブレイカーを」

「──はい、天巡くん」

「つまりこいつは、敵ね」

　真白は僕の背中にぴったりと張り付く。

　黒乃はハートブレイカーを両手でしっかりと構える。

「どういうつもりなのかな、お兄ちゃん」

「選択の余地なんかもうない。僕はもう、選んだんだ」

「ほのかの敵かたき討うちを？」

「違ちがう──そうじゃない」

　真白と出会ったのは運命じゃない。ほのかが導いてくれた、ただの偶ぐう然ぜんだった。

〝端末〟に囲まれていた僕が、ここまで生き延びてきたのも。

　五年前の僕は世界のシステムを壊こわすって宣言して、

　それを忘れた今の僕は、〝傷〟を埋うめ込まれて、知らないうちに五年前の宣言をそのまま実行してた。

　逃にげ道はいくらでもあったんだ。黒乃を犠ぎ牲せいに、真白の『果実』を消してもよかったし、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の提案通り、〝傷〟が憑いた右腕を差し出してもよかった。

　だけど、僕はもう選んだ。自分がなにをしたいのか。

　シナリオを持たない〝普通の人間〟だから、自分でシナリオを書いた。

　真白と黒乃、リトを守って、生き残る。

　まだ恐い。口に出そうとすると足がふるえ出す。でも──決めたんだ。

〝端末〟に囲まれて偶然生き残ってたなら、その偶然を生きてる限り続けてみせる。

「〈角笛を吹く精霊〉の提案をもう一度聞きたい？」

『彼女』は薄うすら寒い笑え顔がおを浮うかべる。

「〝傷〟が憑いた右みぎ腕うでを切り落とし、差し出せ。

　そうすればお兄ちゃんと〈生命体〉『補正プログラム』〈慈じ母ぼ〉には手を出さない」

『彼女』は宙に向かって小さな手を差し伸のべる。

　なにもないはずの空中から──無色透とう明めいの物質でできた、ガラスのような円月刀を摑つかみ取る。

「〈創造者〉がいなくなっちゃったから義手はもう作れないけど、いいよね。

　早く。早く答えて？　お兄ちゃんはここでほのかと暮らすんだよね？」

「答えはもう決まってるんだよ、〝端末〟」

　心の中が不思議なほど静かだった。声も震えてない。どきどきも、してない。

　選ぶってこういうことなのか。

　いらない選せん択たく肢しを黒で塗ぬりつぶして、ひとつだけ残ったものを選ぶ。

　あとはそれを、口にするだけ。

「僕は、ほのかを殺し──周防さんや黒乃やリトを傷つける世界のシステムを、壊す。

〈角笛を吹く精霊〉には何も差し出さない」

「もう一回聞いてもいい？　お兄ちゃん」

「聞くのはこっちの方だよ、〝端末〟。

　お前が本物のほのかなら、どうして『果実』を持ってる？

　黒乃が言ってた。お前もたった今言ったよな。〝端末〟が死ぬと『果実』は宿主を探してさまよい、生まれる前の胎たい児じに取り憑つくんだって」

　どくん、どくん、と僕の右腕が脈打ってる。

　僕の前で『彼女』の目が赤く染まっていく。

「〝傷〟がお前の頭にある『果実』に反応してる。次の〈超ちよう越えつ者〉がもう生まれてるなら、ほのかが『果実』を持ってるはずがない。だからお前は──偽物だ」

「うん。ばれると思ってた」

　拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりと、『彼女』は僕の言葉に頷うなずいた。

「なんで──ほのかのふりなんかするんだよ!?」

「天巡ほのかはこの数百年の間に一番〝夢を見続ける神〟に愛された〝端末〟だから」

『彼女』はつくりもののような笑顔を浮かべた。

「〈角笛を吹く精霊〉のミスによって天巡ほのかが死んでから、神様は彼に目を向けなくなった。それを悔くやんだ〈角笛を吹く精霊〉は、天巡ほのかを新しく作り直すことにしたんだよ」

「ほのかが──神様に愛されてた？」

　リトもそう言ってた、けど。

「〝夢を見続ける神〟の本心なんか分かんない。興味もないし。

　でもね、〈角笛を吹く精霊〉はそう言ってたよ。

〈超越者〉天巡ほのかは天性の直感で、ラガジュを楽しませるツボを見み抜ぬいていたんだって。

　全すべての〝端末〟は『衝しよう動どう』によって無限舞ぶ台たいを盛り上げる。けれど、天巡ほのかは違った。自分と、周りの〝普通の人間〟が楽しむところを見せて、語りかけていたの。

『神様あなたの作った世界はこんなに楽しいよ？　見てるだけじゃなくて一いつ緒しよに遊ぼう』──って」

「〈超越者〉の『衝動』は──？」

「『超ちよう越えつ衝動』。上位者である〝端末〟と下位の〝普通の人間〟のヒエラルキーを逆転させる『衝動』。それが影えい響きようしてたのかもしれない。天巡ほのかは最上位にいる〝夢を見続ける神〟と同じ舞台で遊ぼうとしたの。だから〝夢を見続ける神〟は彼女を愛した」

　直感だけで動いて、それを絶対に後こう悔かいしない少女、天巡ほのか。

　どんな時も前向きで、「楽しむ」ことにかけては天才だった。僕もリトも、家族も、周りの人たちまで直感のメイルシュトロームに巻き込んで、ほのかによるお祭り状態を繰くり返してた。

　そして──一緒に遊びたい誰だれかがいるって言ってた。

　今ならわかる。たぶんそれは、この世界の神様のことだ。

　だから〝夢を見続ける神〟にまで愛されてたのか、あいつは。

「勘かん違ちがいしないでね。天巡ほのかが愛されていたのは、なにかを勘違いしてる滑こつ稽けいな役者として。人が人を愛するように愛されていたわけじゃないのよ。ふふ」

　ほのかは僕より先に世界の秘密を知って、僕とは違ちがう方法で、この無限舞台のシステムを変えようとしてたのかもしれない。舞台に〝夢を見続ける神〟を巻き込んで、一緒に遊ぶことで。

　だけど、ほのかが世界を変えるメシアだったとしても、そんなことにはもう何の意味もない。

「僕の妹、天巡ほのかは死んだ」

　やっと言えるようになった。

　もう普通に思い出せる。

　ほのかがどんな声で話していたのか。

　目の前にいる『彼女』の口調がほのかと似てるけど、少しだけ違うってことも。

「〝夢を見続ける神〟に許してもらうために、〈角笛を吹く精霊〉は、天巡ほのかに面おも差ざしの似た〝端末〟を探し出した。それが私、〈断罪人〉。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は私をほのかのコピーにすることにした。『運命規定』で本来の記き憶おくを消して、顔のかたちに目の色──体型までも作り替かえて、完かん璧ぺきな、天巡ほのかのコピーに」

『彼女』の足に、赤い鉄板のようなものがまとわりつき、固まっていく。

　固い、真っ赤なブーツ──それが太ふと股ももまで──腰こしまで──胸までを覆おおっていく。

　赤い甲かつ冑ちゆう〈断罪人〉に、変わっていく。

「ここは〝端末〟の天国なんかじゃない」

　トーガを着た人たちが次々に倒たおれていく。元〈侵しん略りやく者〉、青海拓也も。

　のっぺりとした──表情のない──美術のデッサンに使う人形のように──変わっていく。

「ここにいるのはみんな人形。〈人形使い〉が作った人間の真似まねをするもの。『複製品レプリカ』。

〈角笛を吹く精霊〉のコレクション。ここには〈人形使い〉はいないけど」

「どこまで私たちをばかにすれば気が済むのよ！　あんたたちはっ！」

　黒乃が長い黒くろ髪かみを振ふり乱して叫さけぶ。

　鎧よろいをまといはじめた『彼女』は、黒乃を見ない。

　僕をまっすぐに見つめたまま、言葉を紡つむぎ続ける。

「〈角笛を吹く精霊〉はただ一度のミスをなかったことにしたいのよ。

　天巡ほのかの完全なコピーを作れば、神が笑いかけてくれるかもしれないと彼は思った。でも、〈断罪人〉が天巡ほのかの真似を繰り返しても、神様は彼を見ようとしない。

　材料が足りないのよ、きっと。

〝夢を見続ける神〟に目を付けられたお兄ちゃんが一緒にいて、私がちゃんとほのかのコピーになれるように教育してくれれば、きっといつか本物になれる。神様も、笑ってくれる」

「リトも？　楓さんも？　僕の父さんと母さんもここに連れてくるつもりなのか？」

「〈慈じ母ぼ〉は〈角笛を吹く精霊〉に自分のミスを思い出させるから駄だ目めね」

　頭頂部まで赤い兜かぶとに覆われた──もう、顔も見えない〈断罪人〉は言う。

「そして〝普通の人間〟は世界の真実に耐たえられない。『神の箱庭』は、人を正気にしてしまう。世界の真実を見てしまった〝普通の人間〟は無気力状態に陥おちいっちゃうんだよ。

　不思議。どうしてお兄ちゃんはラガジュを見た時、頭がおかしくならなかったの？」

「知るか、そんなの！　あと、僕をお兄ちゃんとか呼ぶな!!」

「死人は甦よみがえらない。〝精霊〟にも無理。死者の復活は神の力を借りなきゃできないんだよ？

　ここにいよう？　一緒にいよう？　だけど〝傷〟の右みぎ腕うでは脅きよう威いだから、切り捨てて。

　最後の選せん択たくだよ、お兄ちゃん。

〝傷〟が憑ついた右腕を切り落とし、差し出せ。

　そうすればお兄ちゃんと〈生命体〉『補正プログラム』〈慈母〉には手を出さない」

「しつこい！　何度も聞くな──〈断罪人〉っ！」

　僕の手を、真白が握にぎってる。

　僕の目の前でハートブレイカーを構えた黒乃が、僕に向かって頷うなずきかける。

「話は終わりだ〈断罪人〉。僕は〈角笛を吹く精霊〉にはなにも差し出さない。

　僕を殺すか、目の前から消えるか、さっさと決めろ！」

　真白と、黒乃。

　白と黒、双ふた子ごの少女。

　白い少女に僕は世界のシステムを壊こわすって宣言して、

　黒い少女に僕は、白い少女を守るって約束をしたんだ。




『食ベテイイ？』




「喰くっていい！」

　僕の右腕から赤い鱗りん粉ぷんが噴ふき出す。

〝傷〟の発生。空中で凝こり固かたまった鱗粉が、青白い身体からだを持つ少女〝傷〟に変わる。

「天巡っ！」

　不意に、黒乃が僕の首を摑つかんで──引き寄せた。

「もう一回ハートブレイカー起動するからじっとしてて！」

「え、やだっ！　黒乃、また天巡くんとキスするのっ!?」

　僕の背中で真白が甲かん高だかい叫び声をあげる。

　まさか、また僕の頰ほおにキスとかするつもりか？　いや、さっき僕も真白の唇くちびるに──その、しちゃったけど、あれは〈心配症しよう〉の能力から真白を解放するための緊きん急きゆう避ひ難なん。それに黒乃はさっき、ハートブレイカーもバグったからキスする必要ないとか──言ってなかったっけ!?

　黒乃の顔が僕の頰に近づいて──途と中ちゆうで、止まった。

　細い息が、僕の顔を撫なでてる。

　黒乃はぎゅ、と目を閉じて、我が慢まんできなくなったみたいに開いた。

　泣き出しそうな顔に見えたけど──黒乃はすぐに、いつもみたいに目をつり上げた。

「天巡、あんた、さっき湖で顔洗った？」

「え？　時間がなかったからまだ洗ってな──」

「やっぱり。泥どろがちょっとだけついてる。ああもうっ！　ムードだいなし！　やめたっ!!」

　だん、と黒乃が僕を突つき飛ばした。

　顔が──じゃない。首筋まで真っ赤になってるように見えるのは──たぶん、気のせいだ。

　黒乃は生後二週間で、本当の『好き』とか嫉しつ妬と心なんか持ってないはずなんだから。

「……私を置いて行けるわけない、なんて言わないでよ」

　黒乃は僕から目を逸そらし、〈断罪人〉に向き直る。

　広場の石いし畳だたみに立つ黒乃と、赤い甲冑の〈断罪人〉。

　二人の間には手足を地面についた〝傷〟。

「天巡は真白を連れて〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を消しに行きなさい」

　黒乃の手の中のハートブレイカーの鞘さやが消し飛ぶ。

　無数の白銀の破は片へんになり、蒸発する。灼しやく熱ねつの刃やいばが生まれ、その周囲で雷らい光こうが点てん滅めつをはじめる。

「〈断罪人〉は私が足止めする」

「な──？　なに無む茶ちや苦く茶ちや言ってるんだよ黒乃！」

〝傷〟と黒乃、ディンタニア。三人がかりでも〈断罪人〉には敵かなわなかったのに!?

「うだうだ言ってる暇ひまないって言ってるでしょ！　さっさと行きなさいよこのばかぁっ！」

　がこん

　黒乃が叫さけんだとき、突とつ然ぜん、〝傷〟の足あし下もとの地面が砕くだけた。

　広場を構成する石が弾はじけ、蒸発する。その下の地面が露ろ出しゆつし、それも蒸気を上げ始める。

『キュイイイイイイッ！』

〝傷〟が悲鳴を上げて飛び退しさる。黒乃の身体を迂う回かいし、僕から数歩離はなれたところに着地する。でも──同じだった。

〝傷〟が触ふれている場所は次々に蒸気を上げて崩ほう壊かいしていく。

「『中有の居城』は〈角笛を吹く精霊〉の居城なんだよ、お兄ちゃん」

　赤い甲かつ冑ちゆうの向こうで〈断罪人〉が答える。

「お兄ちゃんの能力が〝端末〟が作ったものを壊してしまうなら、『中有の居城』も同じ。

　ただしこの下は奈な落らく。地上までは数千メートルの距きよ離りだけどねっ」

「行きなさい、天巡！　あんた邪じや魔まだからっ!!」

　黒乃が跳ちよう躍やくした。〝傷〟が開けた穴を飛び越こえ、〈断罪人〉にハートブレイカーを叩たたきつける。雷光が、赤い甲冑を包み込む。でも、効いてない。〈断罪人〉は平然としてる。鋼鉄の籠こ手てに包まれた腕うでを振ふり、ハートブレイカーを払はらいのける。黒乃は一いつ瞬しゆんだけそれに耐たえて──飛ばされた。『中有の居城』の中心を貫つらぬく柱に向かって。

　その瞬間、地面の下を巨きよ大だいな三本爪づめが走るのが見えた。

　地上にいた時と同じだ。〝傷〟に近くなりすぎたせいで──僕には〝端末〟の能力が見える。

「黒乃！　足下！」

「わかってるってば、ばかっ！」

　黒乃が柱を蹴けり、その反動で真横に飛ぶ。逃にげ遅おくれた長い黒くろ髪かみが赤い爪に絡からまる。ハートブレイカーの雷光が黒乃の髪かみを灼やく。千切れる。巻き込まれそうになった身体が、文字通り間かん一いつ髪ぱつで逃のがれ出る。

　ばちん、と僕たちの足下で雷光が弾けた。

「さっさと行かないと天巡を灼いちゃうから！　命が惜おしかったら行くのっ!!」

　その時の黒乃は、やっぱり、真っ赤な顔をしていたと思う。

「私は〈生命体〉の『補正プログラム』で、真白が生き残る手助けをするのが役目なんだから。

　それに、『中有の居城』を崩壊させるなら、一いつ緒しよに〈角笛を吹く精霊〉も倒たおさないと意味ないの。同じこと繰くり返しの無限ループになるの。相手は無限の寿じゆ命みようを持ってるんだから。

　だから生きてるうちにできることを全部やるの！　それが生き残るってことでしょっ!!」

「天巡くんっ！」

　真白が僕の手を摑つかんだ。

「あたしは、黒乃のお姉さんなんです。お姉さんは、妹がしたいことをさせてあげるんです。

　だから、行きます！　黒乃ができるっていったらできるんですっ!!」

「だけど、相手は楓さんの次の世代の──〈断罪人〉なんだよ!?」

「黒乃は勝ちます。

　天巡くんもあたしも、黒乃も生き残るんです。あたしたちは負けません。

　あたしたちを邪魔する奴やつがいたら、あたしがその人をぶんなぐってあげます！」

　真白は僕の胸を、左手の拳こぶしでぱこん、と突いた。

　薬指に塡はめた銀色の指輪が──不思議なくらい光を放っていた。

「あたしと黒乃のいるところは、天巡くんのいるところなんです。だから、黒乃は絶対に戻もどってきます。地上に帰ってリトちゃんのケーキを食べたり、また三人でデートしたり、みんなで喫きつ茶さ店てん開いたり、やりたいことがいっぱいあるんです。

　そのためにできることは、全部やるんです。あたしも、黒乃も」

　──僕は、やっぱり真白にはかなわない。黒乃にも。

　真白と黒乃には一いつ切さいの迷いがなくて、目的地まで最短距離でつっぱしっていくんだ。

「私は絶対に死んだりしない。こいつを片付けたらすぐに追いかける。それに〈角笛を吹く精霊〉と戦うあんたの方が危険でしょ？　それに比べたら〈断罪人〉なんて余裕だもん！

　天巡こそ！　真白を『繁はん殖しよく』させるまで絶対に死んだら駄だ目めなんだからああああっ!!」

　ハートブレイカーを振りかざした黒乃が叫んで、僕も──覚かく悟ごを決めた。

「あーもうっ、わかったよ黒乃っ！」

　僕は真白の手を摑んで走り出す。

「でも、黒乃が戻ってこなかったら僕は絶対に周防さんと『繁殖』とかしないからなっ」

　──って、頭が壊こわれたのか僕は。こんな時になに言ってるんだ!?

「なにそれっ。まさか三人で一緒に？──天巡の変態っ！」

　黒乃は叫びながら──でも笑いながら〈断罪人〉に向かって突つっ込んでいく。

　僕と真白は『中有の居城』の頂上に続く螺ら旋せん階段を駆かけ上がる。

「〝傷〟！　戻もど──」

　青い少女を右みぎ腕うでに戻そうとして、僕は声を、止めた。

　赤い線。

〈角笛を吹く精霊〉の『遅ち延えんトラップ』の線が、螺旋階段に張り巡めぐらされてる!?

「〝傷〟！　食い破れ！」

『美味シクナイイイイッ！』

〝傷〟の青白い腕は次から次へとそれを蒸発させていく──けど。

　螺旋階段の、〝傷〟の手足が触ふれている場所も、もろくなり。

　僕たちが通り過ぎると同時に、音を立てて──崩ほう壊かいしていく。

　僕の意を察したのか、〝傷〟が一段飛びで階段を駆け上がりはじめる。

　少しでも足場を残しておかないと──黒乃が僕たちを追ってこられなくなる！




「何故なぜ拒きよ否ひするのか理解できないのだが、イレギュラーよ」




〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の声がした。




「何故上位者の慈じ悲ひを拒否する。何故与あたえられた楽園を喜ばない。何故過か酷こくな運命より逃れようとしない。何故──まだ、生きようとする」




　そんなこと知るか。

　どこでこの物語が始まって、

　どこでこの物語が終わるのか、

　そんなこと、知らない。




「私は迷った──私は君に慈悲を与えた。君が『遅延トラップ』で死ねば君のことを忘れ、君が生き残れば右腕を切り落とし、『中有の居城』で生きることを許すつもりだった」




　そんなのはあんたの勝手だ。僕たちにはそんなの──関係ない！

　これが終わったら地上は落ち着きを取り戻して、『心配性』に侵おかされた男子生徒たちが警察の事情聴ちよう取しゆを受けて、文化祭の中止が決まって、町の人たちは荒あれた町の後始末をはじめる。そこに僕たちの居場所がまだ残ってるのかどうかも分からない。ひょっとしたら僕も真白も黒乃もリトも、〝普通の人間〟としての居場所なんかなくなってるのかもしれない。

　それでも、いい。

　もう迷ってる時間なんかない。

〈角笛を吹く精霊〉を消すチャンスは今しかない。だから、消す。

　僕の周りには元々日常なんかどこにもなかった。ないものは、作るしかないんだ。

　真白がすぐ側そばで「きゅむ」って鳴いて、黒乃が真白と僕を『繁殖』させる策略を練って、いつも隣となりにリトがいてくれる──なんだかよくわからないけどめちゃくちゃな世界。

　でも、これが僕の日常だから。

　僕たちが僕たちでいられる場所を作る。それを邪じや魔まするなら〈角笛を吹く精霊〉を消す！

　世界のシステムを壊さないと生き残れないならそうする──。

「それだけ──なんだよっ!!」

　僕たちは階段の最後のステップを駆け上がる。

　柱の頂上に、たどりつく。

　そこは床ゆかが磨みがき上げられた鏡でできている広間。奥にある玉座に〈角笛を吹く精霊〉がいる。玉座の後ろには、『神の箱庭』に向かって伸のびる背の高い樹き。十八に分かれた枝が、天を摑むかたちに伸びている。

　その枝のひとつに、白衣の少女がぶら下がっていた。

　首筋から血を流してぐったりしている、プラチナブロンドの少女。

〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニア＝エシュオン。

　枝の向こうには赤く波打つ空。

〝夢を見続ける神〟と〝精霊〟の住み処か、『神の箱庭』だ。




　かちり




　どこか遠くで、時計の針がかみ合う音がした。

「約束の時間だ。もう、選せん択たくの余地はない」

　鏡になっている床。でも違ちがう。床に映ってるのは赤い鱗りん粉ぷんを散らす海じゃなくて、どこかの景色。煉れん瓦が造りのモニュメントに埋うめ込まれた、アナログ式の大きな時計。普通の時計は十二時間で刻まれているけれど、この時計には二十四時間分の目盛りがある。

「〝普通の人間〟の国際原子時プラス九時間。君たちの国の標準時では──日曜日。

　約束の時間だ。契けい約やくを執しつ行こうする」

　ハンチングを被かぶった〈角笛を吹く精霊〉が立ち上がり、宣言する。




「『運命規定』、イレギュラーの心臓は砕くだける」
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　　　　８




「『傲ごう慢まん』。真なる暁あかつきの明みよう星じよう！　破は砕さいせよ!!」

　飛来する鉄球を、黒乃は避よけきれなかった。

　鉄球と〈断罪人〉を繫つなぐ鎖くさりに絡からみついた雷らい光こうは時じ間かん稼かせぎにもならない。ハートブレイカーに鉄球が触れた瞬しゆん間かん、黒乃の身体からだに──骨が砕けそうなほどの衝しよう撃げきが伝わった。

「きゃ……!?」

　一ひと振ふりで暴風を引き起こすほどの質量。

　高速回転する鉄球、それそのものが引力を備えている。

　ハートブレイカーが引力圏けんに捕つかまる。黒乃を巻き込んだまま〈断罪人〉は鉄球を振ふり回す。暴風。黒乃の三半規管が悲鳴を上げる──とてつもない振しん動どうが黒乃の全身の骨格を直接揺ゆさぶる。ハートブレイカーを握にぎる指が──血で、ぬめる。

　黒乃は左手に握った白銀のショートソードを放した。

「がはぁっ!!」

　細い身体が中央の柱に激げき突とつする。喉のどの奥から血の塊かたまりがこみ上げてくる。耐たえきれず、吐はき出す。トーガが胸まで血に染まる。

　黒乃は唇くちびるから伝い落ちる血を、舌で舐なめ取った。

「……ちゃんとかわせたのは一回だけか。さっすが〝精霊〟が作った懲ちよう罰ばつ者ね……」

　左ひだり腕うでが痙けい攣れんしている。〝普通の人間〟なら最初に『強ごう欲よく』──巨きよ大だいな三本爪づめが脇わき腹ばらを掠かすめた瞬間に即そく死ししている。思ってたより『補正プログラム』は丈じよう夫ぶみたい。そう考えて黒乃は皮肉な笑えみを浮うかべる。

　──学校に閉じ込められてた時と、おんなじ。

　あの時は『補正プログラム』の本能のまま、真白を守るために戦っていた。鞘さやのままのハートブレイカーを振り回し、腕うでの筋が千切れそうになっても止まらなかった。

　状じよう況きようは今も同じはずなのに、笑っていられる自分が、黒乃は不思議だった。

「ああもう、なんでキスできなくなっちゃったんだろ」

　白い歯をむき出しながら黒乃は立ち上がる。ハートブレイカーは〈断罪人〉の足あし下もとに転がっている。赤い甲かつ冑ちゆうの少女は無言で黒乃を見ている。

　あと何回、攻こう撃げきをかわせる？　あとどれくらいこの身体は動く？　わからない。わからないことだらけ。疑ぎ問もん符ふが頭を駆かけ巡めぐり、死の恐きよう怖ふに怯おびえる暇ひまさえもない。

〈生命体〉の再生能力を使えば、真白自身の怪け我がは治せる。だけど、翔の怪我は黒乃がいないと治せない。だから黒乃は一刻も早く、二人を追いかけなきゃいけない。

「ああもうっ！　だからさっさと真白を正しい〝端末〟に補正しとけばよかったのに！

　でも、真白はもうキスさせてくれないし。天巡にだってキス──できなくなっちゃった」

　それでも黒乃の手の中で、ハートブレイカーは起動している。

　ということは、黒乃は真白に嫉しつ妬としているということ。真白に嫉妬しているということは、その繁はん殖しよく対象、天巡翔に恋こいをしていることになる。

「んなことあるわけないっ。きっとハートブレイカーがすっごくバグっちゃっただけっ！」

　黒乃は首を振った。

　身体の痛みには、もう慣れた。今は、頭の奥底で、精神をがりがりと削けずられるような鈍どん痛つうが続いている。

　──〈心配症〉のせいで、私──『補正プログラム』の人格部分がおかしくなっちゃってるんだっけ。信じたくなんか、ないけど。

〈断罪人〉の手から鉄球が消える。

　次はなに？──と思った瞬間、地面から尖とがった杭くいが飛び出した。

「『色しき欲よく』。ただれきった欲よく望ぼうに満ちた身体を貫つらぬけ」

「生後二週間にそんなのあるわけないでしょばかぁっ！」

　がり、と骨が削れる音がした。

　黒乃の左腕が──半ば削り取られた。

　二の腕の骨を黒くろ塗ぬりの鉄杭が抉えぐり──抜ぬける。尺骨が折れる。砕ける──筋肉が裂さけ、血が噴ふき出す。黒乃の身体が仰あお向むけに倒たおれる。その瞳ひとみが、頭上から降ってくる別の鉄杭を捉とらえる。

　考えるより先に生存本能が反応した。

「こんなところで──死ねるもんかああああああああああっ!!」

　体力が底を突つきかけている身体を無む理り矢や理りひねって、〈断罪人〉の鉄杭をかわす。石いし畳だたみの砕けた地面で転げ回り──立ち上がった黒乃の膝ひざが震ふるえだす。

　──ごめんね、真白、天巡。私、本当は信じてなかった。

　──天巡が世界のシステムを壊こわしてくれるなんてこと。だけど。

　自分の身体はまだ動く。〈断罪人〉の足止めには成功している。それが黒乃の答え。

　──いっそのこと、神様を喰くっちゃえ、天巡。

〈断罪人〉の身体が一いつ瞬しゆんで目の前に出現する。赤い籠こ手てに包まれた手が、黒乃の襟えり首くびを摑つかみ、引き寄せる。深く下ろした面めん甲こうが黒乃を睨にらんでいた。

「何故なぜ邪じや魔まするのか理解不能」

「はぁ!?」

「天巡ほのかは久しぶりに神に愛された〝端末〟だった。彼女が跳はねるのを見て神は笑い、興を覚えた。犬が自分の主人を対等の友人と勘かん違ちがいしているのを見るように。私がリアル天巡ほのかに似ていたのも、神の采さい配はい。イレギュラーを側そばに置き、私は彼女の完全なコピーになる」

「くっだらない！　誰だれかが誰かのコピーになるなんてすっごいナンセンスっ!!」

　右みぎ腕うでで黒乃は〈断罪人〉の兜かぶとを打った。

　その音に不快を覚えたように、〈断罪人〉は黒乃を放して飛び退しさる。起き上がろうとした黒乃は──息が、つまり──動けなく──なって。

　──駄だ目め、かも。

　その場に膝をついた。

　──次はなに？　知らないわよ〈断罪人〉の七つ道具なんて。

　──上から下から右から左から後ろから？

　──ごめん。真白──天巡。

　黒乃の視界が暗くなっていく──。




「リトをこれ以上怒おこらせるのも嫌いやだから、助けてあげる。パターンから言って次の攻撃は正面から。楓さんなら針を飛ばすよ？」




　突然響いた冷静すぎる女性の声。それに反応して黒乃は真横に跳ぶ。

　直後〈断罪人〉の掌てのひらから飛んだ数十本の針が、巨大な柱に突き立った。

「次は前方に飛んで上から『傲ごう慢まん』──鉄球を落とす。

　あ、言っとくけど間ま違ちがってても責任なんか取らないよ？」

「な、なんであんたがここにいるのっ!?」

　彼女の言う通りにするなんて絶対に嫌だった。

　でも、生き残るため身体からだが勝手に反応した。〈断罪人〉が飛び上がるのにタイミングを合わせて黒乃は前に転がる。黒い鉄球が落ちてくる前に効果範はん囲いを脱だつ出しゆつ。地面に落ちていたハートブレイカーを摑み取った。数秒遅おくれで、石畳を砕くだいて地面に鉄球がめり込む。

「……誰かいるの？」

〈断罪人〉が赤い兜を左右に振ふり、訊たずねる。

「元々は君だったものだよ」

　樹きの陰かげから、氷のように冷えきった声が答える。

「元々は私──まさか本物の天巡ほのか？」

「違ちがう。それに君はほのかじゃない。人ひと真似まねをするだけのできそこないだ」

「ならば敵。殺す」

「無理だよ。君はまだ〈断罪人〉の『衝しよう動どう』が目覚めてから一年経たってないだろう？　戦せん闘とうパターンは楓さんのものをコピーされてるのかい？　本当にワンパターンだね。使いやすいものだけを、都合良く使ってるんだろ？　それじゃ楓さんを殺すことなんかできないよ？」

『中有の居城』を貫く大樹の陰から、長身の女性が姿を現す。

　ぴったりとしたパンツスーツに、ノンフレームの眼鏡めがね。

　まるで感情を置き忘れてきたような瞳。

「お前は、天巡楓──元〈断罪人〉！　〝端末〟の脱だつ落らく者っ！　使命の障害!!」

　赤い甲かつ冑ちゆうの面甲が上がり、怒いかりに歪ゆがんだ少女が顔を見せる。

「ほらすぐムキになる。だから動きも読まれる。次は力押しかな？」

　言いながら楓は、柱の陰に飛び込んだ。

　次の瞬しゆん間かん、黒乃の聴ちよう覚かくを、凄すさまじいまでの破は砕さい音が覆おおい尽つくした。

　──こ、これが〈断罪人〉の力押し？

　砕けた石畳。土つち塊くれ。ベンチ。人形。全すべてが砕けてぶつかり合う。

　最も単純で効果的な戦術。

〈断罪人〉が振り回す鉄球が暴風を巻き起こし、黒乃の目には、黒い残像しか見えない。

　鉄球の回転が速すぎる。光を通さない黒い球体が〈断罪人〉を覆っているように見える。黒乃は伏ふせたまま後ずさる。球体が、次し第だいに大きくなっていく。がり、と黒乃の爪つめが地面を搔かく。

　──引き寄せられてる？

〈断罪人〉のいる、黒い球体の中心に。

　高質量の鉄球。その回転が生み出す引力圏けんが黒乃を引き寄せはじめている。『中有の居城』に小型のブラックホールが発生したようなものだった。地面に這はいつくばったまま、黒乃は背後を振り返る。広場の先は『中有の居城』の端はし。その向こうは赤い光が舞まい散る空間。

　地上へと続くなにもない、空。

　──後ろにさがったらおっこちるだけ。だったら──することはひとつね。

　黒乃は右手でハートブレイカーを握にぎり直す。

　──〈生命体〉のオプション。ハートブレイカーは、真白の心臓を貫つらぬくための魔ま剣けん。

　──嫉しつ妬と心が鍵かぎ。私が真白に嫉妬するほど、ハートブレイカーは強くなる。

　ずきん

　脳をひっかくような痛みが、黒乃の頭ず蓋がいを貫く。

　──人格プログラムが壊こわれかけなんだっけ、私。

　──それなら、これが最後でもいい。限界まで──できることをやる、全部!!

　目を閉じる。

　暴風が黒乃の耳を叩いているけれど──心を澄すます。

　限界まで真白に嫉妬できるように。

　心の中を手て探さぐりする。たった二週間の記き憶おくから、翔の姿すべてを引きずり出す。

　翔と初めて出会った時、黒乃は裸はだかだった。

　あの時貸してもらった上着はまだ返してない。真白も知らない、黒乃と翔だけの秘密。

　歩道橋で真白と見つめ合ってた時に体当たりした。その後コーヒーショップで世界の秘密を教えてあげた。そういえばあの時、胸を見られたような気がする。

　──ナチュラルでえっちなんだよね、天巡って。

　──あの時は、なんとも思わなかったのに。さっきは、思わず逃にげちゃった。

　どきどきする。

　こわれちゃったのかも、しれない。

　アーケードに買い物に行った時、人前で脱ぬぐなって怒おこられた。初めて頰ほおにキスをしたのもその時。触ふれた時、身体に電流が走ったような気がした。翔の頰は温かくて柔やわらかくて──〈創造者〉に襲おそわれた時じゃなくて、真白が側にいなかったら──離はなれられなかったかも。

　──でも、天巡は真白のものなんだから。

　身体が熱くなっていく。

　──オーバーヒート？　こわれる？

　こわれるならそれでもいい。

　かりそめの身体。かりそめの生命。〈創造者〉の作り出す『疑ぎ似じ生命体』と変わらない、自分。

　周防黒乃も仮の名前。自分のものなんか、なにひとつない。

　──でも、今だけ、今だけ私は天巡の彼女ってことにするの。

　──真白には秘密。真白には内ない緒しよ。

　──百万分の一。百億分の一の可能性で私が天巡を好きになったとしても、あいつにはそんなこと、絶対に言わないもんっ！

　鼓こ動どうが、右みぎ腕うでを伝わっていく。流れ込む。灼しやく熱ねつの魔剣、ハートブレイカーに。




　──だって私は、もうすぐこわれて、いなくなるんだから！




「灼熱しろ！　はあああああああああああああと、ぶれいかあああああああああああ!!」

〝精霊〟はあざ笑うかもしれない。

〝夢を見続ける神〟は笑い転げるかもしれない。

　たかが『補正プログラム』が〈断罪人〉に勝てるわけがないと。

「それでも、私は真白を守るものなんだから!!」

　灼熱の刃やいばを囲む雷らい光こうが、寄り集まっていく。一つの線になる。

　刀身が伸のびていく。

〈生命体〉を滅ほろぼすためのショートソードが形を変えていく。

　剣けんの峰みねが広がり、刀身は長く──太く。更さらに──更に！

　黒乃の思いを込めたハートブレイカーは肥大化していく。

　持ち主そのものよりも巨きよ大だいに、『中有の居城』を貫く柱さえ、両断できそうなほどに。

　自分を引き寄せ、砕くだこうとする引力に応じるように、黒乃は地面を──蹴けった。

　黒い引力圏けんの中心に向かって。




「──────っけええええええええええええええっ!!」




　自分の声さえも聞こえない。

『傲ごう慢まん』と名付けられた、全すべてを吸い込む鉄球に、ハートブレイカーの切っ先が──触れた。恐きよう怖ふ──黒乃の頭にそんなものは一いつ瞬しゆんも浮うかばない。擬ぎ似じ的に生み出したもの──翔への思い。目の前に真白がいたら、嫉妬に狂くるって刺さし殺してしまうかもしれない。無む理り矢や理り作り出した感情の暴走。黒乃の自我が溶とけて消えるほどの、焼け付く恋こい心ごころ。

　灼熱の刃が、鉄球に食い込んだ。亀き裂れつが一瞬で鉄球を覆おおう。鉄球の動きが止まり──地面に落ちる。石いし畳だたみに食い込む。暴風が消える。

　黒乃の身体からだが地面に、落ちる──まだ終わらない。黒乃はもう一度地を蹴る。

「──!!」

　なにか聞こえた。黒くろ髪かみを振ふり乱しながら黒乃は、直感で地面に切っ先を向ける。石畳が砕け、土がむき出しになった地面。そこにハートブレイカーが食い込む。なにかに──触れる。砕く。焼やけ焦こげていく三本爪づめ──『強ごう欲よく』。それに黒乃は目もくれない。地面ごと引き裂さいていく。灼熱の剣で『中有の居城』の大地を両断していく。土と石が瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうし、弾はじけた破は片へんが黒乃のトーガを焦がす。それももう感じない。

「いっけえええええええええええええええええっ!!」

「──嫌いや。ほのかは──二度も──死ぬのは──いや」

「うるさいうるさいうるさいうるさい偽にせ物もの！　死人のふりして天巡をしばるなあっ!!」
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　それは〝精霊〟が定めたヒエラルキーの否定。

　黒乃の嫉しつ妬と心から生まれた、地を切り裂く雷光の極アルテ大イメツ魔ト・ソ剣ードハートブレイカー。

　その先端が〈断罪人〉を貫つらぬき──そのまま中央の柱まで貫かん通つうする。

　まるで、生きながら標本にされた虫のように──。

〈断罪人〉の身体は痙けい攣れんし、動きを止める。

「はぁ──あ！　がはあぅあっ!!」

　黒乃も、限界だった。

　ハートブレイカーの雷光が消え、鞘さやに包まれたショートソードに戻もどる。

　膝ひざをついた黒乃の身体が、そのまま、どぅ、と倒たおれる。

　──生き残るの。

　薄うすれる意識の中で、黒乃は祈いのり続ける。

　──真白、天巡。二人は生き残り──続けて、この無限舞ぶ台たいの終わり、まで。

　この無限舞台に生まれ落ちて、初めて、

　黒乃は満ち足りた笑えみを浮かべた。




　　　　９




「びっくりしたね」

　樹きの陰かげからパンツスーツ姿の楓が姿を現す。

「まさか『補正プログラム』が〈断罪人〉を一時的にでも止めることができるなんて思わなかったよ。まあ、あっちが再生したらすぐぺしゃんこにされるんだろうけど」

　石畳がはぎ取られた地面。柱の側に〝傷〟の作り出した大穴が口を開けている。

　楓は足あし下もとを確かく認にんしながら、ゆっくりと〈断罪人〉に近づいていく。

　俯うつぶせに倒れている、ほのかそっくりの少女。ハートブレイカーに貫かれ、斜ななめに亀裂が入った赤い甲かつ冑ちゆうから血が溢あふれ出している。

「心臓は灼やけてないみたいだね。まだ生きてる。

〈生命体〉や〈英えい雄ゆう〉ほど再生能力は強くないけどさ、〈断罪人〉を殺すには首を落とすか心臓をぐちゃぐちゃにしないと駄だ目めだよ。あとは頭を吹ふき飛ばすとか。

　武器だって、ほっといたらすぐに元に戻っちゃうんだから」

　言いながら楓は〈断罪人〉の細い腕うでを摑つかみ、ぐったりとした身体を引き起こす。

　楓の手には、リトが持っていた大たい砲ほうのような自動拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　銃口は、俯せに倒れる〈断罪人〉の頭を狙ねらっている。

「今度は空くう砲ほうじゃないよ。人の頭なんか粉々にできる弾だん丸がんが入ってる。

　ごめんね。リトの父さんの暴走を止めるまで、この世界を終わらせるわけにはいかないんだ。

　だから君を〝雑音〟の餌えさにはできない。君を殺して、〈断罪人〉の『果実』が転生するまでの時間を稼かせぐ。ごめんね」

　銃声が響ひびいた。

　拳銃を握ったまま、楓が飛び退しさる。〈断罪人〉が起き上がる。甲冑の首のあたりから伸のびる長い三つ編みが片方、千切れていた。頭を貫くはずだった弾丸は、〈断罪人〉のこめかみを抉えぐって通り過ぎた。

　赤い目をした〈断罪人〉は楓を睨にらむ──その目が怯おびえていた。

「目を覚ましたのかい？　でも、無む駄だな抵てい抗こうだね。君は楓さんの戦せん闘とう経験をプログラムされている。だから、楓さんには君が次になにをするのかが分かってしまう」

「──こわい」

　冷え切った楓の言葉に、〈断罪人〉は、震ふるえる声で呟つぶやく。

　まともに戦えば〈断罪人〉が楓に負けるはずがない。楓は元〈断罪人〉で、今は何の能力もない〝普通の人間〟にすぎない。〈断罪人〉にはそれが分かっているはずだった。

　けれど、彼女は天巡楓の戦闘パターンを〈角笛を吹く精せい霊れい〉によってすり込まれている。今の〈断罪人〉にとって楓は師し匠しようのようなものだった。その相手に戦い方の全すべてを知られている。

「やだ、や、こわい、こないで。こないでこないでこないでこないで」

　本能的な恐きよう怖ふがあふれ出した。血の滴したたる頭を押さえた〈断罪人〉は楓に背を向け、走り出す。そのまま〈断罪人〉は、〝傷〟が地面に開けた大穴に向かって──飛び込んだ。

〈断罪人〉の身体からだが地上へと落ちていく。

　ほのかに似た三つ編みの少女の姿が遠ざかり、小さくなり、点になり、見えなくなる。

「地上に逃にげたか。まずいね、ここから落ちたくらいじゃ死なないって分かってたのに」

　楓は暗い穴から目を逸そらした。顔が血の気をなくしていた。握ったままの拳銃が震え出す。

「〝流転骨牌〟なんか捨てちゃってもいい──逃げなさい、リト！」




　地上。校門の前。

　リトが〝雑音〟に依い頼らいされたのは、校舎の周りに設置された十八個の〝流転骨牌〟を『果実』で起動することと、二時間おきに『中有の居城』への門を開くための呪じゆ文もんを唱えること。

　──わたしが、鍵かぎになるんです。

　──でないと、おにーさんが戻もどってこられなくなります。

　あれからリトは、ずっと校門の前に立ち、空を見上げていた。

　赤い、輝かがやく鱗りん粉ぷんをまき散らす海『神の箱庭』。

　リトの視界に、黒い点のようなものが映った。それが急速に拡大する。

「……黒い、流れ星？」

　次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな爆ばく風ふうがリトの身体をなぎ倒たおした。

　二回転──三回転して、グラウンドまで飛ばされたリトは、顔を拭ぬぐって起き上がる。

　数時間前に翔と一いつ緒しよに駆かけ抜ぬけてきた大通り。その向こうにある駅に、巨大な鉄球が食い込んでいた。衝しよう撃げきで周りのビルや家がなぎ倒されていく。悲鳴は聞こえない。人々は『神の箱庭』を見た影えい響きようで呆ぼう然ぜんとしている。

「まさか、〈断罪人〉の『傲ごう慢まん』ですか!?

　おかーさんが言ってた、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつカプセルにもなる黒い鉄球──」

〈断罪人〉は〝流転骨牌〟の発動に巻き込まれて、『中有の居城』に飛ばされたはずだった。それが地上に戻ってきたということは──翔たちは負けて──殺された。

　足元が崩くずれ落ちるような悪お寒かんに、リトは慌あわてて首を振ふる。

「違ちがいます。おにーさんたちが殺されたなら、こんな急いで戻って来る必要なんかないです。じゃあ、おにーさんたちは〈断罪人〉に勝ったんですか？」

　鉄球が開き、赤い甲かつ冑ちゆうが姿を現す。

〝精霊〟に作られた懲ちよう罰ばつ者の、惨さん憺たんたる姿。

　面めん甲こうを下ろしているせいで表情は見えない。赤い鎧よろいの胸むな元もとに亀き裂れつが走り、そこから血がだらだらと流れ出ている。〈断罪人〉はふらつきながら鉄球の外に出た。自分が引き起こした惨さん状じようを確かく認にんするように左右を見回し──。

　その顔が、リトの方を向いて、止まった。

「そこにいるのは、イレギュラーの仲間!?　元〈断罪人〉の娘むすめ!?」

　まずいです──リトの身体が震え出す。

『中有の居城』の門を開くため、〝流転骨牌〟は学校の敷しき地ちの周りにセットしてある。あれを奪うばわれたら、おにーさんは地上に戻れなくなる。

　リトの頭は混乱していた。どうすればいいんですか？　逃げながら、学校の敷地の周りに配置した十八個の〝流転骨牌〟を回収する──〈断罪人〉相手に、そんなことは不可能。

　迷っている間に、〈断罪人〉が地面を蹴けった。俊しゆん足そく──瞬間移動のような。駅から学校に通じる道。うずくまっていた人たち、停とまったままの自動車が甲冑の少女に吹ふき飛ばされる。

　この町はもう終わってるのかもしれない。リトは思う。

〈角笛を吹く精霊〉の『遅ち延えんトラップ』でぼろぼろにされて、〈断罪人〉に踏ふみ荒あらされて。

　数日前まで皆みんなが普通に生活していたとはとても思えないほどの、混こん沌とんとした町。

「わたし、逃げません」

　リトは覚かく悟ごを決めた。ここで逃げたら一生後こう悔かいする。翔を呼び戻す役目を放ほう棄きすることはできない。したくない。ここが混沌とした──救いようのない、無限舞ぶ台たいでも。

「そうです。わたしが〈慈じ母ぼ〉の〝端末〟！

『日本一包容力のある小学生』で、おにーさんの許いい嫁なずけです!!　逃げたりなんかしません!!」

〈断罪人〉が身体をひねる。腕うでを振り『傲慢』と名付けられた鉄球を撃うち出す。

　駅前の大通りを──貫かん通つうして──まっすぐ──リトに迫せまってくる黒い球体。

　リトは口の中で、『門』を開くための呪文を唱え始める。けれど、間に合わない。

　存在だけで圧力を示す〈断罪人〉の鉄球が迫ってくる。

「──おにーさん──」




〈断罪人〉の鉄球がリトの小さな身体を押しつぶす──直前。

　青サフ玉アイ色アの鱗うろこに覆おおわれた男性の大きな掌てのひらが、鉄球を受け止めていた。




「〈断罪人〉に敵対しているということは、『果実』がバグっているのか、リト」

　片手で〈断罪人〉の鉄球を摑つかみながら、その人はリトの前に立っていた。

「だが、それをいつまでも抱かかえていてはいけない。

　バグった『果実』で能力を使い続ければ、『果実』の制せい御ぎよがきかなくなる」

　トレンチコートに包まれた、広い背中。翔よりも二回り以上、大きな身体からだ。

　真っ白な長い髪かみ。目の色は分からない。顔半分を覆う、大きなサングラスをかけているから。

「我のような化け物に──なってしまう前に──できるなら『果実』を捨てなさい、リト」

　リトには自分が見ているものが信じられなかった。青玉の鱗に覆われた皮ひ膚ふ──顔も、腕も、首も。威い圧あつ感かんのある巨きよ体たい。思わずひれ伏ふしたくなるような、威い風ふう堂どう々どうたる気品。

「お──お、おとーさんっ!?」

「我は〈英えい雄ゆう〉の〝端末〟──この場の混沌を鎮しずめるもの──」

　理性的だった声が、ざらついたものに変わっていく。

　鱗に覆われた口が──裂さける。ふいごのような呼吸。刃やいばのような歯がむき出しになる。

　──おとーさんが、来ました。

　──バグったまま能力を使いすぎて、『果実』が暴走しちゃったおとーさんが。

〈英雄〉。リトが生まれた直後にバグを起こし、〈断罪人〉だった楓と壮そう絶ぜつな殺し合いを演じたあげくに逃走し──五年前にほのかを殺した張本人。半ば狂きよう気きに足を踏み入れた〈英雄〉。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　青サフ玉アイ色アの喉のどが吐はき出す雄お叫たけびに、空気が震ふるえた。

〈英雄〉が〈断罪人〉の鉄球に爪つめを立てる──砕くだかれる前に、〈断罪人〉は鉄球を戻もどす。

　青い鱗に覆われた巨きよ人じんが〈断罪人〉に向かって駆かける。〈断罪人〉が真横に飛ぶ。正面からの攻こう撃げきを避さけ、地面に向かって腕を振ふる。地中から〈英雄〉の足元を狙ねらい、三本の巨きよ大だいなかぎ爪が飛び上がる。それを〈英雄〉は両りよう腕うでで払はらいのける。真紅のかぎ爪が〈英雄〉の全身を覆う鱗を削けずり、がりがりと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「〈英雄〉──未いまだ狂気を帯びてさまよう──〈角笛を吹く精せい霊れい〉の敵！」

〈断罪人〉の声に、〈英雄〉は答えない。獣けものじみた雄叫びを上げ、一気に〈断罪人〉への間を詰つめる。サングラスが落ちる。〈英雄〉の目は文字通り、黒目も白目もない、真っ赤な紅玉ルビー。

「き、切り裂け！　『暴食』!!」

〈断罪人〉が放つ半はん透とう明めいの刃が〈英雄〉の右みぎ肩かたに食い込む。皮と鱗を一枚残して切り裂かれた腕を、〈英雄〉は無造作に摑み、肩かた口ぐちに押し当てる。それだけだった。血を流すこともなく〈英雄〉の右みぎ腕うでは再生する。

〈断罪人〉がひるんだ隙すきに〈英雄〉の腕が彼女の面甲を摑む。引きはがす。

　兜かぶとが外れ、三つ編みの髪があらわになる。

　天巡ほのかに酷こく似じした顔を見た〈英雄〉の動きが、一いつ瞬しゆん、止まった。

「『傲ごう慢まん』！　全すべてを打ち砕く鉄球！」

　わずかな隙をついて、〈断罪人〉が腕を振る。亀き裂れつの入った鉄球が〈英雄〉の胴どうに食い込んだ。吹ふき飛ぶ〈英雄〉。アスファルトでバウンドし、手近なビルの壁かべに激げき突とつして止まる。

「──お前は──私が──殺した──子供」

「そう、ほのか。本当のほのか。あなたが殺した、天巡ほのかの生まれ変わり」

　口から血を流しながら〈断罪人〉は宣言する。『傲慢』の鉄球に打たれる直前、〈英雄〉の拳こぶしが〈断罪人〉の胸に食い込んでいた。ハートブレイカーが作った亀裂を更さらに〈英雄〉の拳が押し広げ、鎧よろいの胸に大穴を開けた。その傷口もまた、再生を始めている。

「どうして〈断罪人〉がほのかちゃんの顔をしてるんですか？」

　リトは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　目の前で展開される、不死の〝端末〟同士の殺し合い。

　終局を告げたのは〈断罪人〉だった。幼い彼女の顔を見てしまった〈英雄〉は動かない。その隙に〈断罪人〉が鉄球を回転させる。『中有の居城』で黒乃が出会ったのとは逆回り。巨大な斥せき力りよくを生み出す回転。周囲のコンクリートとアスファルトの破は片へんが吹き上がり──。

　それが治まると、ほのかの顔をした〈断罪人〉は姿を消していた。

「──私は、あの子供を──殺した」

〈英雄〉が泣いていた。喉を震ふるわせながら、赤い──血のような涙なみだを流している。

　──会いたくなかったです、です。おとーさん。

　リトは泣き叫さけぶ自分の父親を見ていた。

　目の前にいる、青玉色の鱗うろこに覆おおわれた不死の化け物。それがリトの父親〈英雄〉。楓が捜している相手。

　彼はたぶん、自分がほのかを殺したことを覚えている。あれは〈角笛を吹く精霊〉が〈英雄〉を殺すために立てた作戦。正常な〝端末〟だったリトは〈角笛を吹く精霊〉に逆らえなかった。だから自分の父親をおびき寄せる餌えさになった。

　でも、ほのかが死んだあと、

　真っ暗な部屋でうずくまる翔を見た時、リトの『果実』は壊こわれてしまった。

　だからリトは、翔とずっと一いつ緒しよにいることにした。翔が立ち直ってくれれば、〈角笛を吹く精霊〉の道具だった自分を許してもらえると思った。翔が自分をいらないと言うまで一緒にいて、最後には楓と一緒に〈英雄〉を捜す旅に出る。できるなら、そうするって決めていた。

　翔に、好き、って、絶対に言わないって決めていた。

「……どこかに、行ってください」

　リトは父親を見つめながら、言った。

「助けてくれてありがとうございます。でも、この世界におとーさんの居場所なんかないんです。おかーさんと──おにーさんに見つかる前にどこかに行ってください！」

「──リト」

「早く！　おとーさんはほのかちゃんの仇かたきなんです！　おにーさんがおとーさんに出会ってしまったら、殺し合いになります。嫌いやなんですそんなの！

　だから、早くどっかに行って！　お願いだからわたしの目の前から消えてください!!」

　爆ばく音おんがした。

〈英えい雄ゆう〉が、地面を拳で叩たたいた音だった。学校の前の大通りにクレーターのような穴が生まれ、アスファルトが無数の粉になり、巻き上がる。

「ごめんなさい、悪い子です、わたし──ごめんなさい。

　知ってます。バグったまま能力を使いすぎれば──化け物になっちゃうこと。でもそんなの、おとーさんのせいじゃないのに──」

　リトは歯を食いしばったまま、ぽろぽろと涙を流す。

〈英雄〉の姿はもう見えない。いつの間にか立ち去り、後には崩ほう壊かいした町が残った。

「わたし、自分がだいっきらいです。わたしこそ化け物になっちゃえばいいんです。

　真白さんやほのかちゃんみたいに、この世界を好きには──なれません。

　無限舞ぶ台たいなんかだいっきらい。〝夢を見続ける神〟なんか、死んじゃえばいいんです……」
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「『運命規定』、イレギュラーの心臓は砕ける」




　その言葉が届くよりも早く、僕の視界に赤い獣けものが映った。

　音速で走る、赤い光で構成された、なにかが。

〈角笛を吹く精せい霊れい〉が発する音に乗って発射された『運命規定』を実行するもの。それが、赤い獣の正体。何故なぜだか分からないけど、そう思えた。だから。

「〝傷〟！　喰くっていいっ!!」

　その獣が見えた瞬しゆん間かん、叫んだ。

〝傷〟が──蒸気を上げはじめた地面から跳とぶ。

『運命規定』を運ぶ赤い獣に食いつき──牙きばを立てる。

　飛来するそれは〝傷〟に触ふれ、蒸気を上げて消しよう滅めつした。

「──ばかな──あり得ない！　『運命規定』を食い破る者など!!」

〈角笛を吹く精霊〉の声が屋根のない空間に響ひびく。

　僕たちの頭上には真しん紅くの空。手が届きそうなほど近い。すぐ側そばに太陽が迫せまってきているみたいだ。波打つたびに鱗りん粉ぷんをまき散らす水面と、その奥にある無数の柱が浮うかび上がって見える。




『──その子を、止めて』




　また、声が聞こえた。右みぎ腕うでの〝傷〟からじゃない。頭の上から。大人の女性の声が。

　視線を感じる。僕に向かって──じゃない。

〈角笛を吹ふく精霊〉の精霊の玉座の後ろ、樹きの枝につり下げられているディンタニアに、赤い海の中から誰だれかが視線を送っている。錯さつ覚かく？　ここには僕と真白・黒乃、ディンタニア、〈角笛を吹く精霊〉しかいないのに。

「〝雑音〟の姫ひめ君ぎみが気になるのか？　イレギュラーよ」

　僕の視線に気づいたのか、〈角笛を吹く精霊〉が唇くちびるをゆがめる。

「彼女はまだ死んではいない。〝雑音〟が汚よごした『果実』を清めてから、輪りん廻ねに返さなくてはいけないからね。バグを起こさぬよう、『果実』の調整は完全でなければ」

「……あんたの能書きを聞きに来たわけじゃない。

　こっちは頭に来てるんだ。なんで、なんで偽にせ物もののほのかなんか作った!?」

「答える必要があるかな？　本来ならここは、〝普通の人間〟の踏ふみ込める場所ではない。

『中有の居城』は聖なる場所。『神の箱庭』と地上とを結ぶ橋きよう頭とう堡ほ」

〈角笛を吹く精霊〉は革かわ靴ぐつの爪先で鏡の床ゆかをつついた。

「〝端末〟とコミュニケーションするために人の形を得た私の住み処か。世界を覗のぞくための鏡。私と──〝夢を見続ける神〟が語り合うための祭さい儀ぎ場。

　下の広場は世界が安定していた時代の似姿。〝普通の人間〟が神・〝精霊〟を身近に感じ、私たちを崇あがめていた時代の。私を慰なぐさめてくれる場所」

〈角笛を吹く精霊〉は淡たん々たんと語り続ける。

　あいつの後ろにある樹。その枝にディンタニアのプラチナブロンドが絡からみついている。白衣には鎖くさりが幾いく重えにも巻き付き、ディンタニアを樹に縛しばり付けている。身体からだのあちこちに、細い枝の先せん端たんが突つきつけられてる。まるで、たくさんの刃は物ものに取り囲まれてるみたいだ。

「〝雑音〟の姫君には既すでに『運命規定』が掛かかっている。彼女が〝端末〟の能力を使った瞬間、枝が全身を貫つらぬく。君が気にする必要などない。〝雑音〟など、虫のようなものだ」

〈角笛を吹く精霊〉は本当に──虫けらを見るような視線を、一いつ瞬しゆんだけディンタニアに向けた。

「天巡くん……お願いひとつ、聞いてください」

　僕の耳元に口を寄せた真白が、小さく囁ささやく。

「あたし、あの人を一発だけ殴なぐってあげたいです」

　真白の大きな目は、まっすぐ〈角笛を吹く精霊〉を睨にらんでいた。

「──周防さん？」

「怒おこってるんです、あたし」

　そんなふうには見えなかった。

　真白は頰ほおをふくらませて、まるで甘えるように僕の手を両手で包み込んでいる。

「あの人が、みんなを滅め茶ちや苦く茶ちやにしちゃったんですよね？　みんなに毒の言葉をまき散らして、天巡くんと黒乃を傷つけて、ディンタニアさんをあんなふうに。

　だからあたしは、あの人を殴りたい。

　はじめてなんです、こんなふうに、人を、憎にくんだの」

　真白の身体が震ふるえている。怒ってるのか、怯おびえてるのか、わからない。

「私は慈じ悲ひを与あたえた──何故拒きよ否ひする？」

〈角笛を吹く精霊〉が僕に向かって問う。

「『心配性』で汚お染せんし、いかに〝普通の人間〟がくだらない生物かを君たちに教え、最終的にはこの『中有の居城』に新たなる居場所を与えるつもりだった。

　何故〝傷〟が憑ついた右腕を切り落とさない？」

「……それがあんたの慈悲なのか？」

「最大限の譲じよう歩ほだ！　五年前のミスが私を苛さいなむが故ゆえの！

〝夢を見続ける神〟が私を見ないのだ！　〈超ちよう越えつ者〉を失ってから、私がいかに効率的にこの世界を管理しても、無限舞ぶ台たいがラガジュを楽しませても、私自身を見てはくれないのだ！

　何百年──何千年、私が神のために舞台を調ととのえてきたと思う？　たかが一時のミスだ。〝端末〟を死なせてしまった──いや、殺したのはあくまで〈英えい雄ゆう〉だ。私ではない」

　玉座の脇きよう息そくを摑つかみ、〈角笛を吹く精せい霊れい〉は震えていた。

「〝端末〟も〝普通の人間〟も死んだ者は甦よみがえらない。死者の復活は神の術わざだ。

　だから私は〈超越者〉天巡ほのかのコピーを作ろうとした。五年かけて〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットの自我を消し、知るかぎりの〈超越者〉のデータを注ぎ込んだ！

　だが、それでも神は私に笑いかけない。ミスは取り返せないのか？　私はこの世界が終わるまで永久に、ただ一度のミスを悔くやみ続けなければならないのか？」

「……どうしてほのかは死ななきゃいけなかったんだ」

　ずっと、知りたかった。

「あんたが犯おかしたミスって、なんだったんだ？」

『中有の居城』の柱の頂上にある、屋根のない大広間。

　床は一面、鏡のようになっていた。でも映ってるのは真上にある、ほの赤い海じゃない。

　地上──僕たちが住んでいる世界だ。

　瓦が礫れきになってしまった学校。『疑ぎ似じ生命体』と『遅ち延えんトラップ』でぼろぼろになった町で、みんな地面にうずくまってる。焼け焦こげた家やビルが見える。いつもの商店街、二階がなくなった木造店てん舗ぽの前で、猫ねこと一いつ緒しよに空を見上げている、みさおさん。

「数千年、私はこの場所で〝端末〟を管理してきた」

　広間の床に映る映像は十数秒で切り変わっていく。

　草原を走る馬の群れ。

　巨きよ大だいなタンカーの上で倒れた人たち。

　超ちよう高こう層そうビルが並ぶ外国の町。

　戦車や戦せん闘とう機の残ざん骸がいが転がる砂さ漠ばく。

〈角笛を吹ふく精霊〉はここでずっと世界を見てきたのか。

「だが、いつの間にか、〝端末〟〝普通の人間〟は私を疎うとんじるようになった。神が無限舞台に飽あきたら世界は終わる。それを防ぐために全力を注いだ私を。

　そして〝夢を見続ける神〟さえも、永久に変わらない私に飽きてしまった──ようだ」

「そんなの──ほのかに関係ないだろ！」

「〈超越者〉は〝端末〟と〝普通の人間〟のヒエラルキーを覆くつがえす道どう化け師し。〝夢を見続ける神〟の注目を浴びる存在。天巡ほのかはその中でも特別だった。無む邪じや気きにこの世界を愛し、楽しみ、対等の友人のごとく神に語りかける。その姿に〝夢を見続ける神〟は笑い、興を覚えていた。

　だからその無邪気さを血で汚よごしてやりたかった──」

　ハンチングの下で──笑ってる──〈角笛を吹く精霊〉が。

「ああ、その通りだ。〈英雄〉など〈超越者〉が成長するまで放っておいても構わなかった。だが私は急いだ。汚してやりたかったのよ。神に愛される天然なる生物を！」

「だからほのかとリトを〈英雄〉との戦いにかり出したのかよっ！」

「それがどうしたというのだ!?　壊こわれた〝端末〟は取り替かえる！　バグはこの世界に存在してはいけない！　私は使命を果たしただけだ。それのどこがいけない。イレギュラー風情ふぜいが過去に苛まれる私を笑うか！　笑うな！　見るな！

　罪を忘れる能力を持たぬ私を──見るなああああああああああっ!!」

　世界を映す足あし下もとの鏡。それが曇くもり、割れていく。

〝傷〟が触ふれてるからだ。〝傷〟が立っている場所には穴が空き、そこから放射状にヒビが入っていく。破れた写真のように、地上の景色に亀き裂れつが走っていく。

「下にいた──赤い甲かつ冑ちゆうを着た人は──天巡くんの妹さんのコピーなんですか？」

　真白は僕の手を握にぎったまま、精せい一いつ杯ぱいの強い目で〈角笛を吹く精霊〉を睨にらんでいた。

「神様に笑いかけてもらうために、自由にできるほのかちゃんを作ったんですか!?」

「ああ、だが神はそれでも私に笑いかけぬ。なにが足りない？　本物の家族か？

　ならば兄が〈断罪人〉と共に『中有の居城』に住めばよい。真の兄きよう妹だいとなればよいのだ。

　そうだ、天巡ほのかの兄はラガジュに見いだされ、『無限舞台』の秘密を知るに至った。

　これが──私のミスを返上するために用意された、神の采さい配はいでなくてなんだというのだ!?」

「そんなこと天巡くんに関係ないですっ！」

　真白は僕を抱だきしめて、叫さけんだ。

「勝手に嫉しつ妬として、勝手に傷つけて──傷つけたことに後こう悔かいして──。

　そんなこと繰くり返してなんになるのっ？」

「黙だまれ。バグ」

「五年前、天巡くんに出会った時、あたしはずっと泣いてました。誰もあたしの本当を分かってくれないって。神様の──道具で、この世界が、神様の夢で──どうにもならないって、こと──そのことであたしはあたしをずたずたに傷つけてました」




『あたしは死ねないの。それが〈生命体〉の〝端末〟の運命。

　この世界はとっても残ざん酷こくなシステムで動いてるの──』




「それでも──手が届かないほど大きなシステムを壊したいって宣言してくれた男の子がいたんです。あたし、ずっとその子に恋こいをしてきました。初恋でした。再会した時、うれしくて泣きたくて──ショックのあまり昔のこと忘れちゃってましたけど、でもっ！

　その子はちゃんと今、ここに立ってるんですっ！」

　真白は──負けない。

　どんなことがあっても、真白は『好き』って言葉だけで、この世界を乗り切っていく。

「あなたみたいに世界を好きに操あやつって、自分の手も汚よごさないでみんなをパニックに陥おとしいれるような悪者には絶対に負けないんです！」

「……交こう渉しようは決けつ裂れつした」

　ぱきり、と音がして〝傷〟の足下が蒸発し、割れる。車が衝しよう突とつしたような穴が空く。

〈角笛を吹く精せい霊れい〉の赤い目が僕と〝傷〟を射る。

『運命規定』は〈角笛を吹く精霊〉がなにかを宣言した瞬しゆん間かんに音速でやってくる。声が聞こえたら──もう届いている。

　でも、見えている。届く前なら消せる。〝傷〟をブーストすれば間に合う。

　だけど、

「『運命規定』。崩ほう壊かいせよ」

〈角笛を吹く精霊〉はそんなことは予想していた。

　床ゆかが真っ赤に染まり、僕たちの足下で大規模な地じ滑すべりが発生した。




　広間を覆おおうガラスが崩くずれ、斜ななめに崩壊していく。水平だった地面が斜しや面めんに変わっていく。下は──数十メートル下は〈断罪人〉がいた広場だ。落ちたら──死ぬ！

「周防さんっ！」

　僕は真白の腕うでを摑つかんだ。斜めに崩れていく地面を必死に蹴けって駆かけ上がる。

「〝傷〟！」

　声に応こたえて〝傷〟が跳とんでくる。僕たちの目の前に着地し、そのまま地面に向かって拳こぶしを叩たたきつける。分かってるんだ──僕の考えてることが。

　僕と〝傷〟がまるで一つの生き物になったように。

　僕の右みぎ腕うでにはもう『木の実』が七つしかないから。

『キュイィッ！』

〝傷〟が拳を叩きつけた地面に穴が空く。僕たちが立っている柱も〈角笛を吹ふく精霊〉が作ったもの。だから〝傷〟が触れた場所から蒸発していく。

『美味シクナイ美味シクナイ美味シクナイノオオオオッ！』

〝傷〟が腕を振ふり回して走り出す。滑すべり落ちてくる地面。でも、彼女が触れた場所は次々に蒸発し──僕たちが進むための道になる。歪ゆがんだ鏡のような床を穿うがつ、深い──一本の線に。

〈角笛を吹く精霊〉に続く唯ゆい一いつの道。僕は真白の手を摑む。蒸気の吹き上がる、〈角笛を吹く精霊〉にたどり着くための道を、僕たちは駆け上がっていく。

「『運命規定』。落ちよ」

　視界がまた、赤に染まる。

　まるで、スポットライトを当てたように、僕と真白の周囲が真っ赤に染まった。

　なにかが──落ちてくる。

「──〝傷〟!?」

　僕は右腕を握りしめる。視界が陰かげる。〝傷〟が地面に拳を叩きつけ、ひと二人が入れるくらいの穴を開ける。それから一いつ瞬しゆんだけ僕を見て、〈角笛を吹く精霊〉に向かって走り出す。

　降ってきたのがなにかに気づいた瞬間、真白が僕の身体からだに覆い被かぶさった。

「無理だ──周防さんっ!!」

〈角笛を吹く精霊〉が呼び出したのは翼つばさのひしゃげた戦せん闘とう機と、砲ほう塔とうが潰つぶれた戦車。装そう甲こう車。全部まとめて僕たちの真上に落ちてくる。〝普通の人間〟が生み出した武器は〝傷〟では消せない。真白がかばってくれたところでどうにもならない。

　僕は地面を睨にらむ。真白のトーガを引っ張って、〝傷〟が作ってくれた待たい避ひ坑に飛び込む。

　かわせるかどうかは賭かけだ。でも──生き残りたい。

　──生き残ることを許してもらうんじゃなくて、自分の力で！

「〝傷〟！　こっちはいい！　〈角笛を吹く精霊〉を喰くえっ！　疾はしれええええええええっ!!」

　右腕の〝傷〟に宿った『木の実』をまとめて二つ、握にぎりつぶす。

　赤い血が、飛び散る。

　──残り五個。

　真白の柔やわらかい身体を抱だきしめて目を閉じる。

　とくん　とくん　とくん

　伝わって来る鼓こ動どうを、鉄が砕くだけ散る音がかき消した。




「『運命規定』。私の右半身は落ちる」

　僕らは──生き残った。

　ぎりぎりだった。

　ねじ曲がった戦車の砲塔がつっかえ棒の代わりになってくれた。戦闘機の羽根がナイフみたいに僕たちの首の上に横たわってる。〝傷〟と〈角笛を吹く精霊〉は、どうなった──んだ。

　僕と真白は〝傷〟が作った待避坑から這はい出した。

　右腕が灼やけついたみたいだった。背中が痛い──鉄の破は片へんが、刺ささってる。ひとつ、ふたつ。あとは見えない。わからない。

「天巡くん！　背中──血が」

　真白が僕の身体を引っ張り起こそうとしてる。ずきん、と無意識に身体がのけぞる。灼けた匂におい。背中から。真白が僕の背中に手を当てる。でも──ここには黒乃がいない。〈生命体〉は『繁はん殖しよく』相手の傷を治す能力を持ってるけど、バグった真白は『補正プログラム』の黒乃がいなければその能力を使えない。

「──だいじょ、ぶ」

　あちこちに焼け焦こげた鉄片が散らばってる。それに混じって〝傷〟の左ひだり腕うでと、右手の指が──転がってた。僕たちは待避坑に飛び込んだけど、〝傷〟は破片をまともに受けた。だけど、それだけの価値はあったんだ。

　ブーストした〝傷〟は確かに〈角笛を吹く精せい霊れい〉の右腕を嚙かみ裂さいた。でも──。

「私は一度〝傷〟に喰われている。経験している。対処法は考えてある」

　玉座の前に立つあいつの右腕、右胸、右みぎ脇わき腹ばら、右足。全部がナイフで切り取られたゼリーのように、綺き麗れいになくなり、切り口から赤いゲル状のものがこぼれ落ちてる。それが膨ふくれあがり、寄り集まり、〈角笛を吹く精霊〉の身体を再構築していく。

　まだ終わってない。〈角笛を吹く精霊〉は〝傷〟に汚お染せんされた部分を切り捨てた。

　あいつが被ったハンチングの奥で、赤い螺ら旋せんが渦うずを巻いてる。あれが、『果実』。

　もう一回だ、〝傷〟。今度は頭を狙ねらえ。じゃないとあいつは殺せ──ない。

　戦わなきゃいけない。なのに、視界がぐらついてる。うまく歩けない──膝ひざが、笑って、る。

「なんでもいい。〝傷〟の部品でも頭にぶつければ、あいつを倒たおせる。

　喰ってやる──今度は頭を〝傷〟──で、直接──っ!!」

「天巡くんは休んでください。あたしが戦います！」

「『運命規定』、吹き飛べ、〈生命体〉。君の存在に意味はない」

　真白の姿が、僕の目の前からかき消えた。一秒遅おくれて、地面に突つき立っていた装甲車から、くぐもった悲鳴と、重いものを叩たたきつけるような音が響ひびく。真白が真横に──吹き飛ばされた。薄うすいトーガに包まれた身体が装甲車の側面に激げき突とつする。

　でも──その車は落ちてきた時にドアがはげかけていた。

　──尖とがった鉄板が──真白の身体を、刺して──トーガの胸むな元もとから──切っ先が──。

「あ、あまめぐり──くん」

　真白の唇くちびるが血の気を失って──、

　外れたドアと一いつ緒しよに、真白は──地面に──倒れた。

「つのぶえええええええええええええあああああああああっ!!」

　──頭の──なかが、まっしろに──なった。

　喰らう。〈角笛を吹く精霊〉を喰らう。今、ここで。なにが起こっても。僕が〝傷〟に取り込まれようと化け物になろうと。心臓が砕けたって構わない。死ぬ前に、こいつの『果実』を喰らう。日常と異常。正気と狂きよう気き。ぎりぎりでバランスを取っていた天てん秤びんが振れて、僕はもうまともな場所には戻もどれない。今、それが分かった。壊こわす。今、ここでこいつを壊す！

「〝傷〟──喰え！　こいつを喰ってしまえ！　でなかったら僕なんか喰っていいっ！」

『キュイイイイイイイイイイイ！』

〝傷〟の姿がぶれて、残像を残して消える。

　どっちが早い？

〈角笛を吹く精霊〉が僕を殺すのと、〝傷〟が〈角笛を吹く精霊〉を喰うのと。

　結果なんか、知らない。こいつを喰らう。なにがあっても、喰らう！

「対策は検討済みと言っただろう？　君の〝傷〟は、触れた相手しか壊せない。

　故ゆえに、私が狙いをつける必要さえもない。待てばカウンターで刺し殺せる。

　──『運命規定』。串くし刺ざし公が使っていた残ざん虐ぎやくなる槍やりを、ここに」

〈角笛を吹く精霊〉を中心に、円形に槍が浮うかび上がる。まるで、花弁のように。

　穂ほ先さきを僕と、〝傷〟に向けて。

「そして〝傷〟には物理的な防ぼう御ぎよ力はない。『運命規定』──撃うち出せ」

〈角笛を吹く精霊〉を取り囲んだ黒い槍が撃ち出されるのが、見えた。穂先が、僕の視界に大写しになる。最初に左腕。次に右みぎ腕うで──胴どう体たいに──突き刺さる。あとはもう、分からない。〝傷〟の悲鳴が聞こえる。顔を──上げる。どうなったか、見たい。

　赤い。

　真っ赤だった。

　世界が、僕の視界が、身体からだが、床ゆかが──血で。

「残念だよ──噓うそではない。君には〈断罪人〉を導き、私の役に立って欲しかった」

〈角笛を吹く精霊〉の足元から蒸気が上がっていた。

　奴やつは崩くずれた床に──膝をついて、僕の前に立っていた。

〝傷〟に汚染された──両足を切り捨てて。

〝傷〟の左腕と──右手の指が──切り落とされたから──奴の頭に手が、届かなかった。

　黒い槍に胴体をぶち抜ぬかれて──吹き飛ばされた〝傷〟は、玉座の前で痙けい攣れんしてる。

「〈生命体〉の魅み力りよくに踊おどらされた者の末路か。哀あわれだな、イレギュラー」

〈角笛を吹く精霊〉の声が聞こえる。僕は──叫さけびたい──奴の言葉を全ぜん身しん全ぜん霊れいで否定したい。

　僕は──自分で決めてここに来たんだ。

　笑って見ているだけの神様と、人を道具としてしか見ない〈角笛を吹く精霊〉が許せなくて。

　世界のシステムを壊すって、自分の、意思で──決めて、ここに。

「さらばだ、神に愛された〈超ちよう越えつ者〉の兄。イレギュラーよ」

　薄ら笑いを浮かべる奴の背後で、水のしたたるような音がして。

　装そう甲こう車のささくれたドアから──身体を無む理り矢や理り引き抜いた真白が、立っていて──。

　白かったトーガは溢あふれ出る血に染まって──真っ赤で、でも、綺麗だった。

　真白はどうしていつもこんなに綺麗なんだろう。〈生命体〉だから？

　違ちがうと思う。いつもまっすぐで迷わない。好きって気持ちをまっすぐにぶつけてくる。

　ここが神様の無限舞ぶ台たいでも、〝端末〟が喰くらい合う煉れん獄ごくでも、僕と黒乃がいるなら──この世界を好きでいられるって言ってくれる。溢れ出る「好き」ってオーラと、前向きすぎる気持ち。栗くり色いろの髪かみが血で染まって、べったりと頰ほおに絡からみついていても、目が苦痛に歪ゆがんでいても、やっぱり真白は綺麗なんだ。ずっと見てたい──けど、僕の視界は──段々と暗くなって──。

　走り寄る真白に気づいて、瞬しゆん間かん的に引きつった〈角笛を吹く精霊〉の顔。

　細い左ひだり腕うでを振ふり上げた真白。

　そして、真白が摑つかんでいる──ついさっき切り飛ばされた──〝傷〟の──左腕。

　僕は、真白はなにも考えてないと思ってた。

　でも、真白はちゃんと見てたんだ。〝傷〟に触れた〝端末〟とその使い魔まは汚染される。一昨日おととい僕は、〝傷〟の破は片へんを投げつけて、ディンタニアの『架か空くう兵士』を消した。

　だから真白の細い左腕には赤い亀き裂れつが走っていて──。

　それを〈角笛を吹く精霊〉の顔面に叩たたきつけた瞬間、赤い鱗りん粉ぷんが──散って。

〈角笛を吹く精霊〉の頭を一いつ瞬しゆんで赤い亀裂が覆おおい尽つくして。




　だから僕は、真白にはかなわないって思ったんだ。




〈角笛を吹く精霊〉は、そのまま機能停止して、崩れ落ちた。

　そして僕の視界も真っ赤になって、ぷつん、と、途と切ぎれた。
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「あ──あ、あ、あ、あ、あまめぐり、くん」

　ここは終わってしまった世界だと、真白は思った。

　倒たおれたまま動かない翔。左腕と、右腕──胴体を黒い槍が貫つらぬいている。三つの穂先が背中から抜け、身体を横たえることさえ許してくれない。とくん、という鼓こ動どうをまだ感じる。本当に微かすかで、真白自身の鼓動が邪じや魔まになってよく聞こえない。

「……あたし、うそつきだ」

　翔が死んだら自分も死ぬと宣言したのに。

　装甲車の鉄板に貫かれた真白の胸の傷は、もう塞ふさがりかけている。〝傷〟に触ふれた左腕だけ、赤い亀裂が入っている。そこだけ感覚もないし、ぴくりとも動かない。

　けれど凶きよう悪あくなまでの〈生命体〉の再生能力は、真白を翔と一いつ緒しよに死なせることを許さない。

　もう一つの能力、『恋こい人びとの怪け我がを治す力』は黒乃がいなければ使えない。

「やだ──やだ、やだ、やだああああああああっ」

　喉のどを押さえて真白は叫さけび続ける。

「天巡くん──お願いだから──あたしの前で──いなくならないで！」

　──いなくならないよ、あたし。

　幼い自分の声が、真白の耳の奥で響ひびく。

「お願い──神様、天巡くんを──たすけて」

　──この世界の神様は、笑って見ているだけなの。

「やだ、こんな身体からだいらない。再生能力なんかいらない。

　一人だけ生き残るのなんかやだっ！　いらない、こんなの──いらないっ!!」

　ぱぁん

　真白の頰に衝しよう撃げきが走った。

　いつからそこにいたんだろう。

　翔の左胸を押さえる真白の手に、同じかたちの掌てのひらが重なっていた。

　真白と同じくらい血まみれのトーガ。傷だらけの身体。少しきつい表情。

　でも、同じくらい泣いている。

　真白の分身、『補正プログラム』の少女、周防黒乃がすぐそこにいた。

『中有の居城』の頂上。螺ら旋せん階段のあるあたりに、楓が立っていた。彼女が黒乃をここまで引っ張ってきたのだろう。興味なさそうに──でも真っ青な顔でたたずんでいる。

「真白、泣いてる暇ひまなんかない。手おくれになる前に天巡の怪我を治すの。いい？」

「う、うん」

　真白と黒乃は掌を重ね、翔の胸に当てる。目を閉じる。黒乃がやり方を教えてくれる。真白は『果実』から力を引き出し、ゆっくりと翔に向かって流し込んでいく。

「──え」

　なのに──届かない。

　翔の身体からは何の反応も返ってこない。

「だめ？──なんで駄だ目めなの──天巡。致ち命めい傷しようだから!?」

「く、黒乃？　どういうこと？」

「……〈生命体〉の『恋人の怪我を治す力』はあくまで効率よく『繁はん殖しよく』するためのものなの。同じ相手と『繁殖』を続けた方が手間がはぶけるから。だけど、致命傷を受けた相手は──」

　黒乃は言葉を切った。痛々しいものを見るような目で真白を見つめ、言葉を絞しぼり出す。

「その人の傷を再生するよりも、新しい相手を探した方が効率がいいって──『果実』が判断しちゃうの──」

　真白の目の前が真っ暗になった。

〈心配症しよう〉に植え付けられた言葉を思い出す。自分は『繁殖』のための化け物。

　相手は誰だれでも構わない。自分で好きになる相手を──選べない。

　心が冷えていく。〈心配症〉の幻げん想そう世界の中でも絶望しなかったのに。

「……最後の手段よ、真白、天巡にキスしなさい」

　崩くずれ落ちそうになる真白の腕うでを摑つかんで、黒乃が宣言した。

「──キス？」

「〈生命体〉の〝端末〟は、『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動してる時が一番、能力が高くなるの。

　これは、まともじゃない方法。『繁殖衝動』を暴走させる。『果実』にたたき込むの、天巡が真白の恋人だって。こいつ以外の相手なんて考えられないって──こと!!」

　時折、つっかえながら、黒乃は真白をじっと見つめていた。

　真白は頷うなずく。すぅ、と息を吸う。黒乃が真しん剣けんな表情で、翔の身体を支えている。

　双ふた子ごの妹の心臓が破は裂れつしそうなほどに鼓こ動どうしているのが真白には分かる。

　かすかな呼吸を繰くり返している、翔の唇くちびる。閉じたままの瞳ひとみ。男の子にしては長い睫まつげ。ふっくらとした頰ほお。息づかい。匂におい。

　全部が全部愛いとしくて、思わず自分を忘れそうになる。そういえばこれがファーストキス。学校の廊ろう下かで翔の方からキスしたことは、真白の脳のう裏りからはすっぽり抜ぬけ落ちてる。距きよ離りは推定六センチ。この時点でもう真白の心臓がこわれそうになっている──三センチ──あたりの風景が全すべて消える。視界に翔しか入らなくなる。二センチ──思考が止まる。一センチ──もう触れているのと変わらない。身体が痺しびれ始める。

　ゼロ距離。

　真白の身体を、世界全てを塗ぬりつぶしてしまうほどの電流が貫つらぬいた。




　白い波が真白に向かって押し寄せてきた。〈心配症〉の能力にさらわれた時と似ていた。けれど、これは〈心配症〉の能力とは違ちがう、温かくて柔やわらかな、心地ここちよい振しん動どう。真白の背筋を灼やけるような熱さが貫かん通つうして、心が真っ白になっていく。息ができなくなる。

　翔との──真白にとってはファーストキス。翔の匂い、血の味、ゼロ距離で混じり合う、なにか。真白の身体がかたちを失い、そのまま翔の身体と混ざり合っていくような感覚。混じり合いたい。境界線をなくしたい。ひとつの生き物になりたい──。

　──駄目！

『果実』から真白の脳に注ぎ込まれる『繁殖衝動』に向かって、真白は否定の叫さけびを上げる。

　今は駄目。流されたら、駄目。

　ここで『衝しよう動どう』に飲み込まれたら、翔は助からない。

　──『繁殖』してる場合じゃないの──今は天巡くんの傷を治すのが先──。

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、真白を押し流そうとしていた白い波は、血の味のする別のものに変わる。

[image: ]

　ずきん

「──きゅがっ」

　ずきん　ずきん　ずきん

　頭を揺ゆさぶる激痛。『果実』が灼けた鉄球に変わり、真白の頭を内側から叩たたいているようだった。自分が無む茶ちやなことをしているのが、なんとなく、わかった。

　気を抜くと、『繁殖衝動』に意識を引き抜かれそうになる。頭の中が白くなって、無意識のうちに翔に身体を擦こすりつけている。『果実』が警告音を鳴らしている。危険──危険。バグった〝端末〟は自在に能力を使えるわけではない。何度も傷ついて──再生して──『補正』もせずに──『繁殖衝動』を暴走させて──。

　こんなことを繰り返していたら、『果実』が制せい御ぎよを失い──暴れ出す。

　バグった〝端末〟の末路は──悲ひ惨さん。

〈英えい雄ゆう〉のように──身体からだが異常をきたし──『衝動』のままに放ほう浪ろうする異形の生物に──。

　それを防ぐために『補正プログラム』は真白と翔を『繁殖』させようとしていたのに。

『果実』から流れ出す警告を、真白は首を振ふって追い払はらう。今は違う。自分が異形の生物になるとしても──まだ。それは今じゃない。だから──。

　──今は出来ることをするの！

　真白は唇を合わせたまま、翔の身体を抱だきしめる。

　翔の中へ意識の掌てのひらを伸のばしていく。触ふれる。

　──五年前のこと、天巡くん、なにも言わなかった。

　橋の上で翔と真白が出会っていたこと。翔を巻き込んで、一いつ緒しよに川に落ちてしまったこと。言わなくてもいいことなのかもしれない。あれははじまり。誰にもわかってもらえなくて泣いてた淋さびしい魂たましいと、妹をなくして壊こわれかけていた魂が出会って、触れ合った。それだけでいい。

　真白は翔と出会ったから、この世界のことが好きになった。

　翔と黒乃がいるから、真白はこの世界を好きでいられる。ここが神様の無限舞ぶ台たいでも、自分がこわれかけの〝端末〟でも、「好き」って気持ちを忘れずにいられる──笑っていられる。

「お願いだから──いなくならないで、天巡くん」

　名残なごり惜おしそうに唇を放して、真白は呟く。

「あたしと天巡くんのはじまりがどこだったかなんて、もうどうでもいいんです。あたし、ずっと淋しかった。誰だれもあたしのことを分かってくれないって泣いてた。でも、天巡くん──は、あたしの言葉を正面から受け止めてくれました。

　まっすぐなのはあたしじゃなくて、天巡くんの方です。なんでもまっすぐに受け止めちゃうから、哀かなしいって気持ちから逃にげなかったから、ほのかちゃんのことでずっと悩なやんでたんでしょう？　強い人なんです。天巡くんは、あたしなんかよりずっと強い人なんです！

　だから──だから──天巡くんと出会ったから、あたしは人を本当に好きになることができたんですっ！」

　血を吐はくような言葉を、真白は翔の耳元にささやき続ける。

「あたしを残していなくならないで！　天巡くんがいて黒乃がいるから、あたしはこの世界を好きだって言えるんです！　ここで天巡くんがいなくなったら、あたし、世界なんか終わらせちゃいます！　どんな手を使ってでも終わらせる手段を見つけてみせますからっ！」

「一人だけ楽になろうなんて許さないんだから──天巡」

　真白の深いところから溢あふれ出る言葉を、黒乃が引き継つぐ。

「真白をバグらせたのも──私を作ったのもあんたなんだから、責任、取りなさいよぉっ！　あんたが目を覚ますまで真白はキスを繰り返すわよ。たとえ、あんたがこのまま死んじゃって、骨になってもエンドレスなの！　あんたは不死の〈生命体〉に取り憑つかれちゃったんだから諦あきらめて再生しなさい！　天巡翔!!」

　悲鳴を上げる『果実』から再生能力を取り出し──真白はそれを、翔に注ぎ込む。

　触れた部分から熱いものが生まれ、冷えはじめた翔の身体に──流れ込んでいく。

「あ、あたし、ちゃんと……できた？　黒乃──？」

「うん！」

　再生能力を注ぎ込むのとタイミングを合わせて、黒乃が槍やりを引き抜ぬいていく。

　血があふれ出す傷口を、真白が白い掌で押さえる。撫なでるだけで──傷がふさがっていく。

「──きゅ、きゅむ」

「これで──おしまいっ！」

　がらん、と音を立てて、黒乃が最後の槍を引き抜く。真白が翔の左胸に耳を当てる。

　とくん　とくん　とくん

　安定した鼓こ動どう。それを聞いて真白は溜ため息いきをつく。頭痛に耐たえられなくなってきてる。もう、我慢しなくていい？　でも、目覚めたとき──その──天巡くんと絡からみ合ってたら嫌きらわれるかもしれない。『繁殖衝動』に負けるような弱い子は、きっと天巡くんは好きじゃない。そういえば好みのタイプって聞いたことがなかった。目が覚めたら聞いてみたいなって思いながら、真白は目を閉じた。
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　目を開けたら真白がいた。

　顔を上げたら黒乃がいた。

　僕は──どうなったんだ？

　──ここがどこなのか──大丈夫、覚えてる。身体のあちこちが軋きしんでる。なにが起こったのかは覚えてる。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が生み出した槍に身体を刺さされて、真白と──駆かけつけた黒乃に再生してもらった。二人が──泣いてたような気がする。

　真白は僕の胸にしがみついて気を失ってる。身体が震ふるえてるのは寒いからかもしれない。トーガ、ほとんど破けちゃってるし。黒乃は──鞘さやに包まれたハートブレイカーを摑つかんだまま、じっと広間の中央を睨にらんでる。

　頭に赤い亀き裂れつが走ったまま痙けい攣れんしてる〈角笛を吹く精霊〉を。

「気が付いた？──だったら、さっさと終わらせて」

　黒乃の言葉に、僕は頷うなずく。

　身体があちこち痛い──当たり前か、死にかけてたんだから。

　でも、動ける。終わらせることくらいできる。

　槍に腹を貫つらぬかれた〝傷〟が玉座の前で転がってる。僕が身体を起こすのにシンクロして、むくり、と起き上がる。僕と違ちがって致ち命めい傷しようじゃなかったみたいだ。

〝傷〟がいるから消えなかった。

〈角笛を吹く精霊〉の顔と、真白の左手を覆おおい尽つくした、赤い亀裂は。

「これで、終わらせる。〝傷〟、〈角笛を吹く精霊〉を喰くらえ！」

『キュイイイイイイイイイ』

　やっとありつけるご馳ち走そう。

　獣けものの姿勢で立ち上がった〝傷〟が〈角笛を吹く精霊〉に向かって走り出す。この世界の管理者は動かない。これで、終わり。この世界の管理者はいなくなる──そう思った──時。




「『根源の魔ヤタ・術師の名ケラ・においてセラソ』。ディンタニア、『架か空くう兵士』を起動せよ」




　地面から現れた『架空兵士』が、転がっていた戦車の砲ほう塔とうを摑み、

〝傷〟の青白い身体からだを殴なぐり飛ばした。




『キュイイイイイイイイイイイイアアアアアアアアアアッ』

　まるでバットで水風船を殴ったように──〝傷〟の青白い身体が弾はじけて──砕くだける。一いつ瞬しゆんで僕の右みぎ腕うでが赤くふくれあがり──激痛が、きた。

「がああああああああっ！」

「あ、天巡っ!?」

　慌あわてて僕は真白の身体を黒乃に預け、転がって二人から離はなれる。〝傷〟が赤い鱗りん粉ぷんになって、僕の右腕に戻もどって来る。視界が、真っ赤だ。なにが起こったのか──いや、分かってる。ディンタニアの仕し業わざだ。だけど──。

〈角笛を吹く精霊〉の頭と、真白の左腕にできていた赤い亀裂が消えていく。まずい。〈角笛を吹く精霊〉がまた、動き出す。なんで、あと一歩だったのに。あいつを消せたのに。

「な、なんでここまできて〈角笛を吹く精霊〉を解放なんか──ディンタニア!!」




「〝傷〟に汚お染せんされた状態では『果実』を取り出せないからだよ。

『根源の魔ヤタ・術師の名ケラ・においてセラソ』。

　ディンタニア、『完全なる恋こい人びと』および『ティーチング』を起動せよ」




　答えは──崩くずれかけた広間に根を張った樹の上から。

　ディンタニアの隣となりに誰だれか、いる。

「たいしたものだよ、イレギュラー。〈生命体〉そして『補正プログラム』。

　君たちは素す晴ばらしい」

　その人はディンタニアのプラチナブロンドの隙すき間まに、骨張った指を食い込ませている。ディンタニアは紫むらさき色いろの目を見開いて、あえいでる。

　こいつは誰だ──この老人も〝端末〟なのか？

　白い老人が命じた通り、地面から、白い羽根の天使が現れる。

　ためらいもなく『完全なる恋人』はサバイバルナイフのようなかぎ爪づめを振ふりかざし──。

〈角笛を吹く精霊〉の首を切り落とした。

「──ひぅっ！」

　黒乃が悲鳴をあげる。『完全なる恋人』は〈角笛を吹く精霊〉の首を抱かかえ上げ、ディンタニアの元に戻る。ディンタニアの、白衣に包まれた身体に──樹きの枝が食い込んでる。ぽた──ぽた、と枝を血がしたたってる。白衣の裾すそが真っ赤に染まっていく。

「──痛い、痛いの──カケル、たすけて。嫌いや、こんなの、嫌」

「〈世界〉の〝端末〟としての誇ほこりを持たせるために君を上位に置き、自由にさせてきたのだが、調子に乗りすぎたようだね。立場をわきまえなさい。

『根源の魔ヤタ・術師の名ケラ・においてセラソ』。ディンタニア『完全なる恋人』で枝を断たて」

「い、イエス、博士」

　老人の声に応こたえる時だけ、ディンタニアの顔から表情が消える。

　白い翼つばさを広げた『完全なる恋人』がディンタニアの身体に食い込んでいた枝を断ち、彼女と老人を抱え、床ゆかの上へと降りてくる。

　老人の手の中には、首だけになった〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉。

　白い──白衣だけじゃない。髪かみも、胸むな元もとまで伸のびた髭ひげも真っ白な──老人。

「あんたは──？」

「博士」

　首からモノクルを提さげた老人は言った。

「ディンタニア＝エシュオンを〈世界〉の〝端末〟にする者だよ。

　ありがとう、少年。これで〈角笛を吹く精霊〉と〈心配症しよう〉が手に入った」

　全身に寒気が、走った。

　鞘さやのままのハートブレイカーを摑つかんだ黒乃が、僕と真白の前に立つ。

　ディンタニアを〈世界〉の〝端末〟にする者。

〈教師〉〈恋人〉〈困こん窮きゆう者〉〈調停者〉──〈侵しん略りやく者〉。

〈心配症〉──〈角笛を吹く精霊〉。

　これで七つ。

　ディンタニアが臨界を起こして〈世界〉になるまで、あと二つ。

　でも、〝傷〟を起動してディンタニアを喰らうことはできない。僕の右腕は腫はれ上がってる。

　ディンタニアたちはこの時を待ってたのか？

　僕たちが〈角笛を吹く精霊〉に勝った瞬しゆん間かん、〝傷〟を潰つぶして、抵てい抗こうする手段をなくす。そして〈角笛を吹く精霊〉を奪うばい取る。それに〝雑音〟は〝流転骨牌〟を握にぎっている。地上への門を開く鍵かぎを。

「『運命規定』」

　不意に老人の腕うでの中で〈角笛を吹く精霊〉が目を開けた。

「──老人の心臓よ──砕くだけよ！」

　首だけになりながら、『運命規定』を撃うつ。逃のがれようもない距きよ離りで──でも。

「無む駄だであろうよ。一度首を切られて死んだ私の身体に、機能している心臓などあるものか」

「──な!?」

　首だけの〈角笛を吹く精霊〉が目を見開く。赤く染まった目を動かし、老人の顔を見る。

　その横に座り込んでいるディンタニアは──真しん紅くの空を見上げて泣き叫さけんでいる。

「痛い、いたい。いたいのお。こわいの。

　ディンタニア、世界の終わりが、こわい──たすけて。おねがい、いたい──」

　まるで、なにかの答えを待っているかのように。

「まさか──どうして貴様がここにいる！　貴様は六百年前に死んだはずだ！」

　首だけになりながら〈角笛を吹く精霊〉はまだ生きていた。目をむきだして老人に向かって叫ぶ。〝精霊〟だから、人とは身体のつくりが違ちがう──でも、首を抱えている老人は──誰だ？　知人。でも、〈角笛を吹く精霊〉はこの人のことを一言も話さなかった。

「この世のものではないから『運命規定』が通じぬのだろう？

『根源の魔ヤタ・術師の名ケラ・においてセラソ』。

　ディンタニア、『ティーチング』で〈角笛を吹く精霊〉を洗脳しなさい」

　泣き叫ぶディンタニアの頭を、また老人の無ぶ遠えん慮りよな指が侵おかしていく。

「はいイエス。博士マスター」

「私を、喰くらうつもりか──〝雑音〟」

「いかにも。〝精霊〟が世界を終わらせる要素となるのも一興であろう？

　終末の角笛を吹くのはお前ではない、〝雑音〟だ」

「……貴様の思い通りになど、ならぬ」

〈角笛を吹く精霊〉は血のようなものをだらだらと吐はき散らかしながら口を開いた。

「『運命規定』──我が──記き憶おくよ──全すべて──消えよ──!!」

　ディンタニアの手の中に生まれた金色の鞭むちが〈角笛を吹く精霊〉を打ち据すえた。

　そして──〈角笛を吹く精霊〉の首は目を閉じ、言葉を発するのを止やめた。

　僕も、黒乃も動けなかった。目の前の老人は僕たちの手から〈角笛を吹く精霊〉をかすめ取り、簡単に処理してしまった。〝雑音〟の姫ひめ君ぎみのはずのディンタニアを道具のように使って。色のない老人は満足そうに〈角笛を吹く精霊〉の首を抱えている。

　わからない。〝雑音〟の首領はディンタニアじゃなかったのか──？

「この人は〝雑音〟の主しゆ宰さい者、『博士』。

〈角笛を吹く精霊〉の言葉が正しければ、六百年前に死んだ魔術師アグシーダ」

　聞き慣れた声に振ふり返ると──螺ら旋せん階段のある場所に、楓さんが立っていた。

　……いつの間に『中有の居城』に来たんだ？

「楓さんにもやっと分かったよ。〝雑音〟があの場所で〝流転骨牌〟を起動した理由。

〝雑音〟が『中有の居城』に送り込みたかったのはディンタニア＝エシュオンじゃなくて翔たちだった。最初から〈角笛を吹く精霊〉と翔たちを嚙かみ合わせるつもりだったのね」

「邪じや推すいではないかな？　イレギュラーが〈角笛を吹く精霊〉に勝つとは限らないのだから」

「ええ、そうね。だから本当なら、ディンタニアはここに来てはいけなかった。

　強制的に翔たちを『中有の居城』に送り込んだ後に、あなたと一いつ緒しよにここに来るはずだった。

　翔たちが勝ったなら、こうして〈角笛を吹く精霊〉の『果実』を奪う。

　翔たちが負けたのなら──黙だまって立ち去るつもりだった？」

　楓さんは淡たん々たんと言葉を紡つむいでいく。でも、僕にはその意味は半分くらいしか分からない。

「しゃべりすぎだね、天巡楓」

「ええ、でしょうね。でも納なつ得とくしなければ協力なんかできない。

　それで、ディンタニア＝エシュオンが二重人格なのは、あなたがコントロールしやすいようにかな？　使命に忠実なディンタニアは文字通り命令を果たすだけの〝端末〟。幼児化したディンタニアはあなたが直接操作するための、薄はく弱じやくな自我の持ち主。

　誤算は二人のディンタニアが、同時に翔に興味を持ったことかな？」

「それがあなたに関係があるのかな？　協力者」

「ないわね。ただ、あなたの執しゆう念ねんに感心しているだけよ。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉がそう判断したのなら間ま違ちがいないんでしょうね。

〝雑音〟の開祖、魔術師アグシーダ。〝流転骨牌〟を作った張本人」

　魔術師アグシーダ。〝流転骨牌〟の作者。

　でもその人は歴史上の人物で、とっくの昔に死んでるはずだ。

「その名前はもう捨てた。博士と呼んでくれればいい」

　白髪しらがの老人は不気味なほど優やさしい笑えみを浮うかべて、言った。

「いたいの、いたいの──カケル」

　ディンタニアが──僕を呼んでいる。

「たすけて──お願い────カケル──ディンタニアをたすけて──いたい」

「我が慢まんしなさいディンタニア。さあ、〈慈じ母ぼ〉との約束の時間だ」




　僕たちの目の前で──『門』が開いた。




　青から、紫むらさき。紫から赤へと色を変える光の柱が、『中有の居城』の頂上に生まれた。

「どうするね？」

　老人の言葉に、僕は──意識のない真白を背中に担かつぎ上げて──頷うなずいた。

　恐こわい。

〈角笛を吹く精霊〉とは違ちがう意味で、僕はこの人が恐い。ここまで徹てつ底ていして人を利用する奴やつのことが。僕も真白も黒乃も──ディンタニアだって、『果実』を手に入れるための道具なのか。

　老人はもう僕に興味を失ったように、光る柱へと進んでいく。

　僕は真白を背負ったまま、老人とディンタニアの後をついていく。老人は無防備な背中を見せてる。背後からたたきのめして、〈角笛を吹く精霊〉の首を奪うばうことはできるけど、でも。

　右みぎ腕うでは腫はれ上がって〝傷〟が使えない。

　この状態でディンタニアが『ティーチング』を解除したら──〈角笛を吹く精霊〉の『運命規定』が今度こそ僕たちを殺す。そこまで計算してるのかもしれない。目の前の、老人は。

　門をくぐる直前、僕はもう一度だけ、赤い鱗りん粉ぷんを散らす空を見上げた。

〝夢を見続ける神〟の姿は見えない。水面のすぐ下を、たくさんの石柱が移動しているだけ。

　でも──見み間ま違ちがいじゃなかったと思う。

　柱のひとつに、ディンタニアによく似た女性が──鎖くさりで縛しばり付けられていて。

　その人の真っ赤な目が、僕を見たのは。




『止めて──その人を、止めて』

〝傷〟の中から聞こえていたのと、同じ声が耳元で響ひびいた。

　いや、聞こえてるのは僕だけだ。他の人たちは、全く反応していない。

　──〝傷〟？　しゃべれるなら教えて欲しいことがたくさんあるんだ。

『──いいえ。私は、魔ま女じよ』

　その人は、言った。

『魔ま術じゆつ師しアグシーダの弟で子し、魔女、ケルトファリア』

『師し匠しようを、止めて。〝雑音〟の意志をゆがめたその人を』

『止めて、お願い。私の娘むすめ──ディンタニア＝エシュオンを、救い出して』




『お願い、私が〝傷〟で甦よみがえらせた師匠をもう一度殺して──!!』

『──ははは』




　悲痛な声で叫さけぶ女性の声を遮さえぎって、知らない誰だれかの笑い声が響いた。

　例えば太古の洞どう窟くつを吹き抜ぬける風のような。ピラミッドの奥から響く王の息吹いぶきのような。

　あれは二週間前、屋上で聞いた──〝夢を見続ける神〟の声だ！




『ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは』




　意味もない哄こう笑しよう。
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　笑ってる。赤く光る海の中で。この世界の神様は、僕たちを笑って見ているだけ。

　五年前、真白が──言ってた通りに。

〝端末〟は神様を楽しませるための道具。

　ほのかが死んで、ほのかの一番側そばにいた家族──僕に〝傷〟を植え付けて、見み飽あきた役者〈角笛を吹く精霊〉と嚙かみ合わせて──管理者が〝雑音〟に首を切られて。

　そういう展開を、笑って見ているのか、この世界の神様は。

「……うるさい。黙だまれ」

　喉のどの奥から、熱いものがこみ上げてくる。

　哄笑は止やまない。

「黙らないと喰くい殺す！　口を閉じてろ！　〝夢を見続ける神〟!!」

　黒乃も楓さんも、不思議そうに僕を見ていた。

　ディンタニアも、博士も。

〝夢を見続ける神〟の笑い声は僕にしか聞こえない。でも、選ばれたなんて思いたくない。

「……きゅむ、天巡くん、駄だ目めです。いなくなったら──だめ」

　神様の道具になんてさせない。僕の背中で寝ね息いきを立ててる、あったかい生き物、真白も。僕の隣となりで手を握にぎってる黒乃も。地上で待ってるリトも。できるなら──ディンタニアだって。

　喰い殺す。

　真白たちを道具にする世界のシステムなんか、僕が喰い殺す。

　今はできなくても、いつか──〝傷〟が僕を喰い殺す前に──。










　そして、僕たちは地上への『門』を通り抜けた。










　焼け焦こげた鉄の匂においがした。

　学校の前が焼け野原になってた。校門前の道路には巨きよ大だいなクレーター。学校のまわりにあった住宅地が──まるで怪かい獣じゆうが暴れ回ったみたいに、綺き麗れいさっぱりなくなってる。

　校門の前にぽつん、とリトが座り込んでいた。ディンタニアの手を引いた『博士』がリトに近づき、その手から──〈壊体者〉の〝流転骨牌〟を回収する。

　ディンタニアが僕を見てる。校門の前に停とまった〝雑音〟のトラック。コンテナの前でココリさんは銃じゆうを構えてる。さりげなく、リトの背中に狙ねらいを付けている。あの人達は──リトを人ひと質じちに取ってる。

〝雑音〟は世界を、終わらせるつもりなんだ。どんな手を使っても。

　リトが僕を見た。泣きそうになってた顔が、ぱぁ、と笑え顔がおになる。コンクリートの破は片へんが散らばってるグラウンドを必死に駆かけ寄ってくる。

「おにーさんっ！」

　その間に──〝雑音〟のトラックが走り去って──いなくなった。

「心配しましたおにーさん。泣きそうでした。『門』を開けるのはわたしだけですから仕方なく残ったんですけど、本当はわたしが一番に飛び込んで──」

　リトの視線が、僕を通り過ぎて──僕の背中にいる真白を見た。

　腰こしのあたりまでずり落ちたトーガ。

　真白は、いつの間にか目を覚ましていた。

　真っ赤な目をして、幸せそうに僕の首に頰ほおをこすりつけてた……マーキングするみたいに。

「きゅ、きゅむ。きゅ」

「…………………………あの、おにーさん？」

「ち、違ちがう！　これは周防さんの『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が──」

「『繁殖衝動』が発動するようなことしたんですねおにーさん！　わたしが、わたしが小さな胸を押さえて心配してる時になにしてたんですかああああああああっ!!」

　がごん

　目から火花が散った。

　小さな拳こぶしを僕の顎あごに振ふり上げたリト。僕の体力も、もう限界だったから──。

　久しぶりにリトの一いち撃げきを受けた僕は、そのまま意識を失った。










　幕間　魔ま女じよケルトファリアの告解　三





　聞こえていますか、少年。

　私と同じように〝傷〟を得たイレギュラーよ。

　私は今、『神の箱庭』より、あなたに語りかけています。

　あなたが、私と同じ結末を迎むかえないように。




〝傷〟に取り込まれ、〝傷〟そのものになった私は身体からだを失い、魂たましいのみが『神の箱庭』に縛しばり付けられることとなりました。地上に残した身体は〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の百本の剣けんに貫つらぬかれ、魔女の末路を人々に思い知らせる生いけ贄にえとされました。

　私の仲間が、私の遺骨を持ち帰ったのは、ただの偶ぐう然ぜん。

　私の遺骨が長い年月のあと、〝雑音〟の手に渡わたったのも、ただの偶然だったのでしょう。




　師し匠しようが、私を裏切り者と呼ぶのも無理はありません。

〝傷〟を手に入れた私は〈世界〉の〝端末〟になることもできた。それを、望みさえすれば。

　この時代、〝傷〟を持つ少年が『果実』を狩かる能力を備えているように、私も『果実』を集める能力を手に入れることもできたのです。

　けれど──私が抱いだいていたのは別の願い。

　私の思いは、とても個人的なもの。

〝傷〟を用いて私が願ったこと──それは、かつて愛した魔ま術じゆつ師しアグシーダの復活。

　私の愛した、師匠。

　世界を終わらせると言いながら、生きることを愛し、王に世界の成り立ちを教え、〝端末〟に立ち向かうための組織を作ろうとした、魔術師アグシーダ。彼ならば、人々をよりよく導けると思いました。

　なにより私は、師匠を生かすために、この世に生を享うけたのですから。

　後こう悔かいなど──あの時は、しませんでした。

　たとえ魂だけになり『神の箱庭』に永久に縛り付けられることになろうとも。

　復活は神の術。〝傷〟を用いたところで、人の器うつわには余るもの。

　私は〝傷〟を使い果たし、こうして『神の箱庭』で世界の行く末を眺ながめるだけとなりました。




　約束したはずです。〝傷〟を通して、私と師匠の魂が触ふれあった時。

　師匠が私の遺志を継ついで、〝雑音〟を希望を運ぶ組織とすることを。

　なのに、

　魔術師アグシーダは私の作った組織〝雑音〟を、世界を終わらせる方向へと誘いざない。

〝雑音〟の呪じゆ詛そと、師匠の術と──私の遺骨を用い、私に似た少女、ディンタニアを創造した。

〈世界〉の〝端末〟を生み出すための素体として。

　そして、裏切らないように、幾いく重えにも精マイン神ドコ調ント整ロールを施ほどこした。

〝傷〟によって甦よみがえった師匠は因果の輪から外れたもの。故ゆえに、寿じゆ命みようによる死は存在しない。

　彼は何度でも繰くり返すつもりなのでしょう。

　ここであの子が死んだなら、また最初から始めればいい。

　師匠は、私にあの子を見せつけるために『中有の居城』への門を開き、ここに誘った。

　私に己おのれの罪を、刻み込むために。




〝傷〟を持つ少年よ。

〝傷〟はあなたのための武器。生き延びなさい。新たな世界のシステムを見つけだすまで。

　でも──気をつけなさい。

〝傷〟を使うたびに、あなたの細さい胞ぼうは〝傷〟に置き換かわっていく。全すべてを使い果たした時、あなたはパーソナリティを失う。

　それは遠い先の話ではないのでしょう。

　私の娘むすめ──ディンタニア＝エシュオンが九個の『果実』を手に入れれば〈世界〉が生まれる。

〝傷〟が九個の『果実』を消しよう滅めつさせれば、無限舞ぶ台たいは崩ほう壊かいし〝夢を見続ける神〟が目を覚ます。

　もう、それほど時間は残されていないのです。




〝傷〟を持つ少年──生命を司つかさどる〝端末〟に愛された者よ。あなたは、幸せですか？

　幸せでないなら祈いのりましょう。

　幸せであるなら祝福しましょう。




　愛していました──我が師。

　愛しています──少年。私の骨より生まれた娘──ディンタニア＝エシュオン。

　愛して──います。この世界が終わる、その時まで。
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「はじめまして、あたし、天あま巡めぐりくんの恋こい人びとで、周す防おう真ま白しろっていいます」

　ほのかのお墓は、とある町の海沿いにあった。

　久しぶりに墓参りがしたいと言い出したのは僕の両親。海外出張中にニュースを見て、飛んで帰ってきた。まあ、二十年ローンで建てた家があるってのに、町が怪あやしい生き物に齧られて崩くずれて火を噴ふいてたら、仕事投げ出して戻もどって来るのも無理はないけど。

「聞いてくださいほのかちゃん。ほのかちゃんのお兄さんは、とっても不器用だけど、すごく優やさしくて強い人なんですよ？　相手が〝端ガジエ末ツト〟でも神様でも絶対に負けたりしないんです」

　──で、僕の家はなんとか無事だった。男子生徒が押し寄せて、玄げん関かんがボコボコにされただけ。〈創造者〉が真白と黒くろ乃のを学校に運んでからは、真白を僕から守る戦術を練るのに男子生徒たちは忙いそがしかったらしい。

　でも、僕とリトは今、隣となり町まちにある楓さんのアパートに住んでる。

『中有のルー居城ガー』から帰ってきたあと、楓さんはしばらくリトと話し込んでたと思ったら、荷物をまとめて旅に出てしまった。携けい帯たいもつながらない。ＧＰＳで僕を管理するのもやめたみたいだ。リトは「捜さがし物に出かけただけです、おかーさんのことだからすぐに帰ってきますよ」って、なんだかこっちが心配になるくらい、あっさりしてた。

「それで、ですね。天巡くんったら、まだ一回も、自分からキスしてくれないんです。

　あ、そうです。指輪は貰もらいました。一生宝物にします。寝ねる前に、これを天巡くんだと思っておやすみなさいをするようにしてます」

　そ、そ、それで──なんだっけ。そう、〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が眠ねむる海『神の箱庭』。あれを見てから、世界中の〝普エ通キのス人ト間ラ〟は一時的に無気力な状態に陥おちいってしまった──らしい。

『神の箱庭』を見た〝普通の人間〟は、細胞に残る伝承記き憶おくが甦よみがえって、自分たちが世界の主人公ではないってことに気づいてしまうのがその理由らしい。学校から逃にげた男子生徒たちも、町の人たちも、みんな。もちろん、僕の両親も。

　だから航空路線が復活して、二人が戻ってくるまでに二週間以上かかった。

『中有の居城』への門が開いたのは二回。

　ディンタニアが〝流転メタフ骨牌エシス〟を起動した一回目と、リトが〝流転骨牌〟を起動した二回目。

　僕たちが『中有の居城』に行って、戻って来るまでの間、空にはずっと、赤い鱗りん粉ぷんをまき散らす海『神の箱庭』が映っていた。それは世界中で目もく撃げきされ、地上にいる全ての〝普通の人間〟は茫ぼう然ぜん自失状態で、活動を停止してた。

　でも、それは一時的なもの。空が元に戻れば、人々はまた、リアルな日常へと帰っていく。〝普通の人間〟の日常の中で、ゆっくりと記憶は薄うすれていくんだと、リトは言ってた。

「そうなんです。もちろん、お風呂ふろに入る時も寝る時も一いつ緒しよです。指輪のかたちをした天巡くんはとても積極的でえっちで、この前なんか夢に出てきて、あたしを──そっと」

「ごめん！　ほのかのお墓に向かってのろけるのやめてください周防さんっ！」

　聞こえないふりするのも限界だ。

　ほのかの命日はもうちょっと先だけど、ちょうど父さんと母さんが戻ってきたから、今日墓参りすることにした。両親とリトは今、お寺で和お尚しようさんと話をしてる。

　真白と黒乃は、僕たちとは別にタクシーに乗ってやってきた。ほのかに挨あい拶さつをしたいって言ってたんだけど──まさかお墓の前でのろけるとは思ってなかった。

　でも、真白は、『繁はん殖しよく衝しよう動どう』を発動させるために僕からキスしたのは覚えてないのか。

　真白は不満そうに頰ほおを膨ふくらませて、それからまた、ほのかのお墓に手を合わせた。

　黒乃は真白の真似まねをして手を合わせて──それから黙だまって海を眺ながめてた。

　しばらく──ぼーっとしていたと思ったら、不意にこっちを向いて、いつもみたいに、

「……なによ」

「黒乃──大だい丈じよう夫ぶ？」

「はぁ？　なに言ってるの天巡」

「いつもだったら僕をはがいじめにしてでも周防さんの言いたいこと言わせるのに」

　なんだか、今日の黒乃は大人しすぎるような気がする。

　今にも、消えてしまいそうなくらい。

「大丈夫って、あのね。私はあの〈断罪人〉をやっつけたのよ？　ラガジュの夢が始まって以来最強の『補正プログラム』になに言ってるの、あんた」

　黒乃は口をとがらせて、また、僕から視線を逸そらした。

　真白と黒乃が着てるのは、お揃そろいの黒いワンピース。喪も服ふくの代わりらしい。

　僕は制服で間に合わせてるけど、この制服、もう着ることもないかもしれない。

「学校、みんなとは別のとこになるんですよね」

　お墓の前にしゃがんだ真白が、ぽつり、と呟つぶやく。

「あたしと黒乃と、天巡くんは一緒の学校になるように、花壇ちゃんが動いてくれてるみたいですけど──結局、文化祭はなくなっちゃいましたね」

「生き残っただけでも奇き跡せきだってば」

　でも、僕たちの住んでいた町は滅め茶ちや苦く茶ちやになってた。

　崩ほう壊かいした校舎。跡あと地ちから見つかった遺体は、ひとつだけ。

　螺ら旋せんを描えがく赤い髪かみ、黒いローブを着込んだ〈創造者〉。身元不明の、死体。

〈心配症〉に操あやつられた男子生徒たちには──僕を殺そうとした記憶は残ってた。

〝普通の人間〟は全すべて真しん紅くの空のことを忘れていくって言ったけど、でも、〈創造者〉や〈心配症〉の記憶はどうにもならない。駅前から学校にかけて、この町は崩壊してしまった。『疑ぎ似じ生命体』に齧られた家やビルも、『遅ち延えんトラップ』で吹ふき飛ばされた車や建物、動かぬ証しよう拠こがたくさん残ってる。駅と、学校の前には巨きよ大だいなクレーターまである。

　だから、みんな気づいてしまった。

　日常の裏側には、なにがあるか分からないって。

　背中を、ぽん、と押せば日常が非日常に入れ替かわり、

　変わってしまった世界で、自分たちはなにもできない。

　そういうことが──分かってしまったから。

　もう僕たちは、あの町を離はなれたほうがいいんだと思う。

「ところで、私、天巡に聞きたいことがあるんだけど」

　突とつ然ぜん、黒乃が僕を指さした。

「天巡にいつもべったりのあのちびっこが、許いい嫁なずけだってのは本当？」

　ざざっ

　僕は思わず後ずさった。まずい。なにかとてつもなくまずい予感がする。

「だ、だれがそんなでたらめをいったんでしょうか？」

「なんでセリフが棒読みなのよ──あのちびっこが、自分で言ってたけど？」

「そ、それはあの。それくらい仲がいい家族って意味で」

「あんたの叔母おばさんもこないだ電話よこして、

『うん、リトは翔かけるの許嫁。だから諦あきらめて』って言ってたけど？」

　わざわざ楓さんの声を真似て、ひきつった笑え顔がおのまま黒乃は言う。

　真白はお墓の前で立ち上がり、じっと、訴うつたえかけるような目で僕を見てる。

「大丈夫です。あたし、天巡くんを信じてます」

　左手の指輪に視線を落としてから、真白は呟く。

「今、この瞬しゆん間かん、この場で、ほのかちゃんの前で、そんなことないって誰だれにでもわかるやりかたで証明してくれるって信じてます！」

「なにか怪あやしいウィルスにでも感かん染せんしたんですか周防さんっ？」

　学校で発動した『繁殖衝動』が満たされなかったから？

　真白の脳のう味噌みそのほわほわでピンク色な部分が、さらに暴走してるような気がする。で、なんで目を閉じますか周防さん。黒乃も、どうして僕の退路を塞ふさぐ？　じっと真白が迫せまってくる。なんだか──いいにおいがする。えっと、ここは海沿いの墓地で、ほのかのお墓の前で──。

　そういえば、ほのかの墓参りに来たのは五年ぶりだっけ。

　ずっと、来られなかった。

　見えない傷口が、ずっとうずいていて。

　まさかほのかのお墓の前で、普通に誰かと会話ができるようになるなんて思ってなかったし、落ち着いてほのかの話ができるようになるなんて──思ってなかった。

　真白と黒乃のおかげかもしれない。

　大事な人を作るのを怖こわがらなくてもいい。

　神様が敵になっても、〝精デイヴ霊アイン〟が襲おそってきても、命がけで守ればいいだけ。

　すごく、単純シンプルな答えを見つけたから。

「じ─────────────────っ」

　で、そんなことを考えたところで状じよう況きようは変わらないんだけどさ。

　覚かく悟ごはしてる。

　覚悟はしてるけど、でもそれは真白と黒乃を守って生き残る覚悟で、真白を『繁はん殖しよく』させるとか、僕たちの子供を黒乃に抱だかせてあげるとかそういう覚悟じゃ──だいたい、真白は今この場で僕になにを期待してるんだ。抱きしめるとか──まさか、キスするとか？　そんなことしたら真白の『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動してとんでもないことになるのに。だって、すぐ側そばのお寺に僕の両親とリトがいるんだよ？　ここで真白が迫ってきたらどうすれば──。

「おにーさん、お昼の準備ができました──って、なにしてるんですか二人ともっ！」

「ちびっこは邪じや魔ましないの。真白、遠えん慮りよしないでどーんと」

「どーんとなにするつもりなんですか。それにわたし、ちびっこじゃないです。『日本一包容力のある小学生』でおにーさんの許嫁です！　ほのかちゃんのお墓の前でなにしてるんですかっ！　お寺にはおにーさんのおとーさんとおかーさんがいるんですよ？」

　叫さけびながら墓地に続く道を走ってくるリト。

「…………………………………………それだ！」

　黒乃はなにか思いついたように、ぴん、と指を一本立てる。

「将を射んと欲すればまず馬を射よ、だよ、真白！　ご両親に挨あい拶さつしよっ」

　リトよりも子供っぽい笑顔で、黒乃は真白に笑いかける。

「とりあえずあること三割、ないこと七割で既き成せい事じ実じつを作っちゃえばいいのよ」

「え、でも──天巡くんのご両親とは初対面なんだよ？　いきなりそんなの駄だ目め──」

「そーしないと天巡とちびっこの将来が決まっちゃうんだよ、真白」

　だっ

　脅きよう迫はくっぽい黒乃のセリフに、真白がダッシュする。一いつ瞬しゆん、出で遅おくれた黒乃は目を丸くして、それから真白の後をついていく。リトとすれ違ちがう時に黒乃が──僕のところからは聞こえなかったけど──なにかを囁ささやき──真っ赤になったリトも二人の後を追いかける。

「………………………………………………まさか、修しゆ羅ら場ば？」

　本人不在でなにするつもりなんだろ、三人とも。

　はぁ

「ごめんな、騒さわがせて」

　僕はほのかのお墓に向かって呟つぶやいた。

〈超ちよう越えつ者〉、天巡ほのか。〝夢を見続ける神〟に愛された〝端末〟。

　そのことを知っても、僕にとってほのかはやっぱりほのかでしかなかった。

　僕が知ってるほのかは、直感で動く天才少女。僕とリトを巻き込んで引きずり回す、純真無む垢くな快楽主義者。ほのかは僕に〝端末〟のことは何も言わずに死んだ。

　それがほのかの意思──だから、それでいいんだと思う。たぶん、だけど。

　──で、どこで時間潰つぶそう。

　お寺ではたぶん、とんでもない修羅場が展開されてるはずだし。

　僕は墓地の参道から、海岸に降りることにした。




「お久しぶりね、カケル」

　彼女は、波打ち際ぎわを歩いていた。

　十月には珍めずらしい、よく晴れた青空。でも、風が少し強い。

　光を結けつ晶しよう化したようなプラチナブロンドを、彼女は指で押さえる。どっちかというと白衣の裾すそを押さえた方がいいと思うけど、そっちは気にならないみたいだ。

〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニア＝エシュオンは白衣一枚の姿で素す足あしを海に浸ひたし、波が踵かかとを撫なでるたびに、くすぐったそうに笑っていた。

「……カケル、怒おこってる？」

「楓さんに聞いたのか？　僕がここに来るって」

「ううん」

　ディンタニアは長い髪かみをなびかせて、小さく首を振ふった。

「ここでカケルと出会う、そういうことになっていたの」

「……どうして？」

「そういう『運命』だから」

　僕はディンタニアから飛び退しさる。〝傷ペイン〟の『木の実』はもう五個しか残っていない。『運命』──まさか。もう管理者の『果実』を取り込んだのか？

　ディンタニアは僕に背中を向けた。しゅる、と白衣を腰こしまでずらし、陶とう器きのような背中をさらけ出す。そこには──。

　背筋に沿って伸のびる幹と、両りよう肩かたに向かって伸びた枝と、

　枝からぶら下がる、七個の赤い『果実』があった。

「──ね？」

　白衣を下ろしたまま振り返り、ディンタニアは笑う。

「ディンタニア、がんばったの。すごくがんばったんだよ？　ほめて？　なでなで、して？」

「怪け我がはもう、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。博士が治してくれたの。カプセルに入って眠ねむれば、大たい抵ていの傷はすぐに治っちゃうのよ？　あのカプセル、カケルが守ってくれたんだよね？」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみを潤うるませて、ディンタニアが僕を見る。

　作られた──少女、〝雑音〟の姫君が。

「ディンタニア、あの『博士』の正体なんだけど」

「魔ま女じよケルトファリアが甦よみがえらせた、魔ま術じゆつ師しアグシーダのこと？」

　ディンタニアは悪戯いたずらっぽく笑いながら、波打ち際で、くるり、と回る。

「あのねあのね、〝雑音〟の呪じゆ詛そとアグシーダの術で作られた人工の〝端末〟はね、一人目は魔女だったの。でもディンタニアはケルトファリアの強化型だから、姫君って呼ばれてるの」

「どうしてそんな──簡単に言えるんだよ」

「ディンタニアは初めからそういう世界で生まれたんだもの。

　でも、ディンタニアはカケルという希望を見つけてしまった。世界の終わりまで、一いつ緒しよに歩いて行けるパートナーになれるかもしれないひと。

　いつも危なっかしくて、じたばたしてて、一緒にいられたら楽しいなって思ったの。

　カケルは、毒なの。でもね、気持ちいいの。

　カケルという毒が回ったことが、ディンタニアはとっても気持ちいいの──」

　それはたぶん、告白だったのかもしれない。

　ディンタニアは柔やわらかそうな胸に掌てのひらを当てて、真っ赤な顔で囁いた。

「あのね、ディンタニアはもう一度、カケルの答えを聞きに来たの。

　ディンタニアはカケルに恋パー人トナーになって欲しいの。だって、ディンタニアと並んで立てるのは、カケルだけなんだもの」




『食ベテイイ？』

『食ベテイイ？　食ベテイイ？　食ベテイイ？』

『果実──果実──ナナツノ──果実』




「ごめん、ディンタニア。僕は世界を終わらせる手伝いはできない」

「じゃあカケルは、この世界に価値があると思ってるの？」

　ディンタニアの問いに、僕は頷うなずき返す。

　本当のところは、分からない。ただ、真白と黒乃、リト──ほのか、みさおさん、死んでしまった〈侵しん略りやく者〉青海拓也。そんな人たちのことが頭に浮うかんで、思わず頷いただけ、だけど。

　真白は──この世界が好きだって言ったんだ。

　そしたら、いつのまにか僕は、こんな世界終わってしまえ──って、言えなくなった。

　僕が真白を作り替かえてしまったように、真白も僕を作り替えちゃったのかもしれない。

「カケルは、ディンタニアのこと嫌きらい？」

「ううん」

　僕は首を振った。

「ディンタニアは僕の知らないことを教えてくれた。ほのかのこと、リトのお父さんのこと。五年前に起きたこと、全部。ディンタニアがいたから分かったこともある。何度も助けてもらったし、嫌いじゃない。嫌いじゃないけど──一緒にはいられない。

　力ずくで僕を連れて行くつもりなら〝傷〟でディンタニアの『果実』を喰くらう」

「そんなの無理なの。分かってるよね、カケル？」

「九個の『果実』を手に入れたらディンタニアは臨界を起こして〈世界〉になる」

「そう。そしてこの世界から十八個のうち半分、九個の『果実』が消えたら、無限舞ぶ台たいは崩ほう壊かいして、〝夢を見続ける神〟が目を覚ますの。〈壊かい体たい者〉〈創造者〉の『果実』はもうない。ディンタニアの『果実』を全部食べたら、その瞬しゆん間かん『無限舞台』──世界は終わるの。

　ディンタニアの中にある『果実』を──ひとつ、ふたつだけ食べて、我が慢まんできる？　カケルはそこまで器用に〝傷〟を扱あつかえるの？」

「無理かもしれない」

　ディンタニアは白衣を直し、細い手を僕に向かって伸ばしてくる。

「でも、できるかもしれない」

　潮のにおいがする。

　十月末に海に来る人なんてめったにいない。墓地の近くだからか、海の家の残ざん骸がいも、ボートさえも置いていない。防砂林が立っているだけの、ぽつん、とした砂すな浜はま。僕はさしだされたディンタニアの掌を、ただ、じっと見ていた。

　秋の静かな日差しに波が光っていて、ディンタニアのプラチナブロンドも輝かがやいてる。

　この世界を作った〝夢を見続ける神〟は、やっぱり天才だったんだと思う。あちこちほころんでいても、ここは綺き麗れいで、優やさしい世界。でも、神様はもうそれに飽あきてしまったんだ。無限舞台がなければ、この世界は維い持じできない。

　ディンタニアと魔術師アグシーダは世界に絶望して、終わらせることを望み、

　真白と黒乃──それに僕と、リトは、それでも続けることを選んでる。

「……僕はもう、選んじゃったんだよ、ディンタニア」

「カケルは弱いの。ディンタニアが守ってあげないと死んじゃうかもしれないの。それでも」

　ディンタニアは唇くちびるをかんで、泣きそうな顔で僕を見てた。

「それでもカケルは〝雑音〟の敵になるの？」

「──うん」

　波の音が聞こえる。

　ディンタニアは長い溜ため息いきをついた。

「小さな子供が泣いてるの。ディンタニアの中で、まだ、泣き声が聞こえる。

　でも、もう駄だ目め。泣き止やませるには、世界を終わらせるしかないのね。だって、カケルはディンタニアのものに──なってくれないんだもの」

「ごめん」

「いいの。分かっちゃっただけ。

　ディンタニアの欲しいものは、ディンタニアの手には入らない。毒ね。カケルは、ディンタニアに回ってしまった毒──でも、好きよ」

　ディンタニアは、海水で湿しめった白衣の裾すそを払はらって、僕に背中を向けた。

「『運命規定』、あるべきところに還かえるの。さよなら、カケル」

　そうしてディンタニアは僕の前から姿を消した。

　僕のポケットで携けい帯たいが震ふるえた。リトからの着信だった。

　……そういえばお昼がまだだったっけ。




『オ腹スイタ』




　ディンタニアと一いつ緒しよにいたら、僕はたぶん、〝傷〟を抑おさえきれない。

　七つの『果実』を持つディンタニアは、とても美味おいしい──餌えさだから。

『お、おにーさんなにしてるんですか！　真白さんと黒乃さんなんとかしてください！　さっきからおにーさんのおとーさんもおかーさんも口あんぐり、目ぱちくりですよ！　一人暮らしできなくなってもいいんですかっ!?』

「……って、なにやってるんだよもうっ！　すぐ行くから、待ってて！」

　僕は答えて、携帯を閉じた。

　十月にしてはよく晴れてて、雲もほとんどない。空は──真っ青だ。




　──赤く光る空と、『中有の居城』──。




　僕はもう一度あの場所に行くことになるような気がする。

　いつか、〝夢を見続ける神〟を喰い殺すために。





終　









　あとがき







　はじめての方にははじめまして。

　二度目以降の方はお久しぶりです、九ここの重え一いち木きです。

『ガジェット　３．闇やみ色いろ輪りん廻ね ＷＯＲＬＤワールド ＩＳイズ ＲＥＤレツド』をお届けします。二巻が「角つの笛ぶえ編」の前編なら、こちらが「角笛編」後編になります。

　デビューしたての新人が前後編を書いていいのか？

　広げた風呂ふろ敷しきを残りの巻数で畳たためるのか？

　そもそも真ま白しろの『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が暴走したら十八禁になるのでは？

　などなど、不安たっぷりの作品ですが、なんとか三巻まで続けることができました。

　これもこの作品に付き合ってくれた読者の皆みなさんのおかげです。ありがとうございました。




　それはさておき、九重の地元は今年、かなり雪が積もりました。

　雪の日は、町がいきなり非日常の世界になります。

　例えば、タイヤを鳴らすばっかりで、滑すべって進めない車がいたり。車が全く動かないから道路を渡わたり放題だったり。朝、電車が時間通りに来たと思ったら、実は二時間遅おくれでやって来た始発電車だったり。雪の日は電車が決してたどりつけない駅があったり──。

　一月に打ち合わせのために上京した時は、温度差のせいで軽く死にかけました。新幹線でトンネルを抜ぬけると、そこは雪国ならぬ温ぬく国ぐに。突とつ然ぜん十度も上じよう昇しようした外気温に脳がついていけずにオーバーヒート。地元に戻もどって来るなり風邪かぜを引き……。

　……現在、平熱プラス〇・五度くらいの体温で、あとがきを書いてます。




　最後に、お世話になった方々にお礼を。

　植うえ田だ亮りようさん、いつも物語の空気そのままのイラストをありがとうございます。デビューから常時マイナス思考の九重に付き合ってくれたＨさん、ありがとうございました。新担当のＴさん、時折考えすぎでフリーズする不安定な作家ですが、これからよろしくお願いします。

　最後に、ここまで読んでくださった読者の皆さんに、最大級の感謝を。

『ガジェット』は、もう少しだけ続きます。ラブコメ成分四割増し（予定）の次巻は夏頃ごろ発売です。

　それでは、また。





二〇一〇年　一月　　九重　一木　　
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